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ヴァンパイア大たい使し
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涙なみだと決けつ意いの、大だい決けっ戦せん!!の巻まき
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〈保護者のみなさんへ〉


本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１　ひとりぼっちの帰かえり道みち




　体たい育いく祭さいが終おわり、熱ねっ気きがさめない校こう内ないで、うつむきがちに帰かえりじたくをしているひとりの少しょう女じょがいた。

　少しょう女じょの名な前まえは、高たか野の杏あん樹じゅ。

　日にっ本ぽん人じん離ばなれした、栗くり毛げ色いろの髪かみをアップにまとめ、聡そう明めいそうな蒼あおい瞳ひとみはうるんでいる。

　校こう内ないのあちこちから、楽たのしげな生せい徒とたちの声こえが聞きこえているなか、杏あん樹じゅは黙だまってカバンに荷に物もつをつめる。

　ケガをしているのか、右みぎ手ての甲こうにはまっしろな包ほう帯たいが巻まかれていた。

　太たい陽ようの光ひかりのせいか、かすかに包ほう帯たいが光ひかりを帯おびているようにも見みえる。

「…………」

　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの右みぎ手ての甲こうをかくすようにして、帰かえりじたくを終おえた。

「高たか野のさんっ！」

「？」

　教きょう室しつのドアのほうから声こえをかけられ、杏あん樹じゅはもっさりとした動うごきで、視し線せんをむける。

　そこには、一いち眼がんレフのカメラを首くびに下さげ、腕うでには新しん聞ぶん部ぶの腕わん章しょうをつけた、クラスメイトの姿すがたがあった。

「なっ……どうしたのよ？」

　いつもの杏あん樹じゅとちがう雰ふん囲い気きに、声こえをかけた笹ささ詩し織おりは顔かおをしかめる。

「そんな顔かおしちゃって……負まけたのがショック？」

　三みつ編あみをゆらし、笹ささは首くびをかしげた。

「高たか野のさん、リレー、がんばってたもんね」

「……そういうんじゃないの」

　ため息いきまじりに答こたえた杏あん樹じゅの声こえは、あまりにも小ちいさく、笹ささまで届とどかなかったようだ。

「なんて？」

　そう聞ききながら、笹ささは杏あん樹じゅにちかよってくる。

「ちょっと、高たか野のさん。まだ濡ぬれてるじゃない。風邪かぜひくわよ？」

　心しん配ぱいしているのか、笹ささは、手てに持もっていたタオルを杏あん樹じゅに手てわたした。

「使つかっていいわ。学がっ校こうから配はい布ふされたものだし、私わたし、使つかわないから」

「…………」

「っていうか、高たか野のさんはタオル、もらってないの？」

「……うん、まぁ」

　杏あん樹じゅは曖あい昧まいに答こたえると、笹ささが差さしだしたタオルを、おずおずと受うけとった。

　お礼れいを言いおうとしているのか、杏あん樹じゅの口くちがわななく。

　そんな杏あん樹じゅに気きづかず、笹ささは窓まどの外そとを見みやった。

「それにしても、すごい嵐あらしだったわね」

　笹ささの言こと葉ばに、杏あん樹じゅの体からだがビクッとなった。

　だけど、笹ささはそれにも気きづかない。

　思おもったことを、次つぎ々つぎと口くちにしていく。

「ああいうのを、ゲリラ豪ごう雨うって言いうのよ。ケガ人にんが出でなかったのが不ふ思し議ぎなくらい。きっとこれも、高たか野のさんのお兄にい様さまである光こう哉や先せん輩ぱいが、みんなを誘ゆう導どうしてくれたおかげ──」

　そこで笹ささは、言こと葉ばを止とめた。

　杏あん樹じゅが、手てわたしたタオルを使つかおうとしていないことに、やっと気きづいたのだ。

「ねぇ、どうしたの？　立たち花ばなさんも、雨あま宮みやさんも……高たか野のさんのこと、さけてるみたいだし」

「……っ！」

　痛いたいところをつかれたように、杏あん樹じゅの顔かおがこわばった。

「体たい育いく祭さいでなんかあったの？」

　好こう奇き心しんから、笹ささは、杏あん樹じゅの顔かおをのぞき込こんだ。

「私わたしでよければ──」

「これっ！」

　杏あん樹じゅは、受うけとったタオルを笹ささに押おしつけ、カバンをひったくるようにして手てにすると、教きょう室しつから飛とびだした。

「ちょっと、高たか野のさんっ！」

　後うしろから、笹ささの声こえが追おいかけてくる。

「待まってよ！　どうしちゃったっていうの？　光こう哉や先せん輩ぱいも、あなたと同おなじように元げん気きがないのよ！」

　追おいうちをかけるような笹ささの言こと葉ば。

　悪わる気ぎはないのだろうけれど、今いまの杏あん樹じゅには耐たえられなかった。

「知しってたら教おしえてほしいの！」

「し、知しらないっ！」

　吐はきすてるように答こたえると、杏あん樹じゅは首くびをふった。

　もうなにも聞ききたくなかった。

　首くびをふったいきおいで、視し界かいがグラリとゆらぐ。

　それにもかまわず、杏あん樹じゅは昇しょう降こう口ぐちまで一いっ気きに駆かけおりた。

「……あっ！」

　杏あん樹じゅの足あしが止とまった。

（里さと美み……）

　ゲタ箱ばこの前まえで、一いち番ばん会あいたくなかった親しん友ゆう──立たち花ばな里さと美みを見みつけたからだ。

　その横よこには、里さと美みを元げん気きづけようとしている百ゆ合りの姿すがたも。

　バタバタと足あし音おとを鳴ならし、駆かけおりてきた杏あん樹じゅに気きづかないはずがない。

「あ……」

　ふと顔かおをむけた里さと美みの冷つめたい視し線せんが、杏あん樹じゅにつきささる。

　外がい見けんが日にっ本ぽん人じんばなれしているせいで、幼おさないころの杏あん樹じゅに、近きん所じょの子こたちは近ちかよろうともしなかった。

　遠とお巻まきに、今いまの里さと美みのような視し線せんで見みつめるだけ。

　あのころと同おなじだ。

　だけど、幼おさないころのその状じょう況きょうを、壊こわしてくれたのが里さと美みだった。

「なんで一いっ緒しょに遊あそばないの？」

　公こう園えんの前まえを歩あるいていた杏あん樹じゅに、かけてくれた言こと葉ば。

「その髪かみの色いろ、かわいいね。うらやましい！」

　そう言いって、杏あん樹じゅを笑え顔がおで受うけいれてくれた里さと美み。

　今いま、その里さと美みが──あの冷つめたい目めで、杏あん樹じゅを見みている。
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「…………」

　なにも言いえずにいる杏あん樹じゅからサッと視し線せんをそらすと、里さと美みは歩あるきだした。

「百ゆ合り、行いこっ」

「え、でも……」

　スタスタと歩あるいていく里さと美みと、立たちすくんだままの杏あん樹じゅを見みくらべていた百ゆ合りは、一いっ瞬しゅん、悩なやんだ末すえ、里さと美みを追おいかけていく。

「里さと美み、ちょっと待まって！」

　百ゆ合りの声こえを遠とおくに聞ききながら、杏あん樹じゅは動うごけずにいた。

　追おいかけなきゃいけないのは、充じゅう分ぶん、わかっているつもりだ。

　それでも、動うごかない。動うごけない。

「杏あん樹じゅ、いいの？」

　杏あん樹じゅのカバンから飛とびだした小ちいさな人ひとが、杏あん樹じゅの肩かたに乗のった。

　背せ中なかには、虹にじ色いろの羽はねが生はえており、頭あたまには大おおきなとんがり帽ぼう子しをかぶっている。

「杏あん樹じゅ！　追おいかけなくて──」

「シルフ……」

　しぼり出だすような声こえで答こたえながら、小ちいさな人ひと──シルフを、うるんだ瞳ひとみで見みつめる杏あん樹じゅ。

「追おいかけて、どうするの……？　私わたし、どうしたらいいの？」

「それは……」

　答こたえにつまったシルフは、ことさら明あかるい声こえで言こと葉ばをつづける。

「でも、このままじゃ、よくないことくらい、杏あん樹じゅにだってわかるでしょう？」

「……じゃあ、どうすればいいのよ」

　責せめるような口く調ちょうで、杏あん樹じゅはシルフにつめ寄よった。

　やつ当あたりなのはわかっている。

　だけど、言いわずにはいられなかった。

　そう。

　杏あん樹じゅは──

「実じつは、吸ヴァ血ンパ鬼イアでした。今いままで、かくしててごめん。里さと美みならわかってくれるよね？　って、言いえばいいわけ？」

「ちょ……ちょっと！」

　あまりの声こえの大おおきさに、あわててシルフは杏あん樹じゅの口くちをふさいだ。

「ここ、学がっ校こうだよ、杏あん樹じゅ！」

　周しゅう囲いを見みわたしてみるが、幸さいわい、人ひとひとりいなかった。

「だって、シルフが話はなしかけてきたんじゃない！」

「そうだけど……ボクは、ふつうの人にん間げんには見みえないんだからさ。今いまのが、だれかに見みられてたら、絶ぜっ対たい、ヘンに思おもわれるよ」

「もう思おもわれてるし」

「あのねぇ……なんで、そんなネガティブなんだよ。っていうか、注ちゅう意い力りょく低てい下かしすぎ」

「……もういい」

　ボソッとつぶやいた杏あん樹じゅは、それきり口くちを開ひらくことはなかった。

　力ちからなく靴くつにはき替かえ、帰き路ろを急いそぐ。

　いつもなら、杏あん樹じゅの肩かたに乗のるシルフだったが、今日きょうは自じ分ぶんで飛とんでいた。

　だまったままの杏あん樹じゅを気きづかうようにして、困こまった表ひょう情じょうを浮うかべている。

　いつも騒さわがしいシルフだけど、今こん回かいばかりはなにも言いってこない。

　羽は音おとだけが、心地ここちよく耳みみにひびいている。

　この音おとすら、他ほかの──シルフが言いったように、ふつうの人にん間げんには聞きこえないのだ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアである杏あん樹じゅだけが、シルフの存そん在ざいを感かんじることができる。

（私わたしは、吸ヴァ血ンパ鬼イアなんだから……）

　そう思おもうと、鼻はなの奥おくがツンと痛いたくなってくる。

（……かくし通とおすのは、もう限げん界かいなのかもしれない……）

　じんわりと視し界かいがにじんでいくのを、手てで強つよくこすった。

　そのせいで、目め尻じりが赤あかくなる。

（どうしたらいいの……）

　杏あん樹じゅは、今いまは亡なき、おじいちゃんを思おもった。

　杏あん樹じゅのおじいちゃんが、純じゅん血けつの吸ヴァ血ンパ鬼イアであったため、杏あん樹じゅは、遺い伝でんで吸ヴァ血ンパ鬼イアに目め覚ざめてしまった。

　半はん年としも前まえのことである。

　その間あいだ、正しょう体たいがバレなかったのは、奇き跡せきなのかもしれない。

　足あし取どりが重おもい。

　楽たのしかったはずの体たい育いく祭さい。

　その帰かえり道みちでは、きっと里さと美みや百ゆ合りと、たわいもない話はなしで盛もりあがったはずだった。

　考かんがえれば考かんがえるほど、胸むねの奥おくがしめつけられる。

「杏あん樹じゅ……」

　背はい後ごで、シルフに呼よびとめられる。

　だけど、杏あん樹じゅは足あしを止とめることなく、まっすぐ家いえへと歩あるいていく。

「そんなに悲ひ観かん的てきになること？」

「！」

　信しんじられないという風ふうに、杏あん樹じゅがいきおいよくふり返かえる。

「シルフは、なんでそんな楽らっ観かん的てきなの？　信しんじられない！」

　うーん、と考かんがえこみながら、シルフは言こと葉ばをつづけた。

「たしかに、右みぎ手ての──大たい使しの紋もんが光ひかっているのを見みられちゃったかもしれない。だけど、飛とんでるところも、能のう力りょくを使つかったところも見みられたわけじゃないよ」

「そんなの、わかんないじゃない！」

「なんで、そんなにわからず屋やなのさ。里さと美みっちも、百ゆ合りっちも、体たい育いく館かんに避ひ難なんしたはずだよ？　ぬれてなかったしさ」

「だから、なに？」

「なんとか言いいくるめるとかすれば、大だい丈じょう夫ぶなんじゃないかな」

「言いいくるめるって……そんな言いい方かたしなくても！」

「じゃあ、ボクがなんて言いえば、杏あん樹じゅは納なっ得とくするの？」

　そう言いわれて、杏あん樹じゅは口くちをつぐんだ。

「実じっ際さい、杏あん樹じゅはよくやったと思おもうよ。あの九く頭ず竜りゅうを説せっ得とくして、被ひ害がいを出ださずに返かえしたんだもの。大たい使しとしては１００点てん満まん点てんだ」

「そんなの……」

　杏あん樹じゅは、唇くちびるをかみしめた。

「そんなの嬉うれしくない！　大たい使しの仕し事ごとで満まん点てんでも、友ともだちにはウソついてたんだもの！」

　杏あん樹じゅの目めに、じんわりと涙なみだが浮うかんだ。

「里さと美みに……」

　もうすぐ家いえに着つくと安あん心しんしたのか、今いままでガマンしてきた思おもいが、杏あん樹じゅの口くちをついて出でる。

「里さと美みに……友ともだちに、あんな目めで見みられるくらいなら、大たい使しなんか受うけなきゃよかった！」

　吐はきすてるように言いうと、杏あん樹じゅは家いえの門もんの中なかにとび込こんだ。

「……杏あん樹じゅ！」

　庭にわを駆かけぬける足あし音おと、つづいて、いきおいよくドアがしまる音おとを聞きいて、シルフは困こまったように顔かおをしかめた。

「こりゃ、まずいな……」







　　　　２　ゆれる気き持もち




「杏あん樹じゅさま、おかえりなさいま──」

　玄げん関かんに隣りん接せつするリビングから、銀ぎん髪ぱつで長ちょう身しんの青せい年ねん──ヴァルが顔かおを出だした。

　だけど、杏あん樹じゅは答こたえない。

　頬ほおをぬらしたまま、階かい段だんを駆かけあがっていく。

「杏あん樹じゅさま？」

　ヴァルがけげんそうに、杏あん樹じゅの背せ中なかを見みつめる。

　そんな視し線せんをふり切きるようにして、自じ分ぶんの部へ屋やにとび込こんだ杏あん樹じゅは、力ちからがぬけたように床ゆかにすわった。

「うぅっ……」

　両りょう手てで顔かおをおおい、今いままでガマンしてきた涙なみだを流ながしはじめる。

　頭あたまの中なかが、グチャグチャだった。

　整せい理りしようとする冷れい静せいさも、今いまはない。

　バタバタとあわただしく、階かい段だんをあがってくる足あし音おとが聞きこえてくる。

「杏あん樹じゅさまっ！　ど、どうかなさいましたか！」

　ヴァルの声こえが、扉とびらごしに聞きこえてくる。

「なにか……私わたしの作つくったもので、具ぐ合あいが悪わるくなったとかですか？」

「ヴァル、ちょっと……」

　シルフの声こえも聞きこえてくる。

　きっと、杏あん樹じゅがこうなった説せつ明めいをするのだろう。

　事じ実じつを知しったら、ヴァルはたおれてしまうかもしれない。

　ヴァルは、そういう人ひとなのだ。

　ヴァル──正せい式しきな名な前まえは、ヴァイツェンウルフ。

　豊ほう穣じょうの化け身しんで、元もとの姿すがたは、きれいな銀ぎん色いろの毛け並なみをもつ狼おおかみだ。

　おじいちゃんと一いっ緒しょに、日にっ本ぽんに渡と来らいしてきてから、高たか野の家けをずっと守まもってきた。

　おじいちゃんがいなくなってからは、おじいちゃんの──保ほ護ご者しゃ代がわりとして、人ひと型がたとなり、執しつ事じのようなことをしている。

　根ねが優やさしく、小しょう心しん者もののため、戦たたかいや争あらそい事ごとを好このまない。

　波なみ風かぜ立たてずに過すごすのが、一いち番ばんだという考かんがえ方かたの持もち主ぬしである。

「あ、杏あん樹じゅさま……」

　大おおまかな事じ情じょうを知しったのか、ヴァルの声こわ色いろが変かわった。

　今いまにも泣なきそうな声こえで、杏あん樹じゅを呼よびつづける。

「まさか、そんなことになっているとは知しらず……お弁べん当とうのときに、気きづいて差さしあげられなかったのが、大たい変へん申もうし訳わけなく──」
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（なんでそうなるの？）

　杏あん樹じゅは、扉とびらをにらみつけた。

「ほっといて！」

「いや、でも……」

「ヴァルのせいじゃない！　ヴァルがあやまることじゃない！　私わたしがいけないの。私わたしが……私わたし……」

　言こと葉ばがつづかない。

　正しょう体たいがバレてしまったのは、なにがいけなかったのか……見けん当とうもつかない。

　あれも、これも……と次つぎから次つぎへと、今日きょう一いち日にちの出で来き事ごとが思おもいだされる。

〝箱はこ根ねの影かげ〟の問もん題だいを解かい決けつしたと思おもったけれど、実じつは、九く頭ず竜りゅうを逆ぎゃく上じょうさせただけだったこと。

　その怒いかりの矛ほこ先さきが、大たい使しである杏あん樹じゅと光こう哉やに来きてしまったこと。

　九く頭ず竜りゅうが嵐あらしをまとって来きたのが、タイミング悪わるく、体たい育いく祭さいの今日きょうだったこと。

　精せい霊れいの力ちからを借かりて、九く頭ず竜りゅうを納なっ得とくさせたのはよかったものの、そのあと、里さと美みと百ゆ合りに見みられてしまったこと。

　そのどれもが悪わるくからみ合あい、杏あん樹じゅの正しょう体たいがバレてしまったのだ。

　自じ分ぶんでは、正ただしい選せん択たくをしてきたつもりでも、実じっ際さいはそうじゃなかった。

　これから一いっ体たい、どうなってしまうんだろう。

　考かんがえるだけで、不ふ安あんで胸むねが押おしつぶされそうだった。

「杏あん樹じゅさま……これからのことを考かんがえませんと」

「そうだよ、杏あん樹じゅ。忘わすれ薬ぐすりを使つかうなら、早はやいほうがいい」

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは唇くちびるをかみしめた。

　里さと美みと百ゆ合りには、すでに一度ど、忘わすれ薬ぐすりを使つかっている。

　別べつ々べつの事じ件けんだったけれど、２人ふたりには、杏あん樹じゅが大たい使しとして動うごいているのを見みられてしまったからだ。

（また使つかうの……？　何なん度ど、使つかえばいいの？）

　忘わすれ薬ぐすりの副ふく作さ用ようは不ふ明めいだ。

　忘わすれ薬ぐすりを作つくっているアイヌの知ち恵え者しゃ、コロボックルという精せい霊れいには、

「人にん間げんに、精せい霊れいの世せ界かいのものを使つかうというのは、なにかしら影えい響きょうがあるやもしれませぬ。効こう果かが強きょう力りょくであればあるほど、影えい響きょう力りょくも強つよくなりますゆえ」

　と言いわれている。

　ないかもしれない。

　あるかもしれない。

　使つかうたびに、杏あん樹じゅは後うしろめたさを感かんじてきた。

　そんなのは、もういやだった。

　大だい事じな友ともだちに──自じ分ぶんの都つ合ごうで忘わすれ薬ぐすりを使つかうことも、絶ぜっ対たい言いえない秘ひ密みつをかかえることも、杏あん樹じゅには耐たえられなかった。

　精せい霊れいのため、ひいては世せ界かいのためだと言いわれても、心こころのわだかまりは大おおきくなっていくばかりだ。

「杏あん樹じゅ。ボク、今いまから忘わすれ薬ぐすりを取とってくるよ」

「……いいから、ほっといて！」

「そんなワケにいかないでしょ。だれかに言いわれたら、その分ぶん、薬くすりを使つかわなきゃいけなくなるんだし」

「そんなっ」

　涙なみだでぬれた顔かおを、扉とびらにむける。

「杏あん樹じゅ。最さい悪あくの事じ態たいはさけないと。ボクらには使し命めいがあるんだから」

「使し命めいって……なによ、それ……」

「精せい霊れいと人にん間げんを守まもる、大だい事じな使し命めいだよ。それを邪じゃ魔まされるのは困こまる。そうでしょう？」

　シルフの言こと葉ばが、重おもくのしかかってくる。

（そんなこと言いったって……）

　里さと美みとは、小ちいさいころから一いっ緒しょだ。

　人ひとの秘ひ密みつを言いいふらすようなことはしない。

　面おも白しろ半はん分ぶんで、人ひとのことを話はなしのネタにするようなことはしない。

　そうわかっているはずなのに……そうだとは言いいきれない自じ分ぶんが悲かなしかった。

「ほっといて！　少すこし考かんがえさせて！」

　手て元もとに転ころがっていたクッションを、扉とびらに投なげつける。

　いきおいよく当あたったクッションが跳はねかえって、サイドラックにぶつかった。




　コトン。




　ぶつかった拍ひょう子しに、サイドラックの上うえにのせてあったフォトフレームが、音おとを立たててたおれた。

「…………」

　涙なみだでくしゃくしゃになった顔かおで、杏あん樹じゅはゆっくりと立たちあがる。

　サイドラックには、いくつもの写しゃ真しんがかざられていた。

　海かい外がい公こう演えんでいそがしいピアニストのお父とうさんと、マネージャーをしているお母かあさんの写しゃ真しん。

　幼おさないころの里さと美みと杏あん樹じゅの笑え顔がおの写しゃ真しん。

　里さと美みと百ゆ合りと、３人にんで写うつっているハッピ姿すがたの写しゃ真しん。

　おじいちゃんとおにいちゃん、そして狼おおかみの姿すがたをしたヴァルとの写しゃ真しん。

　そして──

　杏あん樹じゅは、たおれている写しゃ真しん立たてを、おそるおそる置おきなおす。

　黒くろく、大おおきなつば広ひろの帽ぼう子しをかぶった美び女じょと、杏あん樹じゅと似にたような顔かおをしたショートヘアーの少しょう女じょが笑え顔がおで写うつっている写しゃ真しん。

　ＷＦＡの長おさであるモルガン・ル・フェイと、杏あん樹じゅのハトコにあたるレモナだ。

　つい最さい近きん、手て紙がみと一いっ緒しょに送おくられてきたものをかざったのだ。

　手て紙がみには──

『見み習ならい大たい使しだけどがんばってるよ。杏あん樹じゅは、うまくやってるみたいだよね。尊そん敬けいしちゃう！　いつかは私わたしも杏あん樹じゅみたいに……』

　と書かかれていたのを思おもいだす。

　世せ界かい精せい霊れい同どう盟めい──通つう称しょうＷＦＡは、人にん間げんと仲なか良よく共きょう存ぞんしていこうという目もく的てきの同どう盟めいであり、同どう盟めいに加か入にゅうしている精せい霊れいたちへの規き則そくは数すう千せんにもおよぶ。

　甘あまくはないが、それは共きょう存ぞんするためにしかたないことだ。

　そして──杏あん樹じゅは、そこの特とく別べつ管かん理り大たい使しである。

　特とく別べつ管かん理り大たい使しとは、精せい霊れいたちのトラブルシューター的てきなことを仕し事ごとにする人ひとだ。

　おじいちゃんが日にっ本ぽんの大たい使しをやっていたため、亡なくなった今いまは、杏あん樹じゅとおにいちゃんの光こう哉やが、その後あとを継ついでいる。

　その証あかしが、大たい使しにのみ与あたえられる金きん色いろに光ひかる十じゅう字じ架かの紋もん──今いま、杏あん樹じゅの右みぎ手ての甲こうで光ひかっているものである。

　能のう力りょくを使つかったり、危き険けんを察さっ知ちしたときに光ひかりかがやく、聖せいなる光ひかり。

　ずっと誇ほこらしく思おもっていたけれど、今日きょうばかりはちがう。

　これさえ光ひかっていなければ、シルフの言いったとおり、どうにでも言いい訳わけできたんじゃないかとすら思おもう。

「大たい使し、か……」

　力ちからなくつぶやくと、杏あん樹じゅはそっと写しゃ真しんに触ふれた。

　涙なみだはとめどなく、杏あん樹じゅの頬ほおを流ながれていく。

「私わたし、どうしたらいいの……」

　モルガンとレモナが写うつっている写しゃ真しんを抱だきしめ、杏あん樹じゅは再ふたたび、床ゆかにすわり込こんでしまった。

（助たすけて……だれか……どうしたらいいのか、教おしえて……）




「こ、光こう哉やさま!?」

　扉とびらのむこう──杏あん樹じゅのおにいちゃんである光こう哉やが、力ちからなく階かい段だんをあがってくるのを見みて、ヴァルがたじろいだ。

　それもそのはず。

　杏あん樹じゅと同おなじ、栗くり毛げ色いろの髪かみと蒼あおい瞳ひとみを持もったととのった顔かお立だち、スラリと伸のびた手て足あし。自じ信しんマンマンで覇は気きがあった光こう哉やが、今いまは見みる影かげすらない。

　ヴァルがおどろくのも、当とう然ぜんのことだ。

「光こう哉やさま……」

　なにか話はなしかけようとしたヴァルだが、言こと葉ばがつづかない。

「こ、光こう哉やさま？」

　ヴァルに返へん事じもせず、ただいまの挨あい拶さつもなく、光こう哉やはしずかに、自じ室しつの扉とびらを閉しめた。

　ただならぬ雰ふん囲い気きに、ヴァルの顔かおから血ちの気けが引ひいていく。

「まさか、光こう哉やさまも……？」

　あえぐようにつぶやいたヴァルに、シルフが首くびをふった。

「光こう哉やは、能のう力りょくを使つかってないよ。九く頭ず竜りゅうは杏あん樹じゅと陰おん陽みょう師じで、説せっ得とくしたんだし」

「では、なぜ？」

「ボク、知しらない」

　そう言いって、シルフは肩かたをすくめた。

「これってさ、まずいよね？」

　今いまにもたおれそうなヴァルが、青あおざめた顔かおをしかめる。

「……シルフに言いわれなくても、わかっています。どうにかしないといけませんね」

「どうにかって？」

「モルガンに相そう談だんか……もしくは、私わたしたちでお二人ふたりの覇は気きをあげるとか」

「無む理りでしょ。こうなったら、自じ分ぶんたちで立たち上あがってもらわないと」

「そ、そうですよね……はぁ……」

　深ふかいため息いきとともに、ヴァルが頭かぶりをふった。

「彼かれらに、気きづかれないといいのですが」




　シルフとヴァルが心しん配ぱいしている一いっ方ぽう──光こう哉やは自じ室しつのベッドの上うえで、呆ぼう然ぜんとしていた。

「オレ、なんてことしたんだ……」

　頭あたまの中なかで、昼ひる間まの嵐あらしが去さったときのことがフラッシュバックされる。

　自じ分ぶんを呼よんだ声こえ──それはヴィリだ。

　数すうヶか月げつ、何なん度ども聞きいてきた声こえ。聞ききまちがえるはずがない。

　光こう哉やを慕したい、人にん間げん界かいで生せい活かつをしていた嵐あらしの精せい霊れいヴィリ。

　人にん間げんの──異い性せいである男だん性せいの生せい気きを吸すわなければ消きえてしまう運うん命めいにあるのに、人にん間げん界かいに来きてから、一いち度ども吸すわなかったヴィリ。

「オレは、どうすりゃよかったんだよ……」
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　ヴィリに生せい気きを吸すわれた人にん間げんは、植しょく物ぶつ状じょう態たい同どう然ぜんになってしまう。

　それをさけるために、光こう哉やは自みずからの生せい気きをさし出だすことにしたのだ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアと人にん間げんの混こん血けつである光こう哉やは、生せい気きを吸すわれても、植しょく物ぶつ状じょう態たい同どう然ぜんにはならない。

　少すこしの間あいだ、貧ひん血けつのようなフラフラとした状じょう態たいになるだけだ。

　だから、それで丸まるくおさまったはず。

　なのに、ヴィリは一いち度ども吸すわなかった。

　吸すおうともしなかった。

　どれくらいの間あいだ、生せい気きを吸すわなくても生いきていけるのか知しらなかった光こう哉やは、ヴィリをそのままにしていたのだ。

　なぜか。

　多た分ぶん、それは自じ分ぶんの夢ゆめのためだ。

　だれもが知しっている、芸げい能のう人じんになるため──

　生せい気きを吸すわれて、夢ゆめのためのレッスンや仕し事ごとができなくなることが怖こわかった。

「くそっ……」

　無む理りしてでも、こっちから生せい気きを渡わたせばよかったと後こう悔かいする。

　だれが光こう哉やを責せめるわけでもないのだけど、光こう哉や自じ身しんが自じ分ぶんを許ゆるせなかった。

（一いち番ばん、そばにいたのに……）

「なんで、気きづいてやれなかったんだ……」

　ツーッと、涙なみだがこぼれてくる。

「ヴィリを犠ぎ牲せいにしてまで、叶かなえる必ひつ要ようがあんのかよ……」







　　　　３　思おもい出での場ば所しょ




　翌よく日じつ──はれぼったい目めをこすり、杏あん樹じゅは起おきあがった。

「あれ……？」

　暗くらくなった部へ屋やで、床ゆかにすわり込こんだまま、泣なきつづけていたところまでは、ちゃんと覚おぼえている。

　だけど今いまは、ベッドの上うえ。

　それも、ちゃんと布ふ団とんをかけていた。

　さすがに、制せい服ふくのままだったけれど。

（もしかして……）

　ズキズキと痛いたむ頭あたまをおさえ、杏あん樹じゅは部へ屋やの中なかを見みまわした。

　机つくえの上うえに、なにかが置おいてあるのが目めに入はいる。

「…………」

　ゆっくりとベッドから降おりると、そこには──シフォンケーキが置おかれていた。

　ヴァルが書かいたのだろう、

『これでもたべてげんきをだしてください』

　と、ふらふらした文も字じのメモが添そえてある。

　杏あん樹じゅが元げん気きがないときや、落おちこんでいるときには、必かならずおじいちゃんがシフォンケーキを作つくってくれた。

　杏あん樹じゅが吸ヴァ血ンパ鬼イアだとわかったときも、そうだ。

「ヴァル……」

　今いまにも泣なきそうな顔かおで、杏あん樹じゅはシフォンケーキを見みつめた。

　ヴァルの優やさしさが、心こころにしみる。

　だけど、食しょく欲よくがない。

　食たべる気き力りょくもわかない。

　こればっかりは、どうしようもなかった。

　そのときだ。

「杏あん樹じゅさま……？」

　小ちいさな声こえで、ヴァルが杏あん樹じゅを呼よぶ。

「起おきていらっしゃいますか？」

「…………」

　返へん事じをしようかどうか迷まよったけれど、杏あん樹じゅは消きえ入いりそうな声こえで返へん事じをした。

「……起おきてるよ」

「よかった。おはようございます」

　扉とびらごしでも、ヴァルが安あん堵どしているのがわかる。

「……うん」

　曖あい昧まいに返へん事じをしながら、杏あん樹じゅは扉とびらへと歩あるいていく。

　ひどい顔かおだけれど、このまま閉とじこもるわけにもいかないと思おもったからだ。

　が──

「あの、お客きゃくさまがいらっしゃってます」

「…………！」

　杏あん樹じゅの足あしが止とまる。

（だ、だれ？）

　あわてて時と計けいを見みあげる。

　時じ刻こくはお昼ひるすぎ。

　こんなに寝ねていたのかというおどろきよりも、昨日きのう、あんなことがあったのに杏あん樹じゅをたずねてくる人ひとがいるということに、心しん拍ぱく数すうが上あがっていく。

（まさか……里さと美み？）

　杏あん樹じゅは、首くびもとをギュッと握にぎりしめた。

（どうすればいい？　どんな顔かおして会あえばいいの!?）

　パニックにおちいりそうな杏あん樹じゅに、ヴァルが言こと葉ばをつづける。

「安あ倍べの陰おん陽みょう師じさまですが……どういたしましょうか？」

「へ？　安あ倍べくん？」

（なんで？）

　意い外がいな人じん物ぶつに、目めを見みひらく杏あん樹じゅ。

　安あ倍べ春はる人とは、杏あん樹じゅのクラスメイトのひとりだ。

　でも、ただのクラスメイトではない。

　杏あん樹じゅが、ヴァンパイア大たい使しだということを知しっている、ゆいいつの友ともだちだ。

　春はる人との家か系けいは陰おん陽みょう師じで、ある事じ件けんをきっかけに、お互たがいの正しょう体たいを知しってしまったのである。

　衝しょう突とつした時じ期きもあったけれど、今いまでは助たすけ合あう仲なかになっていて、問もん題だいの九く頭ず竜りゅうの事じ件けんでも、力ちからを貸かしてもらった。

「どうして……」

　つぶやく杏あん樹じゅに、ヴァルがきっぱりと言いいはなつ。

「やはり、こんな状じょう況きょうですし、帰かえっていただきましょう」

「……ちょっと、待まって」

　杏あん樹じゅはあわてて、窓まどに駆かけよった。

　足あしがふらつき、窓まどガラスにいきおいよくぶつかってしまう。

「っ！」

　その音おとに気きづいたのか、玄げん関かんの前まえに立たっていた春はる人とが顔かおをあげた。

　小こ麦むぎ色いろの肌はだをした、短たん髪ぱつの男おとこの子こ。

　切きれ長ながの目めが、杏あん樹じゅを視し界かいにとらえる。

　ちょっと困こまったような顔かおをしてから、春はる人とは小ちいさく手てをあげた。

「…………」

　杏あん樹じゅの目めに涙なみだが浮うかぶ。

　昨日きのう、里さと美みたちに正しょう体たいがバレたと気きづいてから、春はる人とはずっと、杏あん樹じゅを気きづかってくれた。

　走はしる気き力りょくさえなかったリレーも、春はる人とは応おう援えんしてくれた。

　昨日きのうのことがありありと思おもい出だされて、杏あん樹じゅの頬ほおが再ふたたびぬれていく。

「！」

　春はる人とが杏あん樹じゅの様よう子すを見みて、なにやらしゃべりはじめた。

　ガラス越ごしなので、本ほん来らいなら届とどくはずのない声こえ。

　だけど、杏あん樹じゅの吸ヴァ血ンパ鬼イアの能のう力りょく──するどくなった聴ちょう力りょくが、春はる人との声こえをひろう。

「話はなしがあるんだ。おりてこれるか？」

（話はなし……）

　杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　今いまは、なにも聞ききたくない。

「ヴァルやシルフには、聞きかれたくない。ちょっと外そとに出でようぜ」

　それを聞ききつけたシルフが、リビングの窓まどから外そとへ飛とびだしてきた。

「どういうこと？　ボクに聞きかれたくないって、杏あん樹じゅになにする気きだよ」

「うるせーな。なにもしねーって」

「わかった！　弱よわってる杏あん樹じゅを祓はらう気きだな！」

「アホか！」

「じゃあ、なんだよ！」

「そう、ギャイギャイ言いわれるのがいやだから、出でてこれるかって言いったんだよ」

　そう言いわれて、シルフが春はる人とをにらみ付つけた。

「ボクは、杏あん樹じゅの一いち番ばん近ちかくにいる精せい霊れいなんだ。杏あん樹じゅのことを守まもろうとするのは、当とう然ぜんなんだよ！」

　いつになく、シルフが熱あつくなっている。
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「陰おん陽みょう師じは帰かえれ！」

　そう言いうと、シルフは両りょう手てを春はる人とにむけた。

（シルフ！）

　杏あん樹じゅが思おもわず、身みを乗のり出だした。




　ガンッ！




　と音おとがして、おでこが窓まどガラスにぶつかった。

「～～～～っ！」

　あまりの痛いたさに、めまいがする。

「杏あん樹じゅさま、大だい丈じょう夫ぶですか！　今いま、部へ屋やの中なかから音おとが！」

「……へ、平へい気き」

　ヴァルに答こたえて、杏あん樹じゅは窓まどの下したで起おこっていることを見みつめる。

「あのな……」

　あきれたように、春はる人とは肩かたをすくめた。

「一いち番ばん近ちかくにいるからって、今いまの高たか野のをどうにかできるのか？　そうじゃないだろ」

「ぐぐ……」

「危き害がいをくわえるつもりはないし、オレだって──」

　と、そこで言こと葉ばをきった。

　心こころなしか、頬ほおが赤あかくなっているようにも見みえる。

　太たい陽ようのせいかもしれないけれど。

「あー、もう！　高たか野の、聞きこえてんだろ？　早はやくおりてこいって」

　じだんだを踏ふむように、春はる人とが杏あん樹じゅを見みあげた。

「…………」

　たしかに、このままじゃいけない。

　そんなことは、だれに言いわれなくても、充じゅう分ぶんわかってる。

　杏あん樹じゅは、カーテンをギュッと握にぎりしめた。

（そう……このままじゃ、いけないんだ……）




　急いそいで着き替がえた杏あん樹じゅは、春はる人との後あとについて通とおりを歩あるいていく。

　前まえを歩あるく春はる人とは、

「ちょっといいか？」

　と言いったきり、なにも言いってこない。

　あまりにひどい顔かおに、おどろいているのかもしれない。

　うつむいたまま、杏あん樹じゅはため息いきしか出でてこなかった。

　行いき交かう人ひとたちと、目めを合あわせるのが怖こわい。

（なんで、来きちゃったんだろう……）

　杏あん樹じゅが後こう悔かいしそうになったとき、春はる人とが口くちをひらく。

「ここ」

　そう言いった春はる人との先さきには、公こう園えんがあった。

　杏あん樹じゅが思おもいなやんでいたとき、春はる人とが杏あん樹じゅの話はなしを聞きいてくれた、あの公こう園えんだ。

　丹たん精せいに手て入いれされた小ちいさな公こう園えんには、人ひとは見み当あたらなかった。

「こいよ」

　春はる人とはベンチに腰こしかけると、杏あん樹じゅを手てまねいた。

　だけど、杏あん樹じゅの足あしは動うごかない。

　入いり口ぐちで、立たちつくしたままだ。

「はぁ……」

　大おおきく息いきを吐はくと、明あかるい声こえで杏あん樹じゅに言こと葉ばを投なげかけた。

「ふりかえ休きゅう日じつだけど、生せい徒とのほとんどは駅えきの周しゅう辺へんで遊あそんでるよ。だれかに見みられる心しん配ぱいはないから、大だい丈じょう夫ぶだって」

「……そういうんじゃないの」

　なんとか声こえをふりしぼって、杏あん樹じゅはおずおずと顔かおを上あげた。

　まっ赤かに充じゅう血けつした目めが、痛いた々いたしい。

「いいから、ほら」

　杏あん樹じゅの手てを取とると、春はる人とはベンチに座すわらせる。

「よし」

　杏あん樹じゅがちゃんと座すわったのを見みて、春はる人とは公こう園えんを見みまわした。

「ここ、覚おぼえてるか？」

「……うん」

「あのときも、高たか野の、こんな感かんじだったよな」

「…………」

「目めぇはらしてさ」

「……！　そんなこと、言いわなくても！」

　杏あん樹じゅが顔かおを上あげる。

　目めの前まえに立たっていた春はる人との口くち元もとが、うれしそうにゆるんだ。

「やっと、顔かお見みてくれた」

「あ……」

　キョドキョドして、杏あん樹じゅは再ふたたび、うつむいてしまう。

　困こまったように頭あたまをかく春はる人とが、そっと杏あん樹じゅの横よこにすわった。

　ふんわりと香かおる白びゃく檀だんのニオイが、杏あん樹じゅの強こわばっていた体からだをほぐしていく。

「これ……」

　杏あん樹じゅが口くちをひらく。

「安あ倍べくんのニオイ……」

「え？　オレ、におう？」

　あわてて、春はる人とは服ふくをかいだ。

「おじいちゃんがくれた、お香こうのニオイと同おなじ……」

「あぁ……白びゃく檀だんか。魔ま除よけの効こう果かがあるとかで、修しゅう練れん場じょうで焚たいてるんだ」

「そうなんだ……」

「おかげで、葛くず葉は神じん社じゃに来くる妖よう怪かいたちは、文もん句くばっかだけどな。くさいって」

「ははっ」

　そんな杏あん樹じゅの顔かおを見みて、春はる人とは笑えみを浮うかべた。

「よかった。思おもったより、元げん気きそうだ」

「……元げん気きそうに見みえる？」

　横よこにすわっている春はる人との顔かおを、チラリと見みやる。

　そんな視し線せんを受うけて、春はる人とが安あん心しんしたようにうなずいた。

「思おもったよりは。ま、グダグダでも連つれ出だすつもりだったけど」

　照てれたようにはにかんで、春はる人とは杏あん樹じゅにむきなおる。

「こんなタイミングで言いうべきじゃないと思おもうけど……オレ、高たか野のに言いわなきゃいけないことがあるんだ」

　まっすぐに杏あん樹じゅを見みつめる視し線せんに、杏あん樹じゅは体からだをひいた。

　いぶかしげに、春はる人とを見みる。

「そんな怖こわい顔かおすんなよ」

「……話はなしって、なに？」

　学がっ校こうの──里さと美みや百ゆ合りの話はなしだったら、聞ききたくない。

　大たい使しの仕し事ごとのことも、今いまは考かんがえたくない。

　身みがまえる杏あん樹じゅを見みて、春はる人とは困こまったように口くちをひらく。

「オレ──」







　　　　４　遠とお回まわしな告こく白はく




　オレと言いったきり、春はる人との言こと葉ばはつづかなかった。

　うーん、と考かんがえている春はる人とに、杏あん樹じゅはしかたなく声こえをかけた。

「あの……帰かえっていい？」

「いや、ちょっと待まて！　言いう、言いうから！」

　手てで制せい止しすると、春はる人とはコホンと咳せきをする。

「あの……あのさ、オレ」

「……？」

「オレ、高たか野ののこと、ずっと見みてた」

「……は？」

　キョトンとする杏あん樹じゅを前まえに、春はる人とはふぅっと息いきを吐はく。

「高たか野のが大たい使しとして動うごいてんの、ずっと見みてた」

「……陰おん陽みょう師じだったから？」

「そう。最さい初しょは祓はらってやろうと思おもってたし、高たか野のが一いっ生しょう懸けん命めいやってんの見みて、悔くやしくなったりしたこともあったし」

「祓はらう？　私わたしを？」

　目めをパチクリさせる杏あん樹じゅは、春はる人との言こと葉ばにおどろきをかくせなかった。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアだと思おもってたんだ。いや、今いまも吸ヴァ血ンパ鬼イアなんだけどさ……純じゅん血けつのだと思おもってた。だから、祓はらってやるって」

「…………」

　吸ヴァ血ンパ鬼イアなのは、一いち番ばんよくわかってる。

　そのせいで、こんなことになってるんだから、何なん度ども言いわなくていいのに。

「だけどさ、見みてて思おもったんだ。こいつ、まちがってないなって」

　時とき折おり、杏あん樹じゅの様よう子すをうかがうようにしながら、春はる人とは言こと葉ばをつづける。

「自じ分ぶんのことより、精せい霊れいや他ほかの人ひとたちが優ゆう先せんなんだなって。そう気きづいたときに、オレ……自じ分ぶんが情なさけなくなった。父とうちゃんや母かあちゃんの復ふく讐しゅうのために、陰おん陽みょう師じになったこと……恥はずかしくなった」

「……そんな。私わたしだって、安あ倍べくんと同おなじようなものだよ……」

（だって……）

　おじいちゃんが大たい使しだったから、受うけ継ついだだけだし。

　大たい使しに──ここに至いたるまでの気き持もちは色いろ々いろあったけれど、元もとはひとつ。大たい使しの跡あと継つぎだったから。

　ただそれだけだ。

「光こう哉や先せん輩ぱいのこと、ヴァルやシルフから聞きいたか？」

　突とつ然ぜん、話はなしが変かわって、杏あん樹じゅは身みを乗のり出だした。

　光こう哉やの元げん気きがないのは、扉とびらごしに聞きこえてきた。

　だけど、自じ分ぶんもそれどころではなく、光こう哉やがどうしたのか知しらずにいた。

「ううん。なにがあったの？」

「ヴィリが消きえたの、自じ分ぶんのせいだと思おもってるらしい」

「そんなっ！」

「ちがうんだけどな。多た分ぶん、光こう哉や先せん輩ぱいは自じ分ぶんを責せめてる」

「だって、そんな……おにいちゃんのせいじゃない。あれだって、私わたしが──」

　杏あん樹じゅは、言こと葉ばをきった。

　ヴィリが限げん界かいなのを知しっていたのは、杏あん樹じゅだけだ。

　それを知しっていたのに──ヴィリが望のぞまなかったとしても、なにもしてこなかったのは杏あん樹じゅだ。

「高たか野ののせいでもないよ。そういう運うん命めいだったんだ」

「運うん命めいなんて変かえられる！　私わたしが、おにいちゃんに言いってれば……」

「言いってれば？　ヴィリは、生せい気きを吸すったのか？」

「…………」

　春はる人とに聞きかれ、杏あん樹じゅは押おしだまってしまった。

　答こたえはわかっている。

　ヴィリは絶ぜっ対たい、吸すわない。

「だから、だれのせいでもない。だけど、光こう哉や先せん輩ぱいはそれで苦くるしんでる。そんな光こう哉や先せん輩ぱいを立たちなおらせるのは、だれだ？」

「……？」

　思おもい当あたらない。

　というか、完かん璧ぺき主しゅ義ぎでオレ様さまの光こう哉やが、だれかを頼たよるというのが信しんじられない。

　こんな状じょう況きょうでも、自じ分ぶんで立たちなおれるんじゃないかとすら思おもえてくる。

「しっかりしろよ！　おまえなんだよ、高たか野の。ヴィリの全すべてを知しってるおまえじゃないと、光こう哉や先せん輩ぱいは立たち上あがれない」

「私わたし……？」

「そうだ。高たか野のがしっかりしなきゃ、ダメなんだって」

「……だって……私わたし……」

　杏あん樹じゅは、唇くちびるをかみしめた。

（私わたしだって、大たい変へんなのに……）

　そうなのだ。

　杏あん樹じゅは杏あん樹じゅで、大たい変へんな最さ中なかにある。

　こんな状じょう態たいで、だれかを助たすけるなんて無む理りだ。

　大たい使しの仕し事ごとはもちろんのこと、おにいちゃんを支ささえるということさえ──今いまの杏あん樹じゅにはできない。

「今いま、悪わるいやつが来きたら、どうすんだよ。大たい使したちがそんなんじゃ、あっという間まにやられるぞ」

「……そんな……私わたしだって……」

　じんわりと、視し界かいがにじんでくる。

　自じ分ぶんの気き持もちを押おしころしてまで、やらなければならないことなのか。

　大たい使しとしての心こころが、ポキリと折おれそうだった。

「おい、高たか野のってば……」

　春はる人とが、杏あん樹じゅの肩かたをゆさぶった。

「触さわらないで！」

　春はる人との手てを払はらいのけると、杏あん樹じゅが嗚お咽えつをこらえて、春はる人とを見みつめた。

「わ、私わたしだって……大たい変へんなんだから」

「……高たか野の」

「安あ倍べくんだって……知しってるはずなのに……わかってくれてると思おもってたのに……なんで、そんなこと言いうの……」

　大おお粒つぶの涙なみだが、ひとつ、またひとつと、ベンチに落おちていく。

「大たい使しも大だい事じかもしれない。だけど、私わたしは……友ともだちも大だい事じなの……どっちかなんて、選えらべないよ……」
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「わかってる」

　杏あん樹じゅを見みる春はる人との目めは、温あたたかかった。

「わかってるよ」

「だったら、なんで？　悪わるいやつらがって言いうなら、安あ倍べくんが祓はらえばいいじゃない！」

「いいのか？　それで」

　春はる人とは、杏あん樹じゅから視し線せんをそらさない。

「高たか野のが……大たい使しがいいっていうなら、オレは前まえのやり方かたでいくよ。来くるやつ全ぜん部ぶ、祓はらってやる。でも、それじゃ、高たか野のはイヤなんだろ？」

「…………」

　返かえす言こと葉ばがなかった。

　精せい霊れいは話はなせばわかる、と春はる人とを説せっ得とくしたのは杏あん樹じゅだ。

　自じ分ぶんの、今いまの気き持もちをぶつける場ば所しょがどこにもなくて、杏あん樹じゅは声こえをあげて泣なきはじめた。

「じゃあ、私わたしはどうしたらいいのよぉ……」

「ちょっ……高たか野の……」

　号ごう泣きゅうする杏あん樹じゅを前まえに、春はる人とはたじろいだ。

　ワタワタと、ズボンのポケットからハンカチをとり出だし、それを杏あん樹じゅに差さしだそうとするが──

「やべっ。クシャクシャだ……」

　あわてて、手てで伸のばしながら、シワのついたハンカチを杏あん樹じゅに差さしだした。

「アイロンかけてないけど、これ……」

　ひっく、と鼻はなを鳴ならし、杏あん樹じゅはおずおずとそれを受うけとる。

「……あり、がと……」

　ハンカチを使つかいはじめた杏あん樹じゅを見みて、春はる人とはホッと胸むねをなでおろした。

「高たか野のが友ともだちを大だい事じにしてるのは、クラスメイトとの接せっし方かたでわかる。だから、忘わすれ薬ぐすりを使つかうんだ」

「でも……それじゃ……」

「高たか野の、おまえもだ」

「！」

　涙なみだをぬぐう手てが止とまる。

「私わたし……も？」

「そう。全すべてを忘わすれて、日にっ本ぽんの大たい使しはオレに任まかせろ。陰おん陽みょう師じがダメだって規き約やくはないはずだ」

「そ、そうだけど……」

（全すべてを忘わすれる？　……吸ヴァ血ンパ鬼イアになったことも、全ぜん部ぶ？）

　頭あたまの奥おくが、ジンと熱あつくなる。

　今いままで出で会あってきた精せい霊れいたちのことを、全すべて忘わすれるということが想そう像ぞうできなかった。

　なにより──おじいちゃんの正しょう体たいがわからなくなることや、シルフやヴァルのことを忘わすれてしまうということが、杏あん樹じゅには受うけ入いれられない。

「ダメだよ、そんな！」

「じゃあ、どうすんだよ」

「……わかんない」

　杏あん樹じゅはうつむいた。

　杏あん樹じゅが望のぞむ結けつ末まつはもう、どこにもない。

　どこかで妥だ協きょうしなきゃ、どこにも進すすめない。

　わかっているけど、わかりたくなかった。

「高たか野の……」

　杏あん樹じゅの涙なみだでぬれた手てを、春はる人とがそっと握にぎりしめる。

　人ひとの体たい温おんが、心地ここちよかった。

　ささくれていた心こころが、じんわりと温あたたかくなっていく。

「ひとりじゃダメなら、オレが一いっ緒しょにがんばるから。高たか野のが大たい使しをやめたいなら、オレが代かわりに日にっ本ぽんを守まもるから」

　春はる人との手てが、かすかに震ふるえていた。

「……安あ倍べくん？」

「オレはさ……オレはいつだって、高たか野のの、一いち番ばんの味み方かたでいたいんだよ」







　　　　５　立たち上あがれ！




　春はる人との、まっすぐで真しん剣けんな瞳ひとみに見みつめられ、杏あん樹じゅは言こと葉ばをつまらせた。

　目めをそらすことも、返へん事じをすることもできない。

「重おもたい……よな」

　つと、春はる人とが目めをふせた。

　それを見みた杏あん樹じゅが、曖あい昧まいにうなずく。

「たしかに、重おもたいね……」

「だ、だよな。ごめんっ！」

　春はる人とがあわてて、杏あん樹じゅの手てをはなした。

「こんなときに、言いうことじゃなかった」

「そんなことないよ」

　杏あん樹じゅは、視し線せんをおろしたまま、つぶやくように言いった。

「え？　だって、今いま、重おもたいって……」

「……こんなときだからこそ、言いってもらえてよかったよ」

　そう答こたえて、杏あん樹じゅは力ちからなく、それでも笑えみを浮うかべる。

「大たい使しの責せき任にんって、重おもい。ひとりじゃ、かかえられないくらい。だから、安あ倍べくんが──」

「ちょっと待まて」

「？」

「え……いや、そういう意い味みに取とったのか？」

　目めを見みひらく春はる人とを前まえに、杏あん樹じゅが首くびをかしげる。

「どういう意い味みで言いったの？」

「えーっと……」

　春はる人との頬ほおが、燃もえるように赤あかくなっていった。

「安あ倍べくん？」

「あ、まぁ……うん、そうだよな。うんうん」

　と、しきりにひとりで納なっ得とくしている。

「話はなし、ぶった切ぎってわりい。で、オレがなんだって？」

　早はや口くちで話はなしをうながすので、杏あん樹じゅはいぶかしげに思おもいながらも、言こと葉ばをつづける。

「安あ倍べくんが手て伝つだってくれるって言いうのは、正しょう直じき、助たすかるんだけど……やっぱり、それはなんかちがうと思おもうんだ」

「は？　なんでだよ」

「だって、大たい使しになるって決きめたのは自じ分ぶんだし、それを……正しょう体たいがバレたからやめますって、そんな軽かる々がるしく考かんがえちゃダメなんだと思おもうの」

　ゆっくりと、それでも自じ分ぶんの気き持もちを口くちにする杏あん樹じゅを見みて、春はる人とはじれったそうに体からだをゆする。

「じゃあ、どうすんだよ。忘わすれ薬ぐすりを、立たち花ばなと雨あま宮みやに使つかうのか？」

「規き約やくでは……そうしなきゃいけないんだよね……」

「規き約やくとかじゃなくてさ。高たか野のの気き持もちは、どうなんだよ」

「私わたしの気き持もちなんて、どうだっていいじゃない。使つかわなきゃいけないんだから……！」

　ヤケになった風ふうに言いいはなつ杏あん樹じゅに、春はる人とがつめ寄よった。

「だから、そういうんじゃなくって──」

　と、そのときだった。

　地じ響ひびきとともに、地じ面めんが大おおきくかしいだ。

「な、なに!?」

　あわてて立たちあがる杏あん樹じゅと春はる人とは、周しゅう囲いを見みまわす。

　遠とおくのほうから、人ひと々びとの悲ひ鳴めいが聞きこえてきた。

「じ、地じ震しん……？」

「ちがう！」

　杏あん樹じゅより先さきに、春はる人とが地じ面めんに映うつる影かげをとらえた。

「上うえだ！」

　春はる人とに言いわれて、杏あん樹じゅはすぐさま空そらを見みあげた。

　杏あん樹じゅと春はる人との目めが、これ以い上じょうないくらい見みひらかれる。

「なにあれ……」

　杏あん樹じゅは思おもわず絶ぜっ句くし、軽かるいめまいすら覚おぼえた。

　それもそうだ。

　雲くもの切きれ間まから、何なん十じゅうメートルもあるかと思おもわれる、ヘビのような長ながい体からだの怪かい物ぶつが見みえた。

　雲くもの中なかに消きえてしまったので、はっきりとは言いい切きれないが、あれはきっと──

「ワイヴァーン！」

　ドラゴンのような頭あたまを持もち、大おおきな口くちから炎ほのおを吐はく怪かい物ぶつである。

「なんで？」
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　前まえに一度ど、見みたことがあった。

　フランスにある、ＷＦＡの本ほん部ぶに行いったときのことだ。

「高たか野の、知しってるのか？」

「ワイヴァーン。ヨーロッパにいる怪かい物ぶつなんだけど……」

「なんで、ヨーロッパから？　あんなデカいのが、ＷＦＡにもバレずに、勝かっ手てに来こられるもんなのか？」

「……わかんない。前まえに見みたときは、ガーゴイルっていう悪あく魔まに連つれられて──もしかして！」

「心こころあたり、あんのか」

　春はる人とに聞きかれて、杏あん樹じゅはある一いっ点てんを見みつめながら考かんがえこんだ。

　フランスに行いったときのこと──失しつ意いのどん底ぞこにいた杏あん樹じゅに接せっ触しょくをはかってきたガーゴイル。

　そのガーゴイルは、なんと言いったか。

『自じ国こくドイツに戻もどれないボスは、あんたを欲ほしがっている』

『大たい使しがいない国くには、悪あく魔まの住すみ処かになりえる。手てを組くみ、ともに暮くらせる国くにを作つくろう』

　と。

（私わたしが、大たい使しとしてゆらいだせいで、なにかがおかしくなっちゃったの……？）

　杏あん樹じゅの顔かおは青あおざめ、呼こ吸きゅうが速はやくなっていく。

「おい、高たか野の！」

　春はる人とが肩かたをゆさぶった。

「なんか、心こころあたりがあるんだな？」

「…………」

　杏あん樹じゅは、ただただ首くびをふるばかり。

「だまってたら、この状じょう況きょうは悪あっ化かするぞ。言いえよ」

「……でも、だって……そんなことって……」

　瞳ひとみをうるませた杏あん樹じゅを見みて、春はる人とは唇くちびるをかんだ。

　杏あん樹じゅをこんなにも追おいつめてしまう理り由ゆうはなんなのか。

　自じ分ぶんには、言いってもらえないのか。

　杏あん樹じゅの──大たい使しの力ちからにすらなれないのか。

「高たか野の！」

　震ふるえはじめた杏あん樹じゅの体からだを、春はる人とが力ちからいっぱい抱だきしめた。

「！」

「頼たのむ……言いってくれよ」

「あ、安あ倍べくん……？」

「オレは、由ゆい緒しょ正ただしい血ち筋すじの陰おん陽みょう師じだぞ。今いままでずっと、妖よう怪かいたちと戦たたかってきたんだ。大たい使しの力ちからになれるはずだから」

「…………」

「ワイヴァーンは、人にん間げんに見みられてる。もう、大たい使しがどうとかって問もん題だいじゃない。だから、言いってくれよ。ひとりで、なんでもかかえ込こむなよ……」

　春はる人との心しん臓ぞうの音おとが、杏あん樹じゅに伝つたわる。

　あたたかい鼓こ動どうに、杏あん樹じゅはゆっくりと目めをつぶった。

　自じ分ぶんの殻からに閉とじこもって、悩なやみつづけるのは杏あん樹じゅの悪わるいクセだ。

　悩なやみつづけたところで、答こたえがでたことはなかったし、逆ぎゃくに、人ひとに言いってしまったほうが、うまくいくことが多おおかった。

　第だい一いち、今いまは──ウジウジ悩なやんでる場ば合あいではない。

　事じ態たいは、一いっ刻こくを争あらそうのだ。

　アレに、人ひとが対たい抗こうできるはずがない。

　戦たたかえるのは、精せい霊れいの力ちからを持もつ大たい使しや陰おん陽みょう師じだけだ。

（……そう、だよね）

　大おおきくひとつ深しん呼こ吸きゅうすると、杏あん樹じゅはゆっくりと春はる人とからはなれた。

「おどろかないでね。今いま、思おもい出だしたんだけど──」

　と、ガーゴイルに言いわれた言こと葉ばを、杏あん樹じゅは忌いま々いましそうに口くちにした。

「だから、もしかしたら……私わたしやおにいちゃんが、大たい使しとしてゆらいだから……」

「……そうか」

　春はる人とはそう言いったきり、口くちをつぐんだ。

　妙みょうな間まが空あいて、杏あん樹じゅはあえぐように空そらを見みあげた。

　ワイヴァーンの数かずは、徐じょ々じょに増ふえてきている。

　悠ゆう長ちょうに、こんなところにいるヒマはなさそうだった。

　地じ震しんだと騒さわいでる人ひとも、空そらに浮うかんでいる怪かい物ぶつのせいだと気きづくだろう。

「高たか野の」

　春はる人とに呼よばれ、杏あん樹じゅは視し線せんを戻もどす。

「いや、大たい使し……どうする？」

「どうするって……」

　グッと拳こぶしをにぎる。

　その拳こぶし──手ての甲こうが、警けい告こくを発はっするように金きん色いろに点てん滅めつしている。

　じんわりとではなく、くっきりと。

　全ぜん身しんの血ちが、大たい使しの紋もんが刻きざまれている右みぎ手ての甲こうに集あつまっていくのを、杏あん樹じゅは感かんじていた。

（……動うごくしかない！）

　他ほかの人ひとと一いっ緒しょに、逃にげまどうのは簡かん単たんだ。

　だけど、杏あん樹じゅは日にっ本ぽんの特とく別べつ管かん理り大たい使し──この状じょう況きょうで、やるべきことはひとつ。

「オレも動うごく。言いってくれよ」

「…………」

　今いま動うごいたら、正しょう体たいがバレるのは、里さと美みや百ゆ合りだけではすまないだろう。

　でも、そんなことよりも──この状じょう況きょうを放ほう置ちしていたら、もしかしたら、明日あしたというものすら、なくなってしまうかもしれないのだ。

「安あ倍べくん……」

「ん？」

　杏あん樹じゅは、まっすぐな瞳ひとみで春はる人とを見みつめた。

　蒼あおい瞳ひとみの奥おくが、一いっ瞬しゅん、かがやいたように見みえる。

「手てを貸かして。まずは、この状じょう況きょうをどうにかしなきゃ」

　そう言いった杏あん樹じゅを見みて、春はる人とはコクリとうなずいた。







　　　　６　失しつ意いのヴァンパイア




　窓まどの外そとで、建たて物ものが崩くずれる音おとがした。

　その衝しょう撃げきをうけて、家いえがグラグラとゆれる。

　百年ねん以い上じょう、ビクともしなかった高たか野の家けがゆれるということは、外そとでは相そう当とうなゆれに違ちがいない。

　かすかに、近きん所じょの人ひとの悲ひ鳴めいが聞きこえてきた。

　だけど、光こう哉やはベッドから起おきあがれずにいる。

　今いまは、なにもかもがどうでもよかった。

（オレ……）

　生せい気きのない目めで、天てん井じょうをじっと見みつめる。

（どうしたら、よかったんだ……）

　一ひと晩ばん中じゅう考かんがえても、答こたえは見みつからない。

　今いままで──大たい使しになる前まえも、なってからも、自じ分ぶんがまちがったことをしたとは思おもっていなかった。

　みんなが自じ分ぶんの言いうことに賛さん成せいしてくれたし、反はん対たい意い見けんもまとめて、全ぜん部ぶ聞きいてきたつもりだった。

　すべてが思おもい通どおりとは言いわないが、なんでもソツなくこなしてきたし、それが光こう哉やの自じ信しんとなっていた。

　でも、今いまはちがう。

　自じ分ぶんが提てい案あんしたことはまちがっていた。

　自じ分ぶんがしてきたことで──

「ヴィリが消きえた……」

　そうつぶやいて、光こう哉やは頭かぶりをふる。

「消きえたんじゃない……オレが、殺ころしたんだ……」

　後こう悔かいの念ねんが、おしよせる。

「大たい使しって、なんだよ……どうすりゃよかったんだよ……」

　何なん度ども何なん度ども、手て応ごたえのないマットを殴なぐりつける。

「オレは、杏あん樹じゅみたいに熱ねっ心しんになることもできない……じいちゃんみたいに立たち回まわることもできない……大たい使し失しっ格かくだ……」

　と、そのとき。

　階かい段だんを、駆かけあがってくる音おとが聞きこえた。

　その足あし音おとは、まっすぐ光こう哉やの部へ屋やにむかってくる。

（……くそ、ほっといてくれ……）

　光こう哉やは、外そとでなにが起おこっているのか知しろうともせず、タオルケットを頭あたまからかぶった。




「おにいちゃん、大たい変へんなの！」

　血けっ相そうを変かえた杏あん樹じゅは、一いっ心しん不ふ乱らんに光こう哉やの部へ屋やの扉とびらを叩たたいた。

「お願ねがい、出でてきて！」

「杏あん樹じゅさまっ！」

　今いままでリビングで電でん話わをしていたヴァルが、階かい段だんをのぼってくる。

「こちらの状じょう況きょうは、本ほん部ぶに伝つたえました。ですが──」

「ですが、なに？」

　杏あん樹じゅは、ヴァルにふり返かえった。

「あちら──ヨーロッパ、いや各かっ国こくで、悪あしき精せい霊れいたちが暴あばれているようです」

「各かっ国こく？」

　扉とびらを叩たたく杏あん樹じゅの手てが止とまった。

「日にっ本ぽんだけじゃないの？」

「モルガンが言いうには、メフィストフェレスが、全ぜん勢せい力りょくをあげて、立たちあがったのではないかと……最さい終しゅう的てきな狙ねらいは、日にっ本ぽんのようですが」

「そんな……」

　言こと葉ばがつづかなかった。

　メフィストフェレスは、前まえに一度ど、日にっ本ぽんに来きたことがある。

　有ゆう名めいな占うらない師しとして。

　占うらないの結けっ果かで、日にっ本ぽん各かく地ちはパニックを起おこし、杏あん樹じゅたちは恩おん赦しゃのようなものを受うけて、メフィストフェレスから日にっ本ぽんを守まもった経けい緯いがあった。

　そう。

　実じつ力りょくで、高こう等とう悪あく魔まのメフィストフェレスを撤てっ退たいさせたわけではない。

　杏あん樹じゅや光こう哉やの、大たい使しとしての気き持もちの強つよさで、追おいかえしただけなのだ。

「杏あん樹じゅさま……」

　ヴァルが、困こまったように杏あん樹じゅを見みた。

「まだ、なにかあるの……？」

「あの……モルガンが言いうには、霊れい力りょくの高たかい日にっ本ぽんだけは、なんとか死し守しゅしてくれ、と。メフィストフェレスの手てに渡わたったら、世せ界かいは滅ほろびると……」

「死し守しゅ……」

　文も字じ通どおりの意い味みだ。

　死しんでも守まもれ。

　世せ界かいのために。

　あまりの責せき任にんの重おもさに、杏あん樹じゅは消きえてしまいたくなる。

　杏あん樹じゅの青あおざめた顔かおを見みて、ヴァルが震ふるえる体からだをシャンとのばした。

「私わたしが出でます」

　いつもの人ひと型がたとちがい、銀ぎん色いろの髪かみの間あいだからは大おおきな耳みみ、そして後うしろには、ふさふさのしっぽが出でている。

　豊ほう穣じょうの神かみとしての狼おおかみ型がた、人にん間げん界かいで適てき応おうできる人ひと型がた、そして──その中ちゅう間かんの戦せん闘とう型がた。

　ヴァルが、杏あん樹じゅに笑えみを浮うかべた。

「大だい丈じょう夫ぶです。私わたしが代かわりに……」

「ヴァルが？」

「イーヴァルさまの──吸ヴァ血ンパ鬼イアの血ち筋すじを、絶たやすわけにはいきません。杏あん樹じゅさまは、ここに」

「なに言いってるのよ」

　怖こわい気き持もちをおさえつけ、杏あん樹じゅはヴァルを見みすえた。

「……私わたしたちがやらなきゃ、だれがみんなを守まもるの？」

「杏あん樹じゅさま……」

　ヴァルの目めが涙なみだぐむ。

「でも、お一人ひとりでは限げん界かいが……」

「私わたしひとりじゃない。安あ倍べくん……葛くず葉は神じん社じゃの陰おん陽みょう師じも、応おう戦せんしてくれるって言いってるし、それに──」

　そう言いって、杏あん樹じゅは再ふたたび扉とびらを叩たたいた。

「おにいちゃん、聞きこえたでしょう？　私わたしたちがやらなきゃ、みんないなくなっちゃうんだよ！」

　だけど、部へ屋やからは物もの音おとひとつしなかった。

　あまりの反はん応のうのなさに、杏あん樹じゅはグッとドアノブをつかむ。

　ドアノブは回まわらない。

　鍵かぎがかかっているのだ。

「おにいちゃん、こんなときに、いい加か減げんにしてよ！　私わたしたち、大たい使しなんだよ？」

　杏あん樹じゅは、叩たたくことしかできなかった。

（こんなとき……）

　杏あん樹じゅのお母かあさんや、光こう哉や、そしてハトコのレモナが持もっている、怪かい力りきの能のう力りょくがあればいいのに、と歯はがみしてしまう。

「……おにいちゃん」

　叩たたきすぎてまっ赤かになった手てをおさえ、杏あん樹じゅはずるずると、扉とびらの前まえにすわり込こんだ。

「私わたしだって、怖こわいんだよ……まちがってるかもしれないって、不ふ安あんばっかりなんだよ……」

　杏あん樹じゅの目めから、涙なみだがこぼれる。

「こんな状じょう況きょうでも、私わたし……みんなに正しょう体たいがバレることをおそれてる……だれかがやってくれればいいなって……」

　大おお粒つぶの涙なみだが、漆しっ喰くいの床ゆかにしみこんでいく。

「おにいちゃん、私わたし……おにいちゃんと一いっ緒しょだから、今いままで、がんばってこられたんだよ？　おにいちゃんが、そんなんじゃ……私わたし、どうしたらいいの……」

　涙なみだと一いっ緒しょに、ポロポロと弱よわ音ねがこぼれてくる。

「こわいよ……一いっ緒しょに戦たたかってよ……」

　ドン、と力ちからなく扉とびらを叩たたく。

　それでも返へん事じはない。

　衣きぬずれの音おとすら聞きこえない。

　いつもの「よし、いくか」という言こと葉ばは、聞きけそうになかった。

「ちょっと待まってください！」

　泣なきくずれる杏あん樹じゅの背はい後ごから、ヴァルの声こえが響ひびいた。

「ちょっと、あなたたち！　だまって、入はいってくるなんて！」

「……あ、あなたは」

　顔かおを上あげた杏あん樹じゅの目めに、見み覚おぼえのある妖よう怪かいがうつった。

「狼おおかみは、連つれて行いけ」

　そう言いったのは、険けわしい顔かおをしたぬらりひょんだった。

「なっ……」

　ヴァルが口くちをパクパクさせながら、次つぎから次つぎへと家いえに入はいってくる妖よう怪かいたちに、連つれ去さられていく。

「杏あん樹じゅさまああああああっ！」

　もみくちゃになりながら、ヴァルが必ひっ死しに杏あん樹じゅを呼よぶ。

　だけど、その悲ひ痛つうな叫さけびは、ドンドン小ちいさくなっていった。

「今いまの言こと葉ば、本ほん気きですかな」

　杏あん樹じゅを見みおろすぬらりひょんの顔かおは、今いままでに見みたこともない殺さっ気きを帯おびていた。







　　　　７　決けつ別べつ




「あの……」

　あまりの殺さっ気きにおされ気ぎ味みになりながら、杏あん樹じゅは、ゆっくりと立たち上あがった。

「なんで、ここに……？」

「愚ぐ問もんですな」

　あきれたように言いうと、ぬらりひょんは杏あん樹じゅにつめよった。

「先さきほどの質しつ問もんに、答こたえていただきたい。だれかがやってくれればいい、と。これは、本ほん気きで言いっていたのですか？」

「あの、その……」

　ウソではない。

　だけど、それが言いえない。

　言いってしまったら最さい後ご、もう二に度どと妖よう怪かいたちとはわかり合あえない気きがしたから。

（どうしよう……）

　廊ろう下かを、階かい段だんを埋うめ尽つくすようにして押おしかけた妖よう怪かいたちは、みんな杏あん樹じゅの言こと葉ばを待まっている。

　黙だまりこくっている杏あん樹じゅに、ぬらりひょんが口くちを開ひらく。

「このたびの襲しゅう撃げき……理り由ゆうがわかりましたぞ。それは、あなたたちが大たい使しとしてゆらいだせいじゃ」

「それは……」

　思おもわず、うつむいてしまう。

　返かえす言こと葉ばが見みつからない。

　自じ分ぶんで気き付づいていても、他ほかの人ひとから言いわれるのはショックだ。

「国くにを守まもる、大たい使しの結けっ界かいができないのは、年ねん齢れい的てきなものもありましょう。しかし、大たい使しの加か護ごですら、昨さく晩ばん消きえてしまったのは、どういうことですじゃ！」

「加か護ご？」

「大たい使しが国くににいるというだけで得えられる、破は邪じゃの力ちからですぞ。そんなことも知しらないと？」

（…………）

　杏あん樹じゅは、ぬらりひょんを見みすえた。

　この場ばで取とりつくろうのは、いけないと気きづいたからだ。

「ごめんなさい……わ、私わたし……」

「あなたが大たい使しをやるには、事じ実じつを知しらなさすぎた。なにも知しらぬ大たい使しに、日にっ本ぽんは守まもれん」

「？」

　ぬらりひょんの言こと葉ばに、杏あん樹じゅはけげんな顔かおをした。

（事じ実じつって……なに？）

　とうてい聞きけるような雰ふん囲い気きではなかったけれど、ここでひいてはいけないと感かんじ、杏あん樹じゅは口くちをひらいた。

「事じ実じつって、なんですか？」

　妖よう怪かいたちから嘲ちょう笑しょうが起おこるが、杏あん樹じゅはすがるように、ぬらりひょんに言こと葉ばをつづける。

「教おしえていただけないでしょうか？」

「……ふむ」

　どうしようか思し案あんしているぬらりひょんに、武ぶ闘とう派はのカマイタチや雷らい獣じゅう、鬼おにたちが声こえをあらげる。

「そんな小こ娘むすめに教おしえるこたあねぇ！」

「そうだ、そうだ」

「人にん間げんふぜいに言いう必ひつ要ようはないぞ」

　敵てき意いをあらわにする妖よう怪かいたちに、杏あん樹じゅは体からだをこわばらせた。

　味み方かただったはずだ。

　友ゆう好こう的てきな関かん係けいを、きずいてきたはずだ。

　それなのに──今いまは、妖よう怪かいたちが怖こわい。

　カマイタチが、のっそりと杏あん樹じゅに近ちかづいてくる。

「小こ娘むすめめ……オレらの気き持もちを裏うら切ぎりやがって！」

　ヒュンッと音おとがしたと思おもったら、杏あん樹じゅの首くびもとにカマイタチの刃はがあてられた。

「……っ！」

　ガタガタと体からだが震ふるえだす。

　今いま、うつむいてしまったら、首くびが切きれる。

　恐きょう怖ふで思し考こう回かい路ろが途と切ぎれそうになる。

「やめなさいよっ！」

　そのとき。

　杏あん樹じゅをかばうように、猫ねこまたが飛とびだす。

「今いままでだって仲なか良よくやってきたじゃない。今いま更さら、なんだっていうの？」

　猫ねこまたのするどい爪つめが、カマイタチの刃はから杏あん樹じゅを救すくいだす。

「大たい使しさまは、がんばってきたでしょう？　一度どのあやまちを、よってたかって責せめるのは、おかしいと思おもう」

「そ、そうだ。ボクたちもそう思おもう！」

　一ひとつ目め小こ僧ぞうやざしきわらしも、声こえをあげる。

「九く頭ず竜りゅうだって、大たい使しさまが追おいかえさなかったら、この街まちは消けしとんでた！　みんなだって、そう言いってたじゃない！」

「猫ねこまた……みんな……」

　かくれて生いきていた時じ代だいを終おえて、人にん間げんに反はん旗きをひるがえそうとする妖よう怪かいたちと、これまで通どおり、人にん間げんたちとうまく共きょう存ぞんしていこうと訴うったえる妖よう怪かいたちとで、今いまにも小こ競ぜり合あいがはじまりそうな中なか──

「だまれぃっ！」

　ぬらりひょんが一いっ喝かつする。

　場ばがしずまりかえった。

「わしは……大たい使しさまを信しんじて、数すう百ひゃく年ねん生いきてきました。ＷＦＡ加か入にゅうは正ただしかったんだと、感かん謝しゃすらしたこともある。が──」

　ぬらりひょんが、するどい目めつきで杏あん樹じゅを見みた。

　そむけることすら許ゆるされない、力ちから強づよい視し線せんに杏あん樹じゅはたじろいでしまう。

（……なにを言いおうとしてるの？）

　聞ききたい。

　けれど、聞ききたくない。

　不ふ安あんが胸むねをしめつけていく。

「ぬらりひょんさん──」

「もはやこれまで。たかだか少しょう数すうの人にん間げんに正しょう体たいがバレただけで動どう揺ようし、精せい霊れいの死しを受うけ入いれることもできずに、閉とじこもってしまう。やはりお若わかい２人ふたりには、無む理りのようでしたな。妖よう怪かいたちの今こん後ごは、我われらで決きめさせていただきます」
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（え……）

　絶ぜっ句くする杏あん樹じゅを一いち瞥べつし、ぬらりひょんは妖よう怪かいたちをひき連つれ、階かい段だんをおりていった。

（待まって……！）

　だけど、引ひきとめることができない。

　ぬらりひょんの言いったことが、痛いたいほどよくわかる。

　大たい使しとしての決けつ意いがゆらいでいるものに、ついてくる精せい霊れいはいない。

　元もと々もと、彼かれら精せい霊れいは──独どく立りつ独どっ歩ぽなのだ。

　それをまとめていた大たい使しがゆらぐのなら、ついていく理り由ゆうはないということ。

「ど、どうしよう……」

　ヘナヘナと座すわり込こむ杏あん樹じゅを、転ころげるように駆かけあがってきたヴァルが、抱だきすくめる。

「ごぶじでよかった！」

　安あん心しんしているのか、抱だきしめる力ちからが強つよくなる。

「ヴァ、ヴァル……」

「いいんです。もう、いいんですよ。杏あん樹じゅさま」

「…………」

「今いままで、よくがんばりました。あとは、モルガンにお願ねがいしましょう。あなたたちは、きっと狙ねらわれる。だけど、それは──このヴァイツェンウルフが、命いのちに替かえてもお守まもりします」

「だって、モルガンさんは……」

「大たい使し返へん上じょうです。守まもるべき者ものがいない国くにには、近きん隣りん諸しょ国こくから応おう援えんが来くることになってるんです」

「……無む理りだよ」

　杏あん樹じゅは、首くびをふった。

「私わたし、知しってるもの」

「？」

「レモナの……おじいちゃんの故こ郷きょう〝クラウディ・ヴィレッジ〟が襲おそわれたとき、タイミング悪わるく、ＷＦＡの本ほん部ぶにもワイヴァーンが来きたの。モルガンは……モルガンは、本ほん部ぶを守まもることを優ゆう先せんした。ヴァンパイアの村むらからきた、救きゅう援えん要よう請せいを断ことわったのよ」

「それは──今いまの杏あん樹じゅさまが、考かんがえることじゃないです。きっと来きてくれますから。今いまは生いき延のびることを考かんがえましょう」

「私わたしは……私わたしだけ生いき延のびたって、しょうがないの！」

　ヴァルの言こと葉ばをさえぎって、杏あん樹じゅは乱らん暴ぼうに涙なみだをふいた。

「今いまは、助たすけを待まってる余よ裕ゆうはない。だれかがやらなきゃいけないなら……大たい使しだという権けん利りは、もうないかもしれないし、認みとめてもらえないかもしれないけど……私わたしがやる。だって、おじいちゃんもそうして、日にっ本ぽんを守まもってきたんでしょう？」

「そうですが……」

「私わたしは、みんなを守まもりたい。里さと美みも百ゆ合りも、去さっていった妖よう怪かいたちもみんな。みんながぶじでいてくれるのなら、私わたしは、大たい使しとして生いきる！」

　そう言いったときだ。

「きゃぁっ！」

　杏あん樹じゅの大たい使しの紋もんが、まばゆいまでに光ひかりだす。

　その光ひかりは、右みぎ手てだけでなく、杏あん樹じゅの全ぜん身しんさえもつつみ込こんだ。

「あ、杏あん樹じゅさま……」

　おどろいたヴァルが、ゆっくりと杏あん樹じゅからはなれる。

「こ、これは……？」

　自じ分ぶんの体からだを、まじまじと見みる。

　栗くり毛げ色いろの髪かみも、色いろ白じろの肌はだも、常つねに身みにつけているおじいちゃんの形かた見み──くすんだロザリオでさえ、金きん色いろの光ひかりを反はん射しゃしてかがやいていた。

「覚かく醒せいしたね、杏あん樹じゅ」

「シルフ？　これ、なに？」

　体からだの奥おくが、燃もえるように熱あつかった。

「いたっ……」

　あまりの痛いたみに、杏あん樹じゅが口くちに手てをあてた。

　キシキシと音おとをたてて、犬けん歯しがうずきはじめる。

「これ……」

　一いち番ばんイヤだったヴァンパイアの牙きばが、本ほん来らいの長ながさに戻もどりつつあった。

「完かん全ぜん無む敵てきのイーヴァルから隔かく世せい遺い伝でんしてるのに、聴ちょう覚かくだけするどいってことはないと思おもってたんだ」

「それって……」

　杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの両りょう手てを見みつめた。

　なんだか、体からだの奥おくから力ちからがわいてくる。

「とりあえず、その力ちからで光こう哉やを引ひきずり出だしてきたら？」

「おにいちゃんを……？」

「迷まよってる時じ間かんはないよ、杏あん樹じゅ」

「わ、わかった！」

　よろめく足あしで立たち上あがると、杏あん樹じゅは扉とびらの前まえで深しん呼こ吸きゅうをした。

　光ひかりは──徐じょ々じょに、吸すい込こまれるようにして大たい使しの紋もんに集あつまっていく。

「おにいちゃん、目めを覚さまして！」







　　　　８　日にっ本ぽんの核コア




　叩たたいてもビクともしなかった扉とびらが、軽かるく体たい当あたりしただけで、いとも簡かん単たんに──まるで、ビスケットをくだいたように壊こわれた。

「おにいちゃん！」

　ベッドで目めを丸まるくしている光こう哉やに、杏あん樹じゅはツカツカと歩あるいていく。

「今いままでの話はなし、全ぜん部ぶ聞きこえたでしょう？」

「……あぁ」

　そう答こたえた光こう哉やの目めには、覇は気きも、生せい気きもない。

　動うごかずにいたら、精せい巧こうな人にん形ぎょうに見みえてしまうほど。

「行いこうよ。みんなが、助たすけを待まってる」

「…………」

　光こう哉やの目めがゆっくりと動うごき、横よこに立たっている杏あん樹じゅを見みつめた。

「……だれも待まってないだろ」

「？」

「妖よう怪かいたちは去さっていったし、人にん間げんたちは自じ分ぶんたちでどうにかするよ」

「なに言いって──」

　言こと葉ばがつづかない杏あん樹じゅの前まえで、光こう哉やがゆっくりと起おきあがった。

「そのうち、自じ衛えい隊たいが制せい圧あつしてくれるよ」

「本ほん気きで言いってるの？」

　杏あん樹じゅは、光こう哉やにつめよった。

「人にん間げんの武ぶ器きで、あのワイヴァーンの群むれがどうにかなると思おもってるの？」

　杏あん樹じゅの全ぜん身しんが、わなわなと震ふるえだす。

　光こう哉やは、そっぽをむいたまま。

　杏あん樹じゅの質しつ問もんに答こたえる気きはなさそうだった。

　杏あん樹じゅの胸むねが、グゥッと熱あつくなる。

　その瞬しゅん間かん。




　バチン。




　杏あん樹じゅが光こう哉やの頬ほおを叩たたく音おとが、部へ屋や中じゅうにひびきわたる。

「見み損そこなった……そんなこと言いうおにいちゃんなんて、おにいちゃんじゃない！」

「なんとでも言いえ！」

　赤あかくなった頬ほおをそのままに、光こう哉やが怒ど鳴なった。

「オレのことは、もうほっといてくれ！」

「お、おにいちゃん……」

　杏あん樹じゅが呆ぼう然ぜんとする中なか、光こう哉やは頭あたまをかかえ、嗚お咽えつをもらした。

「オレは……オレに救すくいを求もとめてきた精せい霊れいひとりでさえ、守まもれなかった……大たい使しの資し格かくなんてないんだよ！」

「そ、そんなことないっ！」

　杏あん樹じゅが光こう哉やの肩かたをゆさぶる。

「ねぇ、聞きいて。おにいちゃんだけのせいじゃない。私わたしもいけなかったの」

「……？」

「私わたし、ヴィリが限げん界かいなの、前まえから知しってた。だけど、ヴィリに口くち止どめされてて……」

　ヴィリが、あの日ひ──保ほ健けん室しつで杏あん樹じゅに言いったことを思おもい出だす。

『人にん間げんの生せい気きを吸すわなくても、他ほかに生いきられる方ほう法ほうがないか、考かんがえてみるわ。間まに合あうかどうかわからないけれど……自じ分ぶんで乗のり越こえてみたいの』

　結けっ果か、間まに合あわなかった。

　本ほん当とうにそんな方ほう法ほうがあったのかは、今いまとなっては不ふ明めいだけれど……間まに合あわなかったのは事じ実じつだ。

「……おにいちゃんに言いえたはずなのに、言いわなかった」

　鼻はなの奥おくが、ツンと痛いたくなる。

　それでも、杏あん樹じゅは、自じ分ぶんの責せき任にんを口くちにする。

「私わたしは、私わたしだけが……ヴィリを救すくえたはずだった。ヴィリの状じょう態たいを一いち番ばん知しってたのは、私わたしなんだもの。なのに、おにいちゃんには言いわなかった。おにいちゃんが、おかしいって言いったときも、ウソついた」

　部へ屋やの外そとで様よう子すをうかがっていたシルフが、あわてて飛とび込こんでくる。

「杏あん樹じゅ、それはしかたなかった──」

「いいの、シルフ。本ほん当とうのことだもの」

　そう言いって、杏あん樹じゅは首くびをふった。

「私わたしがしっかりしてれば……九く頭ず竜りゅうとの戦たたかいで、ヴィリが最さい後ごの力ちからを使つかうことはなかった。おにいちゃんに、本ほん当とうのことを言いう時じ間かんだってできた。全ぜん部ぶかかえ込こんで、だれにも言いわなかった……私わたしのせい」

「……杏あん樹じゅ」

　光こう哉やが顔かおを上あげる。

「ごめんなさい……本ほん当とうに、ごめんなさい……」

　立たったまま、顔かおをおおって泣なきはじめる杏あん樹じゅを目めにして、光こう哉やがそっと手てをのばす。

「おまえが泣なくなよ……」

「だって、おにいちゃんが……こんな風ふうになっちゃうなら……もっと早はやく言いえばよかったって……」

「こんな風ふう、か……」

　光こう哉やが困こまったような表ひょう情じょうを浮うかべ、つぶやいたとき。

　大おおきく家いえがゆれた。

　天てん井じょうから、パラパラと破は片へんが落おちてくる。

「まさか、気きづかれたっ!?」

　ヴァルとシルフが、部へ屋やの窓まどをいきおいよく開あけた。

「っ！」

　杏あん樹じゅは、窓まどの外そとの景色けしきに目めをうたがった。

　高たか台だいにあった杏あん樹じゅの家いえからは、商しょう店てん街がいや整せい備びされた町まち並なみ、きらびやかな駅えき前まえが見みえるはずなのだ。

　だけど、今いま、視し界かいに飛とび込こんできたのは、見みるも無む惨ざんな姿すがただった。

　あちこちで火ひの手てが上あがり、人ひと々びとの悲ひ鳴めいやサイレンの音おとが、そこかしこから聞きこえてくる。

　耳みみをふさいでしまいたくなるほどに。

　空そらにはぶ厚あつい雲くもが浮うかび、今いまが何なん時じなのかもわからないほどだった。

「おい……」

　言こと葉ばを失うしなっているヴァルとシルフに、光こう哉やが声こえをかける。

「気きづかれたって、どういうことだ？」

「それは──」

　ヴァルとシルフが、顔かおを見み合あわせる。

（なにをかくしてるの？）

　隣となりにいた杏あん樹じゅも、２人ふたりを見みつめた。

「……ぬらりひょんさんも、さっき言いってた。知しらない事じ実じつがあるって。ヴァルとシルフは、知しってるのね？」

「あの、その……」

　目めを泳およがせるヴァルの横よこで、シルフが肩かたをすくめる。

「もう言いっちゃったら？　杏あん樹じゅと光こう哉やが知しらなくても、きっとやつらは２人ふたりを狙ねらうよ」

「狙ねらうって、どういうこと！」

　声こえをあげる杏あん樹じゅに、ヴァルが観かん念ねんしたように口くちをひらく。

「核コアというものを、ご存ぞんじですか？」

　聞ききなれない言こと葉ばに、杏あん樹じゅはゆっくりと首くびをふった。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアに目め覚ざめてからというもの、古ふるい文ぶん献けんや書しょ物もつには目めを通とおしてきた杏あん樹じゅだったが、核コアという言こと葉ばは聞きいたことがない。

「世せ界かいの国くに々ぐにには、ひとつずつ核コアがあります。文も字じ通どおり、その国くにの心しん臓ぞう部ぶです。精せい霊れいの力ちからを抑よく制せいする機き能のうがそなわっています」

「それがなに？」

「それが──この街まちにあるんです」

　杏あん樹じゅは息いきを呑のんだ。

「じゃあ、それが壊こわれたとしたら……」

「精せい霊れいたちは本ほん来らいの力ちからを取とりもどし、大たい使しの力ちからをもってしても、押おさえつけることは出で来きません。人にん間げんの時じ代だいは終しゅう焉えんを迎むかえ、精せい霊れいたちが表おもて舞ぶ台たいへと出でてくることになります」

「そ、そんなっ……」

　立たちつくす杏あん樹じゅを押おしのけ、光こう哉やがヴァルにつめよった。

「なんで、そんな大だい事じなことをだまってた！」

「ほ……本ほん来らいは、大たい使しから大たい使しに、口こう頭とうで伝つたえられる極ごく秘ひ事じ項こうです。ですが、イーヴァルさまの体たい力りょくは、そこまでもってくれなかった。あなたたちに伝つたえられる時じ間かんがなかったので、私わたしに……」

　ヴァルのしっぽが、光こう哉やの怒ど鳴なり声ごえにシュンとたれ下さがる。

「も、申もうし訳わけありませんでした……」

「だけど！　そうだとしても、言いえる時じ間かんはあっただろ！」

「あなたたちは、まだ幼おさない」

　ヴァルは、いつくしむような視し線せんで光こう哉やを見みた。

「あなたたちが知しるには早はやすぎる。そうモルガンと判はん断だんして、今いままでだまっていたのです」

「そんな……いつ知しったって、一いっ緒しょだろ！」

「悪あしき精せい霊れいに連つれ去さられ、友ゆう人じんや知ち人じんを盾たてに、情じょう報ほうを言いえと言いわれたら……あなたたちは、どうしますか？」

　光こう哉やが口くちをつぐんだ。

（そんなのって……）

　答こたえは決きまっているだろう。

　杏あん樹じゅが、おずおずと口くちをひらいた。

「そ、それは……命いのちが優ゆう先せんじゃ……」

「それでは、国くには滅ほろびてしまうんです。時ときには、冷れい酷こくな判はん断だんをくださねばならない。だから、あなたたちには早はやいと言いったのです」

　言いわれてみれば、そのとおりだ。

　でも、大人おとなになったからといって、そう簡かん単たんに判はん断だんできるものでもない。

「ある程てい度どの力ちからを持もつまでは、言いいたくなかったのです……が、もう遅おそいですね。やつらは、なぜかここに気きづいてしまった」

「待まって！」

　杏あん樹じゅは混こん乱らんする頭あたまを、どうにか整せい理りする。

「ワイヴァーンたちは……核コアの場ば所しょを聞ききだそうとして、私わたしたちを狙ねらいに来きたわけじゃないの？」

「狙ねらうなら、とっくに来きているでしょう」

「そ、そうだけど……」

「この街まちに核コアがあることが、どこかから漏もれたのでしょう。だから、大たい使し抹まっ殺さつよりも先さきに、核コアの捜そう索さくをしているのではないかと」

「なんで、この街まちに……？」

「杏あん樹じゅさま。なぜ特とく別べつ管かん理り大たい使しを、人にん間げんではなく精せい霊れいがやっていると思おもいますか？」

「？」

「日にっ本ぽんには陰おん陽みょう師じが、世せ界かいにはエクソシストという悪あく魔ま退たい治じをする人にん間げんたちがいるというのに、なぜ、大たい使しは精せい霊れいがやっていると思おもいますか？」

「なぜって……」

「本ほん来らいの大たい使しの仕し事ごとは、核コアを守まもること。精せい霊れいと人にん間げんの橋はし渡わたしというのは、かりそめの姿すがたでしかありません」

「かりそめ……」

「そうです。代だい々だい、大たい使しは核コアを守まもるため、そのそばに居きょ住じゅうをかまえていました。しかし、それでは悪あしきものたちに、核コアの場ば所しょを教おしえているようなもの──なので、精せい霊れいたちは度たび々たび住すむ場ば所しょをかえ、場ば所しょを特とく定ていできないようにしていたのです」

「人にん間げんじゃ、それができない？」

「そう度たび々たび、引ひっ越こしができますか？　何なんヶか月げつもフラフラとするわけにもいかないし、学がっ校こうや仕し事ごとをせずに生いきていくわけにもいかない。だから、人にん間げんではなく精せい霊れいが大たい使しをやっていたのです」

「でも、おじいちゃんは？　だって、ずっとここに──」

「イーヴァルさまは、たぐいまれなる強つよい能のう力りょくを持もっていらした。モルガンが一いち目もくおくほどに。だから、定てい住じゅうを許ゆるされたのです」

「悪わるい精せい霊れいに連つれ去さられても、やっつけられるからってこと？」

「そうです」

　今いままで黙だまって聞きいていた光こう哉やが、グッと唇くちびるをかんだ。

「じゃあ、なんでオレらを大たい使しにしたんだよ！」

「イーヴァルさまの後こう継けい者しゃだからです」

「じいちゃんの……」

「隔かく世せい遺い伝でんをしたと知しったモルガンは、あなたたちを特とく例れいとして大たい使しにした。精せい霊れいや人にん間げんという枠わく組ぐみにとらわれないあなたたちに、新あらたな未み来らいを託たくしたのです」

「新あらたな未み来らい……」

　重おもたい言こと葉ばを、そっと口くちにする。

　じんわりと体からだの隅すみ々ずみにしみこんでいくような、呪じゅ文もんのような言こと葉ば。

　光こう哉やが、忌いま々いましそうに口くちをひらく。

「じゃあ、この街まちを守まもればいいんだな？」

「えぇ、そうです」

「で、核コアってのは、どこにあるんだ？」

「知しりません」

「は？」

「そこまでは教おしえていただけませんでした。あなたたちが成せい長ちょうすれば、感かん知ちできるようになるだろう、と……」

　杏あん樹じゅは、ゆっくりと外そとに視し線せんをうつした。

　この眼がん下かに広ひろがる街まちを、守まもらなければいけないのだ。

　核コアも、ここに住すむ人ひとたちも。

　杏あん樹じゅの体からだがブルッと震ふるえた。

「そんなこと、できるの……？」

　思おもわず口くちにした不ふ安あんに、光こう哉やが答こたえた。

「やるしかないだろ」







　　　　９　世せ界かい大だい混こん乱らん




　階かい下かで、電でん話わが鳴なった。

「電でん話わ、繫つながってるの……？」

「特とく殊しゅ回かい線せんですので、外そとの電でん話わ線せんが切きれても繫つながるようになっています」

　ヴァルの言こと葉ばをきき終おえるよりも早はやく、杏あん樹じゅが階かい段だんを駆かけおりる。

　大おおきなゆれで、リビングの中なかはぐちゃぐちゃになっていた。

　それを横よこ目めに、鳴なりつづけている電でん話わを手てに取とる。

「はい、もしもし」

　おそるおそる言こと葉ばを口くちにする杏あん樹じゅの耳みみに、なつかしいソプラノの声こえがひびいた。

「杏あん樹じゅ！　ぶじだったのね！」

　モルガンだ。

　背はい後ごでは、モルガンに仕つかえている千年ねん以い上じょう生いきている猫ねこシャ・ノワールの声こえや、それ以い外がいにも、何なん人にんもの声こえが飛とびかっている。

「あの、ヴァルから、事じ情じょうは全すべて聞ききました」

「……そ、そう。ごめんなさいね、だまってて」

「いえ。私わたしたちが未み熟じゅくなのでしかたないことです。でも……」

　口くちにしていいか、迷まよってしまう。

　妖よう怪かいたちに見みかぎられた今いま、自じ分ぶんたちを大たい使しといっていいものなのか。

「迷まよってるのね」

　心こころを見みすかしたように、モルガンが優やさしい声こえで呼よびかける。

「ゆらいだことを恥はじている？」

「……ちょっと」

　本ほん音ねが口くちをついて出でる。

「ふふっ、それで充じゅう分ぶんよ。あなたたちは、まだ成せい長ちょう過か程ていなんだから。今こん回かいの件けんは、あなたたちがゆらいだせいじゃないしね」

　そう言いって、モルガンの声こわ色いろが変かわった。

「至し急きゅう知しらせたいことがあって、電でん話わしたの。中ちゅう国ごくの大たい使しと連れん絡らくが取とれないの。多た分ぶん、なにかあったんだと思おもう……日にっ本ぽんは隣りん国ごくだから、注ちゅう意いして動うごいてちょうだい」

「なにかって……」

「こういった大だい混こん乱らんのときには、予よ測そくできないことがたくさん起おこるの。目めの前まえのことより、未み来らいを作つくってちょうだい」

「はい……」

　杏あん樹じゅが力ちからなく返へん事じをした、そのときだ。

　シャ・ノワールの言こと葉ばに、胸むねが跳はねあがった。

「モルガン。北ほく欧おうの大たい使しと連れん絡らくがつきません！」

（北ほく欧おうの大たい使しって……レモナ!?）

　杏あん樹じゅは痛いたいほど、受じゅ話わ器きを耳みみに押おしあてる。

「モルガンさんっ！　レモナが……レモナまで!?」

「こちらのことは、気きにしないで」

　杏あん樹じゅにそう言いって、モルガンが電でん話わのむこうで声こえをあげる。

「しかたないわね……今いま、動うごける大たい使し全ぜん員いんで、欧おう州しゅうの精せい霊れいおよび人にん間げんを死し守しゅ！　核コアの場ば所しょに近ちかづいたらバレる恐おそれがあるから、絶ぜっ対たいに近ちかづかないで！　いいわね？」

　各かっ国こくの言こと葉ばで返へん事じが飛とびかった。

「モルガンさん！　レモナは……」

「あの子こは見み習ならいよ。狙ねらう理り由ゆうがない。安あん心しんして」

「安あん心しんなんかできっこない！　助たすけを……」

「大たい使しに助たすけは出だせないわ。それに、核コアの場ば所しょは、どの国くにもバレてない。今いまは、力ちからなき人にん間げんや戦たたかえない精せい霊れいを守まもるのが優ゆう先せんなの」
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「そんな……」

　言こと葉ばを失うしなった杏あん樹じゅは、ぐっと目めを閉とじた。

　モルガンだって、レモナを軽けい視ししてるわけじゃないのだ。

　今いま、自じ分ぶんがやるべきことをやろうとしているだけ。

（きっと……きっと、レモナはぶじだよね）

　そう自じ分ぶんに言いい聞きかせ、杏あん樹じゅは目めを見みひらいた。

「わかりました。こちらも全ぜん力りょくで応おう戦せんに出でます」

「お願ねがいね、杏あん樹じゅ」

「はい」

　受じゅ話わ器きを電でん話わに戻もどすと、リビングの入いり口ぐちで事ことの成なり行ゆきを見み守まもっていた光こう哉やと目めがあった。

「オレたちが、やるしかないってことか」

「そういうことだね」

　モルガンに言いったものの、やっぱりまだ、心こころのどこかで迷まよっている。

　そんな迷まよいをふり切きるように、杏あん樹じゅは自じ分ぶんで頬ほおを叩たたいた。

「杏あん樹じゅさま……」

「急いそいで、みんなを守まもらなきゃ！」

　そう言いった杏あん樹じゅに、ヴァルが黒くろい布ぬのを差さし出だした。

　杏あん樹じゅのおじいちゃんが残のこしてくれた、吸ヴァ血ンパ鬼イアのマントだ。

　これを羽は織おると、人にん間げんには姿すがたが見みえない。

「せめて、これを……光こう哉やさまも、ぜひ」

「……おう」

　制せい服ふく姿すがたのまま、光こう哉やがマントを羽は織おる。

　つづいて、杏あん樹じゅも。

「ボクもサポートするよ」

　シルフは、杏あん樹じゅに笑えみを浮うかべた。

「お願ねがい」

　杏あん樹じゅの言こと葉ばに、シルフが無む言ごんでうなずいた。

　空くう中ちゅうで、かしずくように深ふか々ぶかと頭あたまを下さげる。

「──妖よう精せい族ぞく四よん大だい精せい霊れい、我われ、風かぜ所しょ属ぞくのシルフは宿やど主ぬしとの契けい約やくにより、我わが体からだを変へん化かす」

　その瞬しゅん間かん、シルフの体からだがまばゆいまでに光ひかり出だした。

　ふんわりと緑みどりが香かおる、優やさしいエメラルドグリーンの光ひかりは、シルフの姿すがたをクツへと変へん化かさせる。

　くるぶしのあたりに、まっしろな羽は根ねがついたクツを履はき、杏あん樹じゅは立たちあがった。

「準じゅん備びできた」

　そう言いった杏あん樹じゅを見みて、光こう哉やが口くちを開ひらく。

「よし、いくか」

　いつもの調ちょう子しではないにしろ、光こう哉やの口くちからこの言こと葉ばが聞きけて嬉うれしかった。

　杏あん樹じゅが、力ちから強づよくうなずく。

　そのとき、玄げん関かんのドアがいきおいよく開ひらく音おとがした。

「なに？」

　杏あん樹じゅがあわてて玄げん関かんに駆かけだす。

「っ！」

　上あがり口ぐちに、たおれ込こむようにしている女おんなの人ひと──着きている浴衣ゆかたは乱みだれ、肩かたから腰こしにかけて、ざっくりとえぐったような傷きず口ぐちが見みえている。

「葛くずの葉はさんっ！」

　名なの通とおり、春はる人との住すんでいる場ば所しょでもある葛くず葉は神じん社じゃの、守まもり神がみの狐きつね族ぞくの精せい霊れいだ。

　争あらそい事ごとが嫌きらいで、人にん間げんに反はん発ぱつする妖よう怪かいたちのなだめ役やくとして、杏あん樹じゅたちの力ちからになってくれていた。

「ひどいっ……だれにやられたの!?」

　駆かけよった杏あん樹じゅの声こえに、葛くずの葉はが口くちをわななかせる。

「ヴァル、今いますぐ手て当あてを！」

「は、はいっ」

　杏あん樹じゅに言いわれ、ヴァルが救きゅう急きゅう箱ばこを取とりにリビングに駆かけこんだ。

「た……大たい使し、さま……」

　口くちから垂たれ落おちる血ちがまっしろな肌はだを染そめていき、抱だきおこした杏あん樹じゅの袖そでに染しみこんでいく。

「葛くずの葉はさん、今いまはしゃべっちゃ──」

「ぼっちゃんが……」

（ぼっちゃん……安あ倍べくん!?）

　ハッとする杏あん樹じゅの腕うでの中なかで、葛くずの葉はの力ちからが抜ぬけた。

　スッと軽かるくなったかと思おもうと、葛くずの葉はの体からだが光ひかりの粒りゅう子しに包つつまれる。

「葛くずの葉はさんっ！　安あ倍べくんが、どうしたんですか!?」

　声こえをかけても、返へん事じはない。

　粒りゅう子しは葛くずの葉はを包つつみ込こみ、はじけるようにして、葛くずの葉はを元もとの姿すがた──狐きつねに戻もどした。

　まっしろだった狐きつねは、みるみるうちに血ちでまっ赤かに染そまっていく。

　それでも、まだ呼こ吸きゅうがあった。

　救きゅう急きゅう箱ばこを手てに戻もどってきたヴァルに、葛くずの葉はを手てわたす。

「……行いかなきゃ」

　あえぐようにして、杏あん樹じゅがつぶやく。

「行いかなきゃ、安あ倍べくんのところに！」







　　　　10　親おやの仇かたき




　杏あん樹じゅと光こう哉やは、外そとへと飛とびだした。

　逃にげまどう人ひと々びとが、ワイヴァーンに見みつからないようにと、建たて物ものの陰かげへと逃にげていく。

「そっちは危き険けんよ。変へんな怪かい物ぶつがいる！」

「警けい察さつはどうした！」

「こういうときこそ、自じ衛えい隊たいじゃないのか！」

「助たすけて！」

　口くち々ぐちに会かい話わにならない言こと葉ばを交かわしながら、杏あん樹じゅと光こう哉やの横よこを駆かけていった。

　もうもうと煙けむりが立たちこめる街まちの中なかを、杏あん樹じゅと光こう哉やが駆かけだす。

「杏あん樹じゅ！」

「おにいちゃん、なに？」

　光こう哉やは、ワイヴァーンが暴あばれている駅えき前まえに視し線せんをむけた。

「オレは駅えき前まえに行いく。おまえは、春はる人とを助たすけろ」

「……わかった！」

　杏あん樹じゅがコクリとうなずく。

「それと──」

「？」

「核コアってのが、どんなもんなのか想そう像ぞうできないけど……もし、見みつけたらひとりで守まもろうとするな。シルフ、聞きこえてんだろ？」

（うん、聞きこえてるよ）

　杏あん樹じゅの頭あたまの中なかで、シルフの声こえがする。

「聞きこえてるって」

「もし、杏あん樹じゅが見みつけたら、オレに知しらせに来こい。いいな？」

（了りょう解かい！）

「もし、おにいちゃんが見みつけたら……？」

　杏あん樹じゅの元もとに、知しらせに来こられるような精せい霊れいは、光こう哉やにはいない。

「オレは……」

　言いいよどんで、光こう哉やは笑えみを浮うかべた。

「おまえがオレの心しん配ぱいするなんて、百年ねん早はやいっつの。大だい丈じょう夫ぶだから」

「でも……」

　食くいさがる杏あん樹じゅの耳みみに、爆ばく発はつ音おんが聞きこえてきた。

　山やまの──葛くず葉は神じん社じゃからだ。

「いそげ、杏あん樹じゅ！」

　光こう哉やがポンッと背せ中なかを叩たたく。

「う、うん！　おにいちゃんも気きをつけて！」

　そう言いって、杏あん樹じゅは軽かろやかに地じ面めんを蹴けった。

　クツのおかげで、杏あん樹じゅの体からだがふわっと宙ちゅうに浮うかびあがる。

「シルフ、いこう！」

（うん！　全ぜん速そく力りょくで飛とぶよ！）

　頬ほおを切きり裂さくような冷つめたい風かぜを受うけながら、杏あん樹じゅは葛くず葉は神じん社じゃへ急いそいだ。

　眼がん下かでは、いたるところで小こ競ぜり合あいが起おきている。

　逃にげまどう人ひと々びと。

　それを追おう悪あっ鬼きやガーゴイル。

　メフィストフェレスをボスだと慕したうガーゴイルが来きているということは、この騒そう動どうがメフィストフェレスのしわざということで、まちがいなさそうだった。

　空そらには、ワイヴァーンや、それに応おう戦せんするための自じ衛えい隊たいの飛ひ行こう機きが飛とびかっている。

（一いっ体たい、どうなっちゃうの……？）

　不ふ安あんで押おしつぶされそうだった。

（杏あん樹じゅ、しっかり！　今いまは陰おん陽みょう師じを助たすけよう。あいつがいるといないじゃ、こっちの戦せん力りょくがちがうんだから）

「……わかった」

　ガチガチと震ふるえる歯はを、グッと噛かみしめる。

（しっかり……しっかりするのよ、杏あん樹じゅ！）

　自じ分ぶんで自じ分ぶんを奮ふるいたたせる。

　だけど、そんな気き力りょくは、葛くず葉は神じん社じゃを一ひと目め見みて、すぐに消きえうせてしまった。

「そんなっ……」

　葛くず葉は神じん社じゃは、見みる影かげもなく、崩くずれおちていた。

　朱しゅ色いろの鳥とり居いだけが、ポツンと建たっている状じょう態たいだ。

「安あ倍べくんっ！」

　境けい内だいにおりると、杏あん樹じゅは駆かけだそうとした。

　春はる人とを捜さがすためだ。

「ひっ！」

　でも、足あしが動うごかない。

　杏あん樹じゅの目めの前まえには──鳥とり居いと同おなじ朱しゅ色いろをした、５メートルほどもある大おおきな羊ひつじで、それが背せをむけて二本ほん足あしで立たっていたのだ。

（な、なにこれ……）

　ひるむ杏あん樹じゅに、羊ひつじがゆっくりとふり返かえる。

　ニタァと耳みみまで裂さけた大おおきな口くちをあけ、杏あん樹じゅを視し界かいにとらえた。

「おやまあ。獲え物ものが来きてくれるとはねえ」

「あ、あなたは一いっ体たい……」

　グッと足あしに力ちからをこめる。

「名なを聞きくなら、そちらから言いったらどうだね」

　ニヤニヤとした笑わらいをひっこめないまま、羊ひつじが杏あん樹じゅを見みおろす。

「わ、私わたしは、世せ界かい精せい霊れい同どう盟めいの特とく別べつ管かん理り大たい使しです。これ以い上じょう、ここで暴あばれるようなら、こちらにも考かんがえがあります！」

「知しってる。素す直なおに言いうとは、うましかか」

「うましか……馬ば鹿かって！」

（羊ひつじに言いわれたくないよね！）

　シルフも憤ふん慨がいする。

　全ぜん身しんをわなわなさせる杏あん樹じゅに、羊ひつじがむきなおった。

「まあよい。我われも、羊ひつじと呼よばれたくないのでね。我われの名なは饕とう餮てつ。中ちゅう国ごくの四し凶きょうのひとつ、喰くいの饕とう餮てつだ」

「と、とうて……つ」

　杏あん樹じゅの頭あたまの中なかで、コトリと音おとがした。

　一度どだけ聞きいた名な前まえ。

　忘わすれもしない名な前まえ。

　対たい峙じしている饕とう餮てつを、杏あん樹じゅはまじまじと見みた。

「この怪かい物ぶつが……安あ倍べくんの──」

[image: ]

「！」

　廃はい墟きょと化かした神じん社じゃから、呪じゅ符ふが飛とんでくる。

　いきおいがない呪じゅ符ふは、饕とう餮てつの足あしもとにペタリと落おちた。

「あ、安あ倍べくん！」

　杏あん樹じゅは、安あん堵どの表ひょう情じょうを浮うかべた。

　ボロボロになった水すい干かんを着きた春はる人とが、神じん社じゃからはい出でてきた。

「くそ羊ひつじが……派は手でに壊こわしやがって！」

　春はる人との背はい後ごには、金きん色いろの光ひかりをたたえた瞳ひとみの青せい龍りゅうが浮うかんでいる。

　青あおいウロコが、ところどころ赤あかく染そまっていた。

　戦せん闘とうは、こちらが不ふ利りなようだ。

「獲え物ものは、だまって見みていられよ。この戦いくさが終おわったら、ゆるりと食しょくしてやろう」

　そう言いうと、饕とう餮てつが春はる人とにむき直なおる。

「小こ僧ぞうも、しぶといの。そんなに命いのちをかけて守まもるものかね？」

（まも……る？）

　杏あん樹じゅは、青せい龍りゅうのはるか後うしろを見みやった。

　緑みどりが茂しげる、鎮ちん守じゅの杜もり。

　妖よう怪かいたちの最さい後ごの住すみ処か。

　春はる人とは、それを守まもっていたというのか。

「うっせえ！　ここは、あいつらが帰かえってくる場ば所しょなんだ。ここがなくなったら、あいつらは消きえちまう！」

　ガクガクと震ふるえる足あしをふんばって、春はる人とは呪じゅ符ふをかまえた。

「虚きょ勢せいを張はっても、なんの意い味みも成なさないというのに……悲かなしきかな、人にん間げんは」

「意い味みはある！」

「ないよ。妖よう怪かいたちは我われの食しょく料りょうだ。すべて喰くい尽つくすゆえ、ここに戻もどってこない」

「戻もどってくる！」

「なにより、殺さっ気きだった顔かおでみな、去さっていったではないか」

「……くっ」

　春はる人とは肩かたで息いきをしながら、狙ねらいを定さだめた。

　饕とう餮てつにやられたのか、おでこが切きれ、流ながれおちる血ちのせいで、片かた目めをつぶっている状じょう態たいだ。

（戦たたかえるわけない！）

「安あ倍べくん、ふせてっ！」

　杏あん樹じゅが饕とう餮てつにむかって、大おおきな蹴けりを繰くりだした。

　そのとたん──クツ先さきから、巨きょ大だいな竜たつ巻まきがあらわれる。

「食しょくされるのを、大人おとなしく待まっていればよかったろうに」

　そうつぶやき、饕とう餮てつがすばやく身みをひるがえす。

　もこもこの毛けと、大おおきな体からだに似に合あわない素す早ばやさに、杏あん樹じゅは避よけるヒマさえなかった。

「くはっ……！」

　饕とう餮てつの渾こん身しんのパンチが、杏あん樹じゅのお腹なかにめり込こむ。

　そのまま吹ふきとばされ、杏あん樹じゅは壊こわれた社しゃ務む所しょにぶつかった。

「はぁっ……くっ！」

　あまりの痛いたさに、呼こ吸きゅうすらできない。

　お腹なかをかかえ、のたうち回まわる杏あん樹じゅを目めにして、春はる人との瞳ひとみに怒いかりが宿やどる。

「てめぇ……」

「獲え物ものが動うごいたらしとめる。これ常じょう識しき。ちがうか？」

　そう言いって、饕とう餮てつはなにかを思おもいついたように、ダランとのびきった手てを叩たたいた。

「絶ぜつ望ぼうさせてから喰くおう。人にん間げんは絶ぜつ望ぼうしたときが一いち番ばんうまいんだ」

　自じ分ぶんのステキなアイディアに気きをよくしたのか、饕とう餮てつが饒じょう舌ぜつになる。

「そうだ、そうだ。そうしよう。街まちは、我わが軍ぐんの手しゅ中ちゅうに落おちたも同どう然ぜん。核コアはメフィストフェレスに任まかせて、我われは食しょく事じという名なの、妖よう怪かい殲せん滅めつに出でるとしよう」

「な、仲なか間まを……食たべるの？　ごほっごほっ……」

　苦く痛つうに顔かおをしかめながら、杏あん樹じゅが立たち上あがる。

　社しゃ務む所しょの壊こわれた柱はしらにマントがひっかかり、やぶけてしまったが、杏あん樹じゅは気きにもしなかった。

「仲なか間ま？　日にっ本ぽんの妖よう怪かいが？」

「同おなじ、精せい霊れいでしょう……？」

　言こと葉ばにいきおいがない。

　それでも、杏あん樹じゅは言こと葉ばをつづける。

「同おなじ精せい霊れいを、食たべるなんて……」

「獲え物ものも同おなじではないか。別べつ種しゅ族ぞくを喰くらって、能のう力りょくを得える。それのどこが悪わるいのだ」

「わ、私わたしはっ……」

「知しっているぞ。獲え物ものは、四よん大だい精せい霊れいの能のう力りょくを喰くったとか。そんな吸ヴァ血ンパ鬼イアに、言いわれたくないわな」

　饕とう餮てつから聞きいた初はじめての情じょう報ほうに、春はる人との目めが見み開ひらかれた。

「私わたしの意い志しじゃない。そんな忌いまわしい能のう力りょくは、もう消けしたわ！」

「もったいないのお。吸ヴァ血ンパ鬼イアの特とっ権けんじゃないか」

「私わたしたちは、そんなもの必ひつ要ようとしない！　吸ヴァ血ンパ鬼イアは、新あたらしい未み来らいを歩あゆんでいるもの！」

「ほう、そうか。我われの情じょう報ほうは古ふるいのだな」

　うんうんとうなずき、饕とう餮てつが杏あん樹じゅににじり寄よった。

「その新あたらしい知ち識しきとやらを、喰くうて我われのものにしてやろう」

「！」

　杏あん樹じゅは一歩ぽ後あとずさった。

　だけど、背はい後ごは瓦が礫れきの山やま。

　逃にげる場ば所しょはどこにもない。

（逃にげるなんて……戦たたかうのよ！）

　杏あん樹じゅが身みがまえる。

（避よけられないくらい、たくさん竜たつ巻まきを出だせば……とらえられるかもしれない）

　やってみる価か値ちはある。

「高たか野の、逃にげろ！　そいつは、オレの仇かたきだ！」

　春はる人との言こと葉ばが、妙みょうに遠とおくに感かんじる。

「おまえが戦たたかうことなんかないんだ！　逃にげてくれっ！」

　転ころびそうになりながら、春はる人とが杏あん樹じゅに駆かけよる。

「高たか野のは、やることがあるだろう！　ここはオレに任まかせて逃にげるんだ！」

　杏あん樹じゅは饕とう餮てつから目めをそらさないまま、首くびを横よこにふった。

「うるさい小こ僧ぞうだ」

　饕とう餮てつが、片かた腕うでを上うえにかかげた。

　その瞬しゅん間かん、ぶ厚あつい雲くもから大おおきな氷こおりの矢やが、春はる人とめがけてふってきた。

「うわっ！」

「安あ倍べくんっ！」

　思おもわず、杏あん樹じゅは目めを閉とじた。

　冷つめたい風かぜが、杏あん樹じゅの頬ほおをなでていく。

（ど、どうなったの……？）

　こわごわと杏あん樹じゅが目めをひらく。

「ぼっちゃん……」

　地じ面めんにふせた春はる人との上うえに、青せい龍りゅうがたおれ込こんでいた。

　全ぜん身しんに氷こおりの矢やを刺さしたまま。

「青せい龍りゅう！」

「ご無ぶ事じでした、か……我われ、一いち時じ退たい散さんしま……す……」

　そう言いって、青せい龍りゅうは空くう気きに溶とけこむように消きえてしまった。

「くっ……」

　悔くやしそうに歯はがみしながら、それでも春はる人とは立たちあがった。

「高たか野の、逃にげてくれ……そいつのせいで、高たか野のが消きえるのはイヤだ……頼たのむ……」

「なんだ、小こ僧ぞう。まだ戦たたかおうというのか」

「うるせーよ……」

　弱よわ々よわしく、それでも気き丈じょうにほえると、春はる人とが呪じゅ符ふを手てにする。

「やる気きか」

　饕とう餮てつがニヤリと笑わらった、その隙すきを見みて、杏あん樹じゅは足あしに力ちからをこめる。

（安あ倍べくんが想おもってくれてるように……私わたしだって、安あ倍べくんのこと、助たすけたいんだよ……）

　祈いのるような気き持もちで、足あしをふり上あげようとした、そのとき。

「きゃあああああっ！」

　神じん社じゃへと続つづく階かい段だんから、悲ひ鳴めいが聞きこえた。

「だ、だれ!?」

　視し線せんをめぐらせた杏あん樹じゅは、顔かおが青あおざめた。

　視し線せんの先さきには、里さと美みと百ゆ合りの姿すがたがあったからだ。

「里さと美み……百ゆ合り……！」
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「なんで、ここに……」

　あえぐようにつぶやく杏あん樹じゅは、里さと美みと目めが合あった。

（マ、マントがっ……！）

　まとってれば姿すがたを見みられることはないが、マントはやぶれてしまっている。

　もうウソはつけなかった。

「逃にげて！」

「あ、杏あん樹じゅ！」

　ボロボロになっている杏あん樹じゅを見みて、里さと美みが口くちをおおった。

「なんで、そんな……」

「里さと美み、早はやく逃にげて！」

　杏あん樹じゅはそう言いうが早はやいか、饕とう餮てつにむかって竜たつ巻まきを放はなった。

　正しょう体たいがバレるとか、そんなことはどうでもよかった。

　今いまは、里さと美みや百ゆ合りを、ぶじに逃にがすのが先せん決けつだ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアとして覚かく醒せいした杏あん樹じゅでさえ、この痛いたみで崩くずれおちそうなのだ。

　もし、人にん間げんの女おんなの子こである里さと美みや百ゆ合りが攻こう撃げきを受うけたら……きっと、ひとたまりもない。

（自じ分ぶんの気き持もちは、後あと回まわしでいい……）

　痛いたみが走はしる足あしを、何なん度ども振ふり上あげ、竜たつ巻まきを饕とう餮てつにはなっていく。

（とにかく、２人ふたりを守まもらなくちゃ……）

「くっ……！」

　竜たつ巻まきに足あしをとられ、饕とう餮てつの体からだがゆらいだ。

　だけど、すぐに体たい勢せいを立たてなおしてくる。

　シルフと杏あん樹じゅの最さい大だいの攻こう撃げきをもってしても、大おおきなダメージを与あたえることはできない。

「ええいっ！」

　今こん度どは杏あん樹じゅが、饕とう餮てつに体たい当あたりをする。

　渾こん身しんの力ちからをこめて。

「……こ、このっ！」

　饕とう餮てつが尻しり餅もちをついた。

　それを見みて、杏あん樹じゅが階かい段だんをふり返かえる。

「里さと美み、百ゆ合り！　早はやく──ぐはっ！」

　背せ中なかに、饕とう餮てつの蹄ひづめから繰くり出だされたつきをくらい、杏あん樹じゅが膝ひざから崩くずれおちた。
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「獲え物ものの、大だい事じな想おもい人びとかね」

「そ、そうよ……」

　息いきも絶たえ絶だえに、杏あん樹じゅは饕とう餮てつの足あしもとで答こたえる。

　ひゅうひゅうと、かすれた音おとが漏もれた。

「高たか野の！」

「小こ僧ぞうはひっこんでろ！」

　駆かけよってきた春はる人とを、饕とう餮てつがはじき飛とばす。

　春はる人ともしたたか背せ中なかを打うちつけたが、痛いたみをこらえて、すぐに立たち上あがった。

　立たっているのがやっとでも、それでも立たちむかう。

　春はる人とは、気き力りょくだけで動うごいていた。

　それを知しってか知しらずか、饕とう餮てつはニヤニヤしながら、杏あん樹じゅの髪かみをつかみ上あげた。

「い、いたっ……」

　頭あたまが体からだから抜ぬけてしまいそうなほどの痛いたみに、杏あん樹じゅの顔かおが歪ゆがんでいく。

「キレイな髪かみだのお。筆ふでにしてやろうか」

「や、やめて……」

　動うごくこともできない。

　いたぶられる杏あん樹じゅを前まえに、里さと美みと百ゆ合りは言こと葉ばすら失うしなっている。

「さ、里さと美み……百ゆ合り……早はやく……逃にげて……」

　とぎれがちの言こと葉ばを、杏あん樹じゅは、どうにかつなげていく。

　いち早はやく動うごいたのは、百ゆ合りだった。

「さ、里さと美み……逃にげよう！」

「だって、杏あん樹じゅが……」

　そう言いわれて、百ゆ合りは杏あん樹じゅを見みた。

　見みるにたえない姿すがたで、それでも杏あん樹じゅは逃にげろと言いっている。

　自じ分ぶんの身みより、友ともだちのことを想おもって。

「お、おね……がい……」

　もう声こえにすらなっていなかった。

　百ゆ合りは、ぐっと手てに力ちからをこめた。

「里さと美み！　杏あん樹じゅは大だい丈じょう夫ぶだよ。あんな怪かい物ぶつなんかに負まけない。だって、あのときだって……私わたしたちを助たすけてくれたじゃない！」

（百ゆ合り……記き憶おくが戻もどって……）

　私わたしたち、ということは、きっと里さと美みも杏あん樹じゅが何なに者ものかを思おもい出だしたのだ。

「そ、そうだけど……」

　里さと美みがチラチラと杏あん樹じゅを見みる。

「ここにいたら、邪じゃ魔まになる。逃にげよう！」

　百ゆ合りが里さと美みの手てを取とった瞬しゅん間かん、饕とう餮てつがニヤリと笑わらう。

「逃にげられると思おもうてか」

「！」

「別わかれの時じ間かんをやろう」

　饕とう餮てつは、里さと美みと百ゆ合りにむかって、杏あん樹じゅをまるで物もののように投なげつけた。

　杏あん樹じゅの体からだは、里さと美みと百ゆ合りにぶつかり、２人ふたりは杏あん樹じゅの下した敷じきになってしまう。

「いたたたっ……！」

　痛いたみに顔かおをしかめる里さと美みと百ゆ合り。

「ご……ご、めん……」

　そう言いうものの、杏あん樹じゅは起おきあがることができなかった。

（杏あん樹じゅ……）

　シルフの声こえが聞きこえる。

（……撤てっ退たいだ。ここは陰おん陽みょう師じに任まかせよう）

（シルフ！　なに言いって──）

（里さと美みっちと百ゆ合りっちを見みて。２人ふたりじゃ逃にげられない。杏あん樹じゅの力ちからが必ひつ要ようだ）

（でも……）

　重おもたいまぶたを、どうにか開ひらく。

「杏あん樹じゅ？　だ、大だい丈じょう夫ぶ!?」

　里さと美みが、心しん配ぱいそうに杏あん樹じゅをのぞき込こんでいた。

「ごめ……ん……」

　なんとか口くちを動うごかし、下した敷じきにしてしまったことを謝あやまる杏あん樹じゅ。

　そんな杏あん樹じゅを見みて、里さと美みは涙なみだをにじませながら、口くち元もとにかすかな笑えみを浮うかべる。

「こんなときに、あやまらないでよ……」

「で、でも……」

「悪わるいクセだよ。ね？」

　里さと美みが、百ゆ合りに同どう意いを求もとめる。

「ほんと、そう」

　百ゆ合りも、あふれそうな涙なみだをぬぐう。

「こんなになってまで……」

　立たち上あがれずにいる杏あん樹じゅを、里さと美みがギュッと抱だきしめた。

「もう、ひとりでかかえ込こまないでよ。私わたし、杏あん樹じゅの全ぜん部ぶをわかってあげられないかもしれないけど、それでも……杏あん樹じゅの気き持もちを共きょう有ゆうすることはできるんだから」

「さ、里さと美み……」

　杏あん樹じゅの視し界かいがにじんでいく。

（こんなときなのに、私わたし……嬉うれしい）

　ギシギシと痛いたむ手てをのばし、杏あん樹じゅは里さと美みの手てを握にぎった。

「あ、ありがと……」

「私わたし……いや、私わたしたち、どうしたらいい？」

　里さと美みも、杏あん樹じゅと手てを握にぎりかえす。

「人にん間げんの血ちが必ひつ要ようなら、私わたし、あげるよ」

「わ、私わたしも！」

「里さと美み……百ゆ合り……」

　杏あん樹じゅはゆっくりと首くびをふる。

　こんな状じょう態たいになっても、人にん間げんの血ちが欲ほしいとは思おもわない。

　きっと、レモナが言いったように──吸ヴァ血ンパ鬼イアは、新あらたな未み来らいを歩あるきはじめたのだ。

「今いまの吸ヴァ血ンパ鬼イアは……血ちを必ひつ要ようと、しないの……」

「そ、そうなの!?」

　聞きいたことがない情じょう報ほうに、里さと美みが目めを丸まるくする。

「それより……ごほごほっ……！」

　大おおきくせき込こんで、杏あん樹じゅは全ぜん身しんに力ちからを入いれた。

（シルフ、お願ねがい……私わたしを立たたせて）

（……杏あん樹じゅ？）

（無む理り矢や理りでいい。今いまは、立たたなきゃ！）

（……わかった）

　クツが、光ひかりを放はなつ。

　体からだ中じゅうに血ちが駆かけめぐっている感かんじがする。

「高たか野の、もう立たつな！」

　春はる人とが叫さけぶ。

「おい、立たち花ばな！　雨あま宮みや！　高たか野のを連つれて、逃にげろ！」

「逃にげるって……でも」

　里さと美みが、ニタニタと不ぶ気き味みな笑えみを浮うかべている饕とう餮てつを見みる。

「この怪かい物ぶつから……逃にげられるの？」

「でも、安あ倍べくんもそう言いってるし……」

　百ゆ合りが後あとずさった。

　街まちは、壊かい滅めつ状じょう態たいに近ちかい。

　ここから逃にげても、ぶじでいられる自じ信しんがない。

　腰こしが抜ぬけそうな里さと美みと百ゆ合りは、お互たがいに顔かおを見み合あわせた。

　と、そのときだ。

「杏あん樹じゅ!?」

　２人ふたりを背せに守まもるようにして、杏あん樹じゅが立たち上あがる。

「だ、大だい丈じょう夫ぶ。逃にげ……られるから……」

「ほう。立たつのか」

　意い外がいそうな表ひょう情じょうを浮うかべ、饕とう餮てつがジロリと杏あん樹じゅを見みた。

　今いまにも崩くずれおちそうな体からだで、杏あん樹じゅは右みぎ手ての甲こう──大たい使しの紋もんをかまえる。

　消きえることのない、聖せいなる光ひかり。

「か、帰かえりなさい……」

　聖せいなる光ひかりが、強つよく光ひかる。

「あなたが……いるべき場ば所しょじゃないわ……」

「自じ国こくへ帰かえれと？　ほほほほ」

　饕とう餮てつが、高たか笑わらいする。

「我われが、なぜここに来こられたと思おもう？」

「？」

　杏あん樹じゅは、モルガンとの電でん話わを思おもい出だす。

（そう、だった……）

　中ちゅう国ごくの大たい使しとは、連れん絡らくが取とれない。

「中ちゅう国ごくの大たい使しが、口くちを割わったのだ。いや、割わったというのは、おかしいな……」

　思おもい出だし笑わらいをしているのか、饕とう餮てつはクツクツと口くちをゆるませている。

「……食たべたのね！」

「ご名めい答とう」

「なんて、ひどいことを……」

　どうにもできない。

　たおすことも、逃にげることも。

　悔くやしさに歯はがみしている杏あん樹じゅを見みて、饕とう餮てつが手てを鳴ならした。

「そろそろ、食しょく事じの時じ間かんとするかね」

「っ！」

　杏あん樹じゅが身みがまえるより早はやく、饕とう餮てつが駆かけだした。

　狙ねらいは２人ふたり。

　里さと美みと百ゆ合りだ。

（杏あん樹じゅ、ごめんっ！）

　シルフの声こえが聞きこえたかと思おもうと、勝かっ手てにクツが動うごきだす。

「あうっ！」

　全ぜん身しんに痛いたみが走はしり、顔かおが歪ゆがむ。

「くっ……この……！」

　杏あん樹じゅが蹴けりあげた足あしが、饕とう餮てつの脛すねに当あたった。

　大おおきな体からだに不ふ釣つり合あいの、細ほそくのびた足あしがイヤな音おとを立たてて、折おれまがった。

「怒おこらせたことを後こう悔かいさせてやろうぞ！」

　半はん月げつ状じょうの瞳ひとみが、杏あん樹じゅをにらみ付つける。

「獲え物ものに絶ぜつ望ぼうを……！」

　のびきった腕うでが、杏あん樹じゅをなぎ払はらう。

　とっさのことに受うけ身みすら取とれなかった杏あん樹じゅは、どうにか立たっている春はる人とのほうへと飛とばされていく。

「高たか野の！」

　春はる人とが、杏あん樹じゅをキャッチした。

　が、杏あん樹じゅが目めを開あけることはなかった。

「高たか野の……高たか野の！」

　必ひっ死しに呼よびつづける春はる人との視し界かいに、饕とう餮てつが映うつる。

「待まて！」

「待まてと言いわれて、小こ僧ぞうは待まつのか。うましかよのお」

　そう言いって、饕とう餮てつは、おびえきっている里さと美みと百ゆ合りを抱だきかかえると、

「ではの、小こ僧ぞう」

　と、階かい段だんを飛とぶように駆かけおりていった。
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「杏あん樹じゅ、起おきて！　起おきなさいってば！」

　ガクガクと体からだをゆさぶられる。

　聞きき覚おぼえのある声こえだ。

（だ、だれ……？）

　ゆっくりと目めをひらくと、目めの前まえに自じ分ぶんがいた。

（夢ゆめ……？）

　かすんでいた視し界かいが、焦しょう点てんをあわせるように、徐じょ々じょに明めい確かくになっていく。

「しかたないわね……もう一いっ回かい」

　目めの前まえの自じ分ぶんはそう言いうと、ためらいもなく唇くちびるをおし付つけてくる。

　甘あまい香かおり。

　なつかしいバラの香かおり。

　杏あん樹じゅの鼻はなをくすぐる香かおりに、杏あん樹じゅは目めを見みひらいた。

「なっ、なにして──！」

　あわてて体からだを起おこし、杏あん樹じゅは口くちをおさえた。

「え、え？」

　状じょう況きょうが、理り解かいできない。

　目めの前まえにいる自じ分ぶんが──自じ分ぶんだと思おもっていた女おんなの子こが、いきおいよく抱だきついてくる。

「よかった！　気きづいたのね！」

「え、ちょっ……レモナ!?」

　グイッとレモナをひきはがして、まじまじと見みた。

　正しょう真しん正しょう銘めい、レモナである。

　ショートにした髪かみをかき上あげ、口くちをゆるませているレモナは、杏あん樹じゅのおじいちゃんの双ふた子ごである吸ヴァ血ンパ鬼イアの孫まごだ。

　吸ヴァ血ンパ鬼イアの故こ郷きょう〝クラウディ・ヴィレッジ〟の長おさであり、北ほく欧おう３国ごくの（見み習ならい）大たい使しでもある。

「ぶ、ぶじだったのね！」

　涙なみだを浮うかべる杏あん樹じゅに、レモナがけげんそうな顔かおをした。

「こっちのセリフよ」

「だって、モルガンさんが、連れん絡らくが取とれないって……だから、私わたし……」

「あぁ」

　レモナが、明あかるく言こと葉ばをつづける。

「メフィストフェレスが動うごきだしたって連れん絡らくが来きてさ、多た分ぶん、あいつは日にっ本ぽんを狙ねらうだろうなーって思おもって……だから、来きちゃった！」

「来きちゃったじゃないでしょう！　っていうか、よく来こられたね……」
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　そう。

　レモナは、純じゅん血けつの吸ヴァ血ンパ鬼イアである。

　常つねに曇くもっていて、太たい陽ようが出でない〝クラウディ・ヴィレッジ〟から出でることができない。

　それでも大たい使しの任にんを受うけているのは、夜よる限げん定ていだから。

　だから、見み習ならいなのだ。

「気きづいてないの？　世せ界かいは、どこもまっ暗くらよ」

「そ、そうなの……」

（日にっ本ぽんだけじゃなく、世せ界かい中じゅうで……ん？）

　杏あん樹じゅは、体からだの痛いたみがないことに気きづいた。

「あれ？」

　と、しきりに自じ分ぶんの体からだを見みつめている。

「痛いたみを共きょう有ゆうしたの。私わたし、回かい復ふくさせることはできないからさ」

　そう言いわれてみて、杏あん樹じゅはレモナを見みた。

　ところどころにケガをしている。

「レモナ……ありがとう！」

「間まに合あってよかったよ」

　ほほえみあう２人ふたりの横よこで、

「似にてる顔かおで、その……なんだ……なんか、健けん全ぜんじゃないよな」

　と、春はる人とがつぶやく。

「あ、安あ倍べくん！　安あ倍べくんも、その……？」

　杏あん樹じゅに見みあげられて、春はる人との頬ほおが赤あかくなる。

「オ、オレはっ……断ことわった……」

「してあげるって言いったんだけどねー。でもさ、一いち応おう、キスじゃん？　全ぜん力りょくで、拒きょ否ひられちゃったよ」

「そういうのって、好すきなやつとすることだろ！」

　春はる人とが反はん論ろんする。

（まぁ、たしかにそのとおりだけど……）

「日にっ本ぽんの男おとこの子こってウブだなー」

「そういうことじゃないだろ！」

「まぁ、安あ倍べくんも落おちついて……」

　間あいだに割わってはいった杏あん樹じゅは、境けい内だいを見みまわした。

「……里さと美みと百ゆ合りは……」

「ん？　友ともだち？　ここに来きたときには、いなかったけど」

「…………」

　杏あん樹じゅは、地じ面めんに視し線せんを落おとした。

（私わたしのせいだ……私わたしがもっとしっかりしてれば……）

　落おちこむ杏あん樹じゅに、レモナのチョップが頭あたまにあたる。

「落おちこんでる場ば合あいじゃないでしょ」

「でも……」

「喰くわれてない。まだ」

　春はる人との言こと葉ばに、杏あん樹じゅが顔かおを上あげる。

「ほんと？　でも、まだって……」

「連つれて行いかれたんだ」

　そう言いって、春はる人とは地じ面めんを蹴けった。

「くそっ……どこまで卑ひ劣れつなやつなんだ！」

　言こと葉ばがつづかない杏あん樹じゅと春はる人とを見みて、レモナがフワッと浮うかびあがった。

　ゆいいつ、崩くずれおちずにいた鳥とり居いの上うえに乗のり、眼がん下かに広ひろがる街まちを見みわたす。

「思おもい当あたる場ば所しょある？」

「？」

「饕とう餮てつが行いく場ば所しょ」

「……わかんない」

　核コアがある場ば所しょへ行いったのだろうか。

　そうだとしても、感かん知ちできない杏あん樹じゅにはどこなのか見けん当とうもつかない。

「そっか」

　そう言いって、レモナは２人ふたりを見みおろした。

「これから、どうする？」

「どうするって……」

　饕とう餮てつを野の放ばなしにするわけにはいかない。

（里さと美みや百ゆ合りを助たすけなくちゃ……）

　レモナが来きてくれたのだし、もしかしたら、饕とう餮てつをたおすことだってできるかもしれない。

　そのときだ。

　遠とおくのほうから、爆ばく発はつ音おんが聞きこえてくる。

　それと一いっ緒しょに、ワイヴァーンの咆ほう哮こうも。

「暴あばれてるなぁ……あそこは、なんだろう。stationステーション？」

　レモナのつぶやきに、杏あん樹じゅはハッとなる。

（駅えき……）

「おにいちゃん！」

「おにいちゃん……光こう哉や？」

「うん、そう。駅えき前まえに行いくって言いってた……どうしよう……」

　杏あん樹じゅの顔かおが青あおざめていく。

　ここまで聞きこえてくるほどの爆ばく発はつ音おんだ。

　光こう哉やが、巻まきこまれていたとしたら。

　胸むねが早はや鐘がねを打うっていく。

「……二ふた手てにわかれましょう」

　そう言いって、杏あん樹じゅは春はる人とをチラリと見みた。

　だいぶケガをしている。

　春はる人とには、ここで待まっていてもらうしかなさそうだ。

「レモナは、駅えきに行いって。私わたしは、饕とう餮てつを追おう」

「おい、饕とう餮てつはオレが！」

　春はる人とが、杏あん樹じゅにつめよる。

「だって、安あ倍べくん……そのケガじゃ……」

「饕とう餮てつはオレの仇かたきだぞ」

「危あぶないじゃない！」

「それを言いうなら、高たか野のもだろ！　関かん係けいないじゃんか」

「私わたしは、里さと美みと百ゆ合りを助たすけたいの。関かん係けいないわけないでしょう！」

「あー、もう！」

　レモナは鳥とり居いから飛とびおりると、杏あん樹じゅと春はる人とを引ひきはがした。

「仲なかがいいのか悪わるいのか、わかんないわね」

　あきれたようにそう言いって、レモナは２人ふたりを交こう互ごに見みた。

「陰おん陽みょう師じと杏あん樹じゅは、饕とう餮てつを追おう。ついでに核コアも探さがす。私わたしは、光こう哉やの応おう援えんに行いくわ。それでいい？」

　なかなか返へん事じをしない杏あん樹じゅと春はる人とを、レモナがにらみ付つける。

「いいわね？」

　強つよい口く調ちょうに、杏あん樹じゅはしぶしぶ口くちを開ひらく。

「わかった……」

「陰おん陽みょう師じは！」

　そっぽをむいている春はる人とに、レモナは蹴けりを入いれた。

「いってーな！」

「返へん事じ！」

「……わかったよ」

　ふてくされたように答こたえる春はる人とに、レモナは口くちをとがらす。

「本ほん当とうにわかってんの？」

「……わかってるよ！」

「協きょう力りょくしてくれないと、困こまるんだからね！」

「あのな……」

　言いわれっぱなしの春はる人とが、レモナをにらみ付つけた。

「オレは、高たか野のと一いっ緒しょに動うごくのがイヤなわけじゃない！　危き険けんな目めにあうってわかってるのに、連つれ出だすのがイヤなんだ！」

「だったら、守まもってあげて」

「当とう然ぜんだろ！」

　力ちからいっぱい答こたえた春はる人とを見みて、レモナがシレッとつぶやく。

「ま、そんなケガじゃ、足あし手でまといにならないようにするので、精せいいっぱいだろうけど」

「レモナ！」

　あまりの言いいように、杏あん樹じゅがいさめる。

「そんな言いい方かたしなくても」

「ジョーダンよ、ジョーダン。こんなことも、言いえなくなっちゃうかもしれないしさ」

「え……」

　杏あん樹じゅの顔かおがこわばった。

　レモナの言こと葉ばが、あまりにも本ほん音ねに聞きこえたからだ。

「なーんちゃって」

　そう言いって、レモナがわざとらしく大おおきな伸のびをする。

「これが終おわったら、原はら宿じゅく連つれてってね、杏あん樹じゅ」

「レモナ……」

「渋しぶ谷やもいいかも」

　ニコッと笑わらうと、レモナは杏あん樹じゅに背せをむけた。

「行いくわ」

「う、うん……」

「杏あん樹じゅ……絶ぜっ対たい、ぶじでいて」

　背せを向むけたままそう言いって、レモナは一いち度ども振ふり返かえらずに、ものすごいいきおいで空そらへと浮うかびあがる。

　頬ほおに、大たい使しの紋もんを光ひからせながら。







　　　　13　明日あしたにつながる道みち




　小ちいさくなっていくレモナの背せ中なかを見みつめていた杏あん樹じゅに、春はる人とが声こえをかけた。

「オレらも行いこうぜ」

「うん」

　そう答こたえて、杏あん樹じゅは春はる人とをじっと見みつめた。

「本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶ？」

「何なん度ど聞きけば済すむんだよ。大だい丈じょう夫ぶだって」

　春はる人とは杏あん樹じゅに答こたえると、スーッと宙ちゅうを見みあげた。

　なにかと交こう信しんするように、口くちの中なかでなにか言いっている。

「安あ倍べくん……？」

「あぁ、わりぃ……青せい龍りゅうがさ」

「？」

「多た分ぶん、今日きょうは復ふっ帰きできないかもって」

「そう……でも、大だい丈じょう夫ぶだったのね」

「おう。陰おん陽みょう師じの使つかい魔まってさ、死しなないんだ」

「そうなの!?」

　杏あん樹じゅが、目めを丸まるくする。

「オレがやられても、やつらは死しなない」

「なんで？」

「次つぎの陰おん陽みょう師じに仕つかえるためさ。陰おん陽みょう師じのために生いきてるからな」

「そうなんだ」

　シルフはちがう。

　杏あん樹じゅと契けい約やくして、クツとなった今いま──杏あん樹じゅがやられてしまったら、シルフも消きえてしまう。

　きっと、ヴィリと同おなじように……再さい構こう築ちくには、何なん百びゃく年ねんとかかる。

「青せい龍りゅうは、十じゅう二に神しん将しょうのひとりでさ、他ほかにももっといるんだけど……オレじゃ、青せい龍りゅうを従したがえるだけで精せいいっぱいだ。ごめんな」

「なんで謝あやまるの？」

「オレが十じゅう二に神しん将しょうを何なん体たいも使つかえたら、高たか野のを守まもってやれるんだけど」

　そう言いった春はる人とに、杏あん樹じゅは優やさしくほほえむ。

「私わたし、守まもられる側がわじゃないよ。大たい使しだもの」

「でも……」

「一いっ緒しょにがんばればいいでしょう。ちがう？」

「いや……そうだよな」

　そう言いって、春はる人とが、杏あん樹じゅの背はい後ごに視し線せんをうつした。

　まっ赤かな血ちが、階かい段だんのほうにつづいている。

「あれは！」

　杏あん樹じゅも、春はる人との視し線せんを追おう。

「それって……」

「饕とう餮てつのだな。これを追おえば……高たか野の、行いこう！」




　血ちのあとが、途と切ぎれることはなかった。

　よく見みなければわからないほどだけれど、それでも血ちはつづいている。

「安あ倍べくん……！」

　階かい段だんを駆かけおりた杏あん樹じゅは、街まちの惨さん状じょうを目まの当あたりにした。

　あちこちで火ひが上あがり、ガラガラと家いえが崩くずれる音おとがこだまする。

　だけど──人ひと々びとの悲ひ鳴めいは、不ふ思し議ぎなほど聞きこえてこない。

「みんな……」

　杏あん樹じゅが、ギュッと拳こぶしを握にぎりしめる。

　ぶじ逃にげたのだろうか。

　それとも、もう──

　無む意い識しきに唇くちびるを噛かんでいる杏あん樹じゅの肩かたに、春はる人とが手てを置おく。

「後こう悔かいは後あとからしよう。今いまは、饕とう餮てつを……」

「わかってる」

　２人ふたりは、一いっ緒しょに駆かけだした。

　瓦が礫れきを飛とびこえ、ふさがれた道みちを迂う回かいし、見み落おとさないように血ちを追おいつづける。

「どこまで行いったんだ……」

　煙けむりを吸すい込こまないよう、水すい干かんの袖そでで口くちをおおっている春はる人とがつぶやく。

「そんなに時じ間かんは経たってない……あいつだってケガをして、その上うえ、２人ふたりを運はこんでるわけだし、そう遠とおくには──」

　そう言いって、春はる人とが身みがまえる。

　視し線せんの先さき──煙けむりの中なかで、明あきらかに人ひととはちがう影かげがゆらめいている。

（敵てき！）

　杏あん樹じゅは息いきを呑のんだ。

　コツン、コツンと地じ面めんを叩たたく音おと。

（もしかして……核コアを探さがしてる!?）

　核コアは、地ち中ちゅう深ふかくに埋うまっているという。

　精せい霊れいも、人にん間げんも、手て出だしができないほど深ふかく。

「高たか野の……」

　呼よばれて、杏あん樹じゅはだまったまま、うなずいた。

　キュッとクツを鳴ならし、近ちかづいてくる影かげに狙ねらいを定さだめる。

（ガーゴイルにしては、背せが低ひくい。悪あっ鬼きでもない。何なに者ものなの？）

（杏あん樹じゅ、大だい丈じょう夫ぶ。竜たつ巻まきが効きかない精せい霊れいなんていない。絶ぜっ対たい、とらえてみせるから）

　シルフの言こと葉ばに勇ゆう気きをもらう。

　ジリと身みがまえた、そのとき。

　杏あん樹じゅと春はる人との背はい後ごから、三みつ股またの槍やりを手てにしたガーゴイルが飛とびだしてきた。

「ぎゃぎゃぎゃっ！　獲え物もの発はっ見けん！」

「まずいっ！」

　気きづいたときには、もう遅おそい。

　すぐそこに、ガーゴイルが迫せまっている。

（挟はさみうち!?）

　杏あん樹じゅは視し界かいを巡めぐらせた。

　そんな横よこで、

「このっ！」

　春はる人とが、呪じゅ符ふをかまえようとした、そのとき。

　春はる人との脇わきを、煙けむりの中なかにいた影かげが風かぜのように通とおりすぎた。

「えっ!?」

　体からだを反はん転てんした、杏あん樹じゅが見みたもの──

　それは、ガーゴイルの首くびに杖つえをつきさした、ぬらりひょんだった。

「……え！」

　一いち撃げき必ひっ殺さつで、ガーゴイルの体からだが地じ面めんにたおれ込こむ。

「おまえ！」

　春はる人とが杏あん樹じゅを背せに、ぬらりひょんにむき合あった。

「なんで、こんなところに！」

「…………」

　ぬらりひょんが、じっと杏あん樹じゅを見みつめてくる。

　杏あん樹じゅは、かける言こと葉ばがなかった。

　これまでずっと助たすけてくれたのに、信しん頼らいを裏うら切ぎって、あんな別わかれ方かたをしてしまった。

　たとえ、敵てきになってしまったとしても、ぬらりひょんをたおす理り由ゆうがない。

　あんなにも協きょう力りょく的てきだったのに、戦たたかうことなんてできない。

　杏あん樹じゅが不ふ安あんなとき、くしゃくしゃの笑え顔がおで吹ふき飛とばしてくれたぬらりひょん。

　どんなことにも協きょう力りょくを惜おしまなかったぬらりひょん。

　そのぬらりひょんの信しん頼らいを裏うら切ぎったのは、ほかならぬ杏あん樹じゅだ。

「あの──」

「合あわせる顔かおがないと思おもっておりましたのに……」

　杏あん樹じゅが思おもっていたことを、ぬらりひょんが口くちにする。

「……え？」

「ごぶじでなによりですじゃ。大使さま」

　いつも通どおりの呼よびかけに、杏あん樹じゅの目めに涙なみだが浮うかぶ。

「わ、私わたし……」

（あんなこと言いったのに……まだ、私わたしを大たい使しだと思おもってくれてるの？）

　失うしなった信しん頼らいは、簡かん単たんには取とりもどせない。

　そう思おもっていた。

　言こと葉ばがつづかない杏あん樹じゅに、ぬらりひょんがゆっくりと近ちかづく。

「こんな状じょう況きょうで、よく生いきのびて……」

「ぬらりひょんさんこそ。あの、みんなは……？」

　首くびをかしげる杏あん樹じゅの耳みみに、雷らい獣じゅうの咆ほう哮こうが聞きこえてきた。

「みな、大たい使しさまの力ちからになろうと、悪あしき精せい霊れいと戦たたかっております」

「戦たたかって……？」

　杏あん樹じゅが、目めをパチクリさせた。

「まだ十じゅう数すう年ねんの幼おさな子ごじゃ。迷まようこともありましょうて。それなのに、わしらは追おいつめてしまった……せめてもの償つぐないをと、街まちを守まもるため、奮ふん起きしたのです」

　申もうし訳わけなさそうに言いうと、ぬらりひょんは杏あん樹じゅを見みあげた。

「……どうしてもと、カマイタチが言いいましての」

（私わたしに刃はをむけた、あのカマイタチが……）

（みんな、杏あん樹じゅを思おもってるんだね）

（うん……ありがたいよね……）

　杏あん樹じゅは涙なみだをこする。

「大たい使しさま。無ぶ礼れいをはたらいたわしらを、許ゆるしてもらえんでしょうか」

「許ゆるすもなにも……私わたしこそ……」

　胸むねがいっぱいで、言こと葉ばがつづかない。

　そんな杏あん樹じゅを、

「危あぶないっ！」

　と、春はる人とが押おしたおした。

　地じ面めんに転ころがった杏あん樹じゅが、ハッと顔かおを上あげる。

　瓦が礫れきの上うえで、たくさんの悪あっ鬼きたちがニヤニヤとしたイヤな笑わらいを浮うかべながら、杏あん樹じゅを見みおろしている。

「大たい使し、見みつけた」

「殺ころせ！」

「いや、場ば所しょを吐はかせるのが先さきだ」

「バカ。殺ころしたら大おお手て柄がらだぞ」

「核コアが先さきだ！」

　言いい争あらそう悪あっ鬼きたちの耳みみに、キィーンという超ちょう音おん波ぱのような奇き妙みょうな音おとが聞きこえてきた。

「な、なんだ？」

　するどい聴ちょう覚かくを持もつ杏あん樹じゅも、顔かおをしかめる。

「大たい使しさまを守まもれ！」

　ぬらりひょんの声こえに、どこからともなく、煙けむりをわけて妖よう怪かいたちがあらわれた。

　自じ慢まんの着き物ものがやぶれてしまっている猫ねこまた、傷きずを負おっているカマイタチ、ゲタが脱ぬげてしまっている天てん狗ぐやざしきわらし。

　そして、矢やが背せ中なかに突つき刺ささったままの雷らい獣じゅう。

　その他ほかにも、たくさんの妖よう怪かいが、悪あっ鬼きたちに向むかっていく。

　意い表ひょうをつかれたのか、一いっ瞬しゅんひるんだ悪あっ鬼きたちも負まけてはいなかった。

　太ふとい木きでできた棍こん棒ぼうや、槍やりで妖よう怪かいたちをなぎ払はらっていく。

「みんな！」

　たおれている杏あん樹じゅに、春はる人とが手てを差さし出だす。

「わりぃ。とっさのことで……」

「ううん」

　そう言いって、杏あん樹じゅは立たち上あがると身みがまえた。

「加か勢せいしなきゃ！」

「ここは、わしらに任まかせて！　大たい使しさまたちは、学がく園えんへ！」

　杖つえで悪あっ鬼きの攻こう撃げきを受うけながら、ぬらりひょんが叫さけぶ。

「学がく園えん……？」

　妖よう怪かいたちが言いう学がく園えんとは──杏あん樹じゅや光こう哉や、春はる人とが通かよう海かい聖せい学がく園えんのことだ。

　幼よう稚ち園えんから高こう校こうまであり、ここらへんでは有ゆう名めいなマンモス校こうである。

（学がく園えんになにがあるって言いうの？）

　思おもい返かえしても、なにも思おもい当あたらない。

「羊ひつじが学がく園えんに──ぐふっ」

　ぬらりひょんが、悪あっ鬼きの攻こう撃げきをまともに受うけ、膝ひざからくずれおちた。

「邪じゃ魔まなじじい」

　ぬらりひょんを踏ふみつけ、悪あっ鬼きが杏あん樹じゅにちかよってくる。

「い、行いかせんよ……きさまの相あい手ては、わしじゃ……」

　悪あっ鬼きの足あしにしがみつき、ぬらりひょんが春はる人とを見みつめた。

「陰おん陽みょう師じ……大たい使しさまを、学がく園えんへ連つれていくんじゃ」

「でも……」

「やつらは無む限げん。しかし、わしらは有ゆう限げん……数かずが足たりん。行いってくれ！」

　困こん惑わくする春はる人とは、杏あん樹じゅとぬらりひょんを交こう互ごに見みた。

　迷まよってるヒマなどない。

　選せん択たく肢しは、ただひとつ。

「くっ……高たか野の、行いくぞ！」

　春はる人とが、杏あん樹じゅの手てを取とって走はしり出だす。

「大たい使しさまに道みちをあけるんじゃ！」

「おう！」

「任まかしてよ！」

　妖よう怪かいたちは、悪あっ鬼きを投なげとばし、杏あん樹じゅと春はる人とが通とおれるほどの道みちを作つくった。

　駆かけぬける瞬しゅん間かん、ムッとする血ちの臭においにのぼせそうになる。

「おまえら！」

　駆かけぬけた春はる人とが、妖よう怪かいたちをふり返かえった。

「鎮ちん守じゅの杜もりは守まもった。絶ぜっ対たい、帰かえってこいよ！」

　そう声こえをかけると、後うしろ髪がみひかれる杏あん樹じゅを連つれ、春はる人とは学がく園えんへと駆かけだした。







　　　　14　オレが守まもる！




　杏あん樹じゅと春はる人とが息いきを切きらし、学がく園えんへとむかっている、その頃ころ──学がく園えんでは、ふりかえ休きゅう日じつ返へん上じょうで部ぶ活かつ動どうにはげんでいる生せい徒とたちが、混こん乱らんの最さ中なかにいた。

　それもそうだ。

　見みたこともない──空ファン想タジーでしか存そん在ざいしえないと思おもっていた、異い形ぎょうの怪かい物ぶつたちが、自じ分ぶんたちの目めの前まえにあらわれたからだ。

　空そらからはワイヴァーン、地ち上じょうには悪あっ鬼きやガーゴイル。

　上じょう空くうに、自じ衛えい隊たいの飛ひ行こう機きが飛とんでいるのが見みえるが、助たすけてもらえるとは思おもえなかった。

「早はやく、こっちに避ひ難なんしなさい！」

　顧こ問もんの先せん生せいたちが、口くち々ぐちに叫さけぶ。

「建たて物ものでは崩くずれおちる可か能のう性せいがあるが、見みつからないようにするのが一いち番ばんだ」

　そう言いって、恐きょう怖ふで顔かおが引ひきつっている生せい徒とたちを校こう舎しゃの中なかに避ひ難なんさせた。

「陽よう介すけ！　おまえも、早はやく！」

　ひとりの生せい徒とに、先せん生せいが怒ど鳴なった。

　坊ぼう主ず頭あたまを茶ちゃ色いろに染そめ、がっしりとした体からだの球きゅう児じ──陽よう介すけは、光こう哉やの親しん友ゆうだ。

　光こう哉やが落おちこんだとき、迷まよっているとき、陽よう介すけはいつも、笑わらって吹ふき飛とばしてくれた。

　その陽よう介すけが、呆ぼう然ぜんと上じょう空くうを見みあげたまま、動うごかない。

「オレ……」

　頭あたまの隅すみがズキッと痛いたむ。

「オレ、こいつらの存そん在ざいを知しってる……」

　前まえに一度ど、悪あしき精せい霊れいに連つれ去さられたことがあった陽よう介すけ。

　ワイヴァーンたちの襲しゅう撃げきで、忘わすれ薬ぐすりで封ふう印いんしていた記き憶おくが、蘇よみがえりそうになる。

「おい、早はやく──」

「オレ、行いけないよ」

　先せん生せいにそう言いうと、陽よう介すけは持もっていたバットを持もちなおした。

「あそこ……」

「？」

　陽よう介すけが指ゆびさした先さきには、部ぶ室しつ棟とうと呼よばれる建たて物ものがあった。

「あそこにまだ、生せい徒とが残のこってる」

「残のこってるって……」

　部ぶ室しつ棟とうの前まえには、大おおきなワイヴァーンが一匹ぴき、獲え物ものを見み定さだめるようにウロウロしている。

「む、無む理りだ……あきらめろ！」

　先せん生せいの声こえが震ふるえている。

　そんな先せん生せいにふり返かえった陽よう介すけは、今いまにも泣なきそうだった。

「ダチなんだよ……あそこにいるの」

「陽よう介すけ……おい、待まて！」

　先せん生せいの制せい止しも聞きかず、陽よう介すけが走はしりだす。

（光こう哉やだったら、どうすっかな……）

　完かん璧ぺきなオレ様さまの光こう哉やだったら、こんな状じょう況きょうでも、難なんなく打だ破はしてしまうだろう。

「おい、怪かい物ぶつ！」

　ワイヴァーンの背はい後ごで、陽よう介すけが声こえをあげる。

　バットをかまえるものの、体からだの震ふるえは止とまらない。

（光こう哉や……オレ、怖こわいよ……）

　友ともだちを助たすけるためとはいえ、バットひとつで戦たたかわなければいけない状じょう況きょうが信しんじられなかった。

「ギイイイイイイ……」

　歯はぎしりをして、ワイヴァーンがゆっくりとふり返かえる。

　燃もえるような赤あかい瞳ひとみが、陽よう介すけをとらえた。

「オ……オレが相あい手てだ！」

「…………」

　獲え物ものが来きたと喜よろこんだように、ワイヴァーンの口くち元もとが歪ゆがむ。

　部ぶ室しつ棟とうの窓まどから、友ともだちの顔かおが見みえた。

「おい、剛つよし！　オレが引ひきつけてる間あいだに逃にげろ！」

　そう言いった陽よう介すけに、ワイヴァーンのしっぽがふり下おろされる。

（……っ！）

　バットで攻こう撃げきを受うけようと、頭ず上じょうにかまえた、そのとき。

　ワイヴァーンが、いきおいよく吹ふき飛とんでいく。

「へ？　な、なんだ!?」

　目めを丸まるくしている陽よう介すけの前まえには、マントを羽は織おった光こう哉やがいた。

　ケガをしているのか、片かた腕うでを押おさえている。
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（ま、間まに合あった……）

　光こう哉やはワイヴァーンから視し線せんを離はなさずに、乱みだれた呼こ吸きゅうを整ととのえていく。

　駅えき前まえにいたワイヴァーンは、すべて片かた付づけた。

　そのときに、加か勢せいに来きてくれた妖よう怪かいたちから聞きいたのだ。

　事ことの中ちゅう心しんは学がく園えんに──

（急いそいで飛とんできてよかった……まさか、陽よう介すけが戦たたかってるなんて、思おもわなかったし……）

「よ──」

　声こえをかけようとして、ハッと口くちをつぐむ。

　今いまの自じ分ぶんは、陽よう介すけには見みえていない。

　わざわざ、自じ分ぶんから正しょう体たいを明あかす必ひつ要ようはないのだ。

（……どうすりゃいい）

　歯はがみする光こう哉やの視し線せんの先さきで、ワイヴァーンがググッと体からだを起おこす。

「グギギギ……」

（ちくしょう。来こいよ……）

　光こう哉やが、挑ちょう発はつするように笑えみを浮うかべる。

（一いっ瞬しゅんで、カタをつけてやる……）

「このおおおおおおおおお！」

　光こう哉やが身みがまえるより早はやく、光こう哉やの後うしろにいた陽よう介すけはバット片かた手てに、ワイヴァーンへと走はしっていく。

「ばっ、ばか！」

　思おもわず、声こえが出でてしまう。

「……？」

　陽よう介すけが足あしを止とめた。

「光こう哉や……光こう哉やがいるのか？」

　陽よう介すけの表ひょう情じょうが、安あん心しんしたようにゆるんでいく。

「光こう哉や、どこだ！」

　ワイヴァーンが、すぐそこまで迫せまっている。

（くそっ……！）

　光こう哉やの選せん択たく肢しはふたつだ。

　陽よう介すけを守まもるか。

　ワイヴァーンをたおすか。

　ワイヴァーンがむかってきている、進しん路ろ上じょうにいる陽よう介すけは、今いまは邪じゃ魔までしかない。

　守まもっていては、一いっ瞬しゅんでカタをつけることはできない。

（オ、オレは……）

　有ゆう名めいな芸げい能のう人じんになることが、ずっと光こう哉やの夢ゆめだった。

　そこにいるだけで、みんなを笑え顔がおにすることができる──そんな芸げい能のう人じんになりたかった。

　だから……大たい使しの任にんは、そこそこにこなすつもりだった。

　だけど、選せん択たく肢しには命いのちが──友ともだちの命いのちがかかっている。

「……陽よう介すけっ！」

　間かん一いっ髪ぱつ、ワイヴァーンの攻こう撃げきが当あたる前まえに、陽よう介すけを押おしたおすことに成せい功こうした光こう哉やが、ゆっくりと起おき上あがる。

「な、なんだ……今いまの？」

　突とつ然ぜん、なにかにタックルされたような感かんじに、陽よう介すけは首くびをかしげるばかり。

「逃にげろ」

「……光こう哉や？」

　姿すがたが見みえていないとはいえ、光こう哉やは陽よう介すけの顔かおをまともに見みることはできなかった。

「剛つよしをつれて、逃にげるんだ。ここは、オレがやるから」

「は？　え？　どういう──」

「いいから、行いけよっ！」

　怒ど鳴なる光こう哉やの声こえに、陽よう介すけはおずおずと立たち上あがった。

「あ、ありがとな……」

　そう言いって、部ぶ室しつ棟とうのほうに駆かけていく。

　それを見み送おくった光こう哉やの顔かおは、ワイヴァーンに向むき直なおった。

「ギ、ギィィィィィ！」

　ワイヴァーンが咆ほう哮こうした。

　大おおきな口くちから吐はき出だされる炎ほのおの玉たまを、光こう哉やが華か麗れいにかわしていく。

「んなもんが、当あたると思おもってんのかよ！」

　空そら高たかく跳ちょう躍やくし、落らっ下かするいきおいを得えて、光こう哉やの膝ひざ蹴げりがワイヴァーンの首くびの根ねもとにのめり込こんだ。

　骨ほねが折おれたようなイヤな音おとを立たて、ワイヴァーンが地じ面めんにふせる。

「ギィ……イィィ……」

　赤あかい瞳ひとみが、ゆっくりと閉とじたのを見みて、光こう哉やが息いきをはく。

（あと何なん体たいやればいいんだ……）

　全ぜん身しんが、痛いたみで悲ひ鳴めいをあげはじめている。

　自じ己こ治ち癒ゆができても、受うけるダメージのほうがそれを上うわ回まわり、回かい復ふくが間まに合あっていない。

（痛いたいって、久ひさ々びさだな……）

　自じ嘲ちょう的てきな笑えみを浮うかべる光こう哉やに、九つの尻しっ尾ぽを持もった白しろい狐きつね──九きゅう尾びの狐きつねが駆かけよってくる。

「光こう哉やさま、ぶじだったかえ」

「一いち応おうな。わりぃ……あいつらを頼たのむよ」

　そう言いって、光こう哉やは部ぶ室しつ棟とうから出でてくる陽よう介すけと剛つよしとを指ゆびさした。

「彼かれらは──？」

　そう聞きかれて、光こう哉やはすぐに返へん事じができなかった。

　見みかけとは裏うら腹はらに、陽よう介すけは幽ゆう霊れいやオバケといった類たぐいが大だい嫌きらいだ。

（しかも、オレは……吸ヴァ血ンパ鬼イアだ……）

　陽よう介すけが光こう哉やの正しょう体たいを知しったら、きっと認みとめてはくれないだろう。

　小ちいさい頃ころから一いっ緒しょに遊あそんだ仲なかだ。陽よう介すけがどんな態たい度どに出でるかは、だいたい予よ想そうができる。

（吸ヴァ血ンパ鬼イアなんだよな、オレ……）

　今いままで痛いたみを感かんじることもなく、血ちを流ながすこともなかった──強きょう力りょくな吸ヴァ血ンパ鬼イアだった。

　それはこの戦たたかいの最さ中なかで、痛いたいほどわかったつもりだ。

（それでも……）

　光こう哉やが陽よう介すけを見みた。

「っ！」

　視し線せんが合あったような気きがする。

（まさか……まさかな……見みえてるはずがない！）

　胸むねの鼓こ動どうが、早はやまっていく。

「光こう哉やさま？」

　九きゅう尾びの狐きつねが、いたわるような声こえをかける。

「どこか……やはり、回かい復ふくが追おいついていないのではないかえ」

「いや、大だい丈じょう夫ぶ」

　そう答こたえて、光こう哉やは九きゅう尾びの狐きつねに言こと葉ばをつづける。

「あいつらを頼たのむ」

「特とく定ていの人にん間げんを守まもるのは、気き乗のりがしないが……まぁ、ええ。やつらはまだ増ふえる……無む理りだけはしなさんな」

「あぁ」

　光こう哉やの返へん事じを聞きいて、九きゅう尾びの狐きつねが陽よう介すけたちのほうにむかって駆かけだした。

「ひぃっ！」

　剛つよしが息いきを呑のむ。

「尻しっ尾ぽが……尻しっ尾ぽが！」

　取とり乱みだす剛つよしを背せに、陽よう介すけがバットをかまえた。

「物ぶっ騒そうじゃの」

「しゃ、しゃべった！」

　飛とびあがる陽よう介すけと剛つよしに、九きゅう尾びの狐きつねがペコリとお辞じ儀ぎをする。

「おぬしらを逃にがすようにと仰おおせつかったのじゃ。ついてきなされ」

「だ、だれに？」

　陽よう介すけがこわごわと口くちをきく。

　だけど、九きゅう尾びの狐きつねが答こたえることはなかった。

「ここにいては邪じゃ魔まだえ」

　と言いうばかり。

「おまえさ……」

　どこかで見みた覚おぼえがあった。

（狐きつね……九つの尻しっ尾ぽ……あっ！）

「おまえ、神じん社じゃにいたろ？　ほら、町ちょう内ないの神じん社じゃのお祭まつりに……」

「ほう。おぬしも、あそこにおったのか」

「よ、陽よう介すけ……知しってんの？」

　剛つよしが、青あおざめた顔かおで陽よう介すけを見みた。

「ほら！　光こう哉やの妹いもうとが通とおり魔まに襲おそわれた……ときに……」

　ズキッと頭あたまが痛いたむ。

（いや、ちがう……）

　それよりも前まえに、こんな風ふうな異い形ぎょうのバケモノを見みたことがある。

　毛けむくじゃらのバケモノ。

　部ぶ活かつの帰かえりに、面めん倒どうだからと通つう学がくバスに乗のった、あのとき──バケモノに陽よう介すけは襲おそわれたのだ。

　あのときから、陽よう介すけの、バケモノに対たいする考かんがえ方かたは少すこしずつ変かわってきた。

　やつらは存そん在ざいしている。

　人ひととちがう世せ界かいで生いきている。

　そして、今いま──目めの前まえで、その存そん在ざいを目まの当あたりにしている。

「あのとき、オレはどうしてた……」

　つぶやいて考かんがえこむ陽よう介すけを、剛つよしが心しん配ぱいそうに見みやる。

「おい、陽よう介すけ……しっかりしろよ！」

　剛つよしの声こえだ。

　だけど、その言こと葉ばをあのときも──襲おそわれたときにも聞きいた。

　だれの声こえで？

「光こう哉やだ……」

　陽よう介すけの記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえる。

　あのとき、陽よう介すけを助たすけてくれたのは光こう哉やだった。

　まるで、吸ヴァ血ンパ鬼イアのようなインバネスを身みに纏まとい、つけたような長ながい犬けん歯しが印いん象しょう的てきだった。

「光こう哉や……やっぱり、光こう哉やだったのか！」

　陽よう介すけが、上じょう空くうを見みあげている光こう哉やに駆かけよろうとした。

　姿すがたは見みえないが、なんとなく、そこにいるというのを感かんじたのだ。

「待またれい」

　九きゅう尾びの狐きつねが、陽よう介すけを止とめる。

「こ……いや、大たい使しさまは、この戦たたかいで疲ひ弊へいなさっておる。これ以い上じょうの精せい神しん的てき負ふ担たんは、かけないでもらえんか」

「精せい神しん的てき負ふ担たん……オレが、負ふ担たんだって!?」

　カッとなった陽よう介すけに、九きゅう尾びの狐きつねがうなずいた。

「大たい使しさまは、正しょう体たいがバレることを恐おそれておる。人にん間げんの生いきる世せ界かいで活かつ躍やくしたいと願ねがっておる。故ゆえに、人にん間げんであるおぬしが正しょう体たいに気きづくと、色いろ々いろと面めん倒どうなのだ」

「しらねーよ！」

　陽よう介すけは九きゅう尾びの狐きつねを押おしのけ、光こう哉やに大おおきな声こえをかけた。

「光こう哉や、光こう哉やなんだろ！」

　陽よう介すけの声こえに気きづき、光こう哉やがふり返かえった。

（正しょう体たいが……バレた!?）

　九きゅう尾びの狐きつねと小こ競ぜり合あいをしている陽よう介すけを見みつめる。

　どうやら、こちらに来こようとしている陽よう介すけを、九きゅう尾びの狐きつねが止とめているようだ。

「光こう哉や！　オレさ」

　耳みみをふさぎたかった。

（これ以い上じょう……追おいつめないでくれよ……）

　大たい使しとしての責せき任にんも果はたせず、人にん間げんとしての夢ゆめも潰ついえてしまう。

　これから、なにを糧かてに生いきていけばいいのか。

　頭あたまを抱かかえた光こう哉やに、陽よう介すけが言こと葉ばをつづけた。

「オレさ……ずっと、おまえをわかってたつもりだった。完かん璧ぺきなオレ様さまだと思おもってた。悪わるかったよ！」

「……？」

「おまえも、色いろ々いろ悩なやんでたんだな。芸げい能のう人じんとしても、その……なんだ……吸ヴァ血ンパ鬼イア？」

　聞きかれて、光こう哉やは泣なきそうな顔かおで笑わらった。

「そうだよ！　オレは吸ヴァ血ンパ鬼イアだ！」

　ヤケになって答こたえた言こと葉ばに、陽よう介すけが嬉うれしそうにほほえんだ。

「いいじゃん。かっこいいよ！」

「は？」

「やっぱり、光こう哉やだ！　人にん間げんの世せ界かいでも、バケモノの世せ界かいでも、光こう哉やは第だい一いっ線せんで活かつ躍やくしてんだからよ」

　光こう哉やが吹ふき出だした。

「バカだな、おまえ」

「バカだよ、オレ。だから、光こう哉やのこと、わかったつもりになってた。言いってくれよ！　オレは、おまえがどんな風ふうになっても、ダチでいるからよ！」

「……陽よう介すけ」

　光こう哉やが唇くちびるをかんだ。

　こらえても、視し界かいがにじんでいく。

「光こう哉やなら、やってくれるって信しんじてるから！」

　九きゅう尾びの狐きつねに首くび根ねっこをつかまれ、陽よう介すけが校こう舎しゃへと引ひきずられていく。

「信しんじてるから……生いきて戻もどってきてくれよ！」

　陽よう介すけの顔かおも、涙なみだでぐしゃぐしゃになっている。

「こうるさい坊ぼう主ずだえ……こっちゃ来こい」

「くそっ、放はなせよ！」

　暴あばれる陽よう介すけに、光こう哉やは嗚お咽えつをこらえた。

　もう迷まよわない。

　信しんじてくれる友ともだちがいる。

　わかってくれる友ともだちがいる。

　今いまの光こう哉やには、なによりありがたい存そん在ざいだった。

「大人おとなしくしてろよ、陽よう介すけ」

　そう叫さけんで、光こう哉やは上じょう空くうを見みあげた。

　今いまにも地ち上じょうに降おりてきそうなワイヴァーンを、蒼あおい瞳ひとみでにらみ付つける。

「オレが守まもってやるからよ」







　　　　15　約やく束そく




「はぁっ……はぁっ……」

　里さと美みと百ゆ合りを抱だきかかえた饕とう餮てつが、学がく園えんの前まえで足あしを止とめた。

「ここのようじゃ」

　そう言いって、こわごわと足あしをふみ出だす。

　ピリッとした痛いたみを感かんじ、顔かおをひきつらせた。

「核コアが放はなつ聖せいなる光ひかり……我われを拒こばむ気きか。ふむ」

　饕とう餮てつは、上じょう空くうを旋せん回かいしているワイヴァーンにむかって、口くち笛ぶえを鳴ならす。

　その音おとに気きづき、一匹ぴきのワイヴァーンがガーゴイルを乗のせて、饕とう餮てつのほうへと降おりてきた。

「饕とう餮てつさま、どうなさいましたか」

「ここじゃ。ここに核コアがある」

「やはり……ここに降おりると本ほん来らいの力ちからがでないという悪あっ鬼きたちの報ほう告こくがあったので、まさかとは思おもったのですが」

　ガーゴイルはそう言いうと、ニヤリと笑わらった。

「時じ間かんの問もん題だいですね」

「そうじゃ。メフィストフェレスを呼よんでこい。勝しょう利りの雄お叫たけびをあげようぞ」

「わかりました。ボスもすぐそこまで来きています。そう時じ間かんは、かからないでしょう」

　と、ガーゴイルが里さと美みと百ゆ合りに気きづく。

「この子こどもらは？」

「大たい使しの思おもい人びとじゃ」

「食たべないのですか？」

　ガーゴイルが首くびをかしげる。

「ただの荷に物もつなら、ワイヴァーンに運はこばせればよかったのでは？」

「核コアを破は壊かいし、大たい使しの前まえでこやつらを喰くうてから、大たい使しをデザートにいただくのだ。わからんのか」

　正しょう直じき、わからない。

　だけど、ガーゴイルは曖あい昧まいに笑えみを浮うかべたまま、

「呼よんできます」

　と、ワイヴァーンを従したがえ、東ひがしの空そらへと消きえていった。

「さて……行いこうかね」




　饕とう餮てつが学がく園えんの中なかへと進すすんでいって、しばらくしてから──息いきを切きらした杏あん樹じゅと光こう哉やが、学がく園えんの前まえに現あらわれた。

「血ちが、つづいてる……」

　目めをこらし、血ちのあとを追おう。

　どうやら、中なか庭にわにむかっているっぽい。

「高たか野の、平へい気きか？」

「そっちこそ」

　ケガの程てい度どは、春はる人とのほうがひどいのだ。

　心しん配ぱいされると、なんだか困こまってしまう。

「行いくぞ」

「う、うん……」

　杏あん樹じゅは、学がく園えんの中なかに足あしを踏ふみ入いれた。

（里さと美み……百ゆ合り……ぶじでいて！）

　校こう庭ていを横よこ目めに、杏あん樹じゅたちは中なか庭にわへと急いそぐ。

「あっ！」

　杏あん樹じゅが突とつ然ぜん足あしを止とめた。

「どうした？」

　杏あん樹じゅの視し線せんを追おった春はる人とも、目めをパチクリさせる。

「光こう哉や先せん輩ぱい……」

「立たち直なおったみたい」

　杏あん樹じゅが安あん堵どの表ひょう情じょうを浮うかべる。

　遠とおくに見みえる光こう哉やは、口くち元もとに笑えみを浮うかべ、次つぎから次つぎへとワイヴァーンをたおしていく。

「みたいだな──あ、あぶないっ！」

　光こう哉やにむかって、何なん匹びきものワイヴァーンが同どう時じに咆ほう哮こうした。

　いくつもの炎ほのおの玉たまが、光こう哉やに飛とんでいく。

「おにいちゃんっ！」

　だけど、ワイヴァーンが光こう哉やの足あしに食くいついていて、光こう哉やは身み動うごきが取とれないでいる。

「助たすけに──」

　杏あん樹じゅが飛とびあがろうとした瞬しゅん間かん。

　炎ほのおの玉たまが、突とつ然ぜん、何なに者ものかにかき消けされた。

「レモナ！」

　蹴けりの風ふう圧あつだけで、レモナが炎ほのおの玉たまを消けしたのだ。

　止とまることなく、レモナは宙ちゅう返がえりをして、光こう哉やに噛かみ付ついているワイヴァーンに蹴けりを入いれる。

「意い外がいとやるじゃん、あいつ」

　春はる人とが、感かん心しんしたようにつぶやいた。

　光こう哉やと合ごう流りゅうしたレモナが、なにかを話はなしている。

　うなずきながら聞きいていた光こう哉やが、眼がん下かにいた杏あん樹じゅたちに気きづく。

　大おおきく手てをふって、すぐにワイヴァーンにむかっていく光こう哉やを見みて、杏あん樹じゅは拳こぶしをにぎった。

「行いこう！」

　校こう舎しゃに囲かこまれている中なか庭にわには、大おおきな噴ふん水すいがあった。

　今いまは壊こわされていて、水みずが出でていないけれど。

　その縁へりに、里さと美みと百ゆ合りがたおれていた。

　饕とう餮てつは──

「どこ？　あいつはどこに行いったの!?」

　キョロキョロと注ちゅう意い深ぶかく、周しゅう囲いを見みまわす。

　気け配はいはない。

「２人ふたりを助たすけなきゃ」

　杏あん樹じゅが駆かけよったとき、壊こわれた噴ふん水すいから饕とう餮てつが飛とびだしてきた。

「待まっていたぞ、大たい使し」

　と、里さと美みと百ゆ合りの前まえに立たちはだかる。

「おまえたちは、ここで人じん生せい最さい大だいの絶ぜつ望ぼうを味あじわうことになる」

「……どういう意い味み？」

　杏あん樹じゅの問といに答こたえず、饕とう餮てつはニヤニヤと笑わらうだけ。

「…………」

　身みがまえながら、杏あん樹じゅは饕とう餮てつとの間ま合あいを計はかっていく。

「高たか野の……任まかせていいか？」

　小こ声ごえで聞きいてくる春はる人とに、杏あん樹じゅは饕とう餮てつを見みすえながら答こたえる。

「いいけど……なにか策さくでも？」

「前まえに、青せい龍りゅうをとらえた風かぜの檻おりがあっただろ。あれで足あし止どめしてくれ」

「わかった」

「オレは……それまで力ちからをためとく。多た分ぶん、チャンスは一いち度どだ」

　杏あん樹じゅはコクリとうなずいた。

「なにをコソコソ……聖せいなる光ひかりの近ちかくで、気きが大おおきくなったか」

「聖せいなる……核コアがあるの!?」

　杏あん樹じゅが目めを見みひらく。

「あるさ。この下したにね」

　饕とう餮てつが立たっている地じ面めんを踏ふんだ。

「壊こわれるのも、もう時じ間かんの問もん題だいだがね。メフィストフェレスが来きたら、すぐに破は壊かいの呪じゅ文もんを唱となえるだろう」

「そ、そんな！」

　焦あせる杏あん樹じゅに、シルフが声こえをかける。

（杏あん樹じゅ、落おち着ついて。光こう哉やとレモナが上じょう空くうにいるんだ。簡かん単たんに、ここへは降おりてこられないよ）

（でも……）

（２人ふたりを信しんじてないの？）

（ううん……）

　杏あん樹じゅがかすかに首くびをふる。

（そうよね……今いまは、こいつをたおさなきゃ！）

　じりじりとにじり寄よってくる饕とう餮てつを、杏あん樹じゅがにらみ付つける。

　妙みょうな間まが空あいて──

　先さきに動うごいたのは、饕とう餮てつだった。

「くっ……！」

　すばやい攻こう撃げきをよけるので、精せいいっぱいだ。

　風かぜを起おこす余よ裕ゆうもない。

　ステップを踏ふむように、杏あん樹じゅはギリギリのところで饕とう餮てつの攻こう撃げきから逃のがれていく。

「ちょこまかと……！」

　饕とう餮てつの顔かおつきが変かわった。

　もこもこの毛けが逆さか立だち、大おおきな口くちからはのこぎりのような歯はがズラリと並ならんでいる。

「喰くいの饕とう餮てつを怒おこらせたこと……死し人にんの世せ界かいで後こう悔かいするがいい」

　そう言いうが早はやいか、饕とう餮てつが杏あん樹じゅの目めの前まえに迫せまってきた。

「まずい──きゃあっ！」

　饕とう餮てつの蹄ひづめが、杏あん樹じゅをなぎたおす。

　砂すな埃ぼこりをあげて、杏あん樹じゅが校こう舎しゃに体からだを打うちつけた。

「ったぁ……」

　何なん度ど、背せ中なかを打うち付つけただろう。

　ケガを共きょう有ゆうしてもらっても、これじゃあ、身みが持もたない。

「も、もう待まてん……食しょく事じの時じ間かんだ」

　ニタリと笑わらうと、饕とう餮てつは身み動うごきできずにいる杏あん樹じゅに突とっ進しんしてきた。

　両りょう手てを広ひろげ、大おおきな口くちから涎よだれを垂たれ流ながし、迫せまる饕とう餮てつ。

　逃にげる場ば所しょはなく、避よけるには時じ間かんがない。

（杏あん樹じゅ、今いまだっ！）

　シルフの声こえを合あい図ずに、杏あん樹じゅが思おもいっ切きり足あしをふり上あげた。

　クツ先さきから、何なん本ぼんもの竜たつ巻まきがあらわれる。

「ぬ!?」

　食たべることだけに意い識しきを集しゅう中ちゅうしていた饕とう餮てつは、竜たつ巻まきを避よけることができなかった。

　あっという間まに、竜たつ巻まきに取とり囲かこまれてしまう。

「こ、このっ……これしきの竜たつ巻まき、やぶってみせようぞ」

　そのときだ。

　杏あん樹じゅから離はなれた場ば所しょで、春はる人とが呪じゅ符ふを手てに、印いんを切きりはじめていた。

「臨りん・兵ぴょう・闘とう・者しゃ・皆かい・陣じん・列れつ・前ぜん・行ぎょう！」

　春はる人とのかざした呪じゅ符ふが、青あお白じろい雷らい光こうをまとう。

「父とうちゃんと母かあちゃんの仇かたきだ……楽らくにいけると思おもうなよ！」

　春はる人とが声こえを上あげ、呪じゅ符ふを投なげつけた。

　とたんに、饕とう餮てつの足あしもとに魔ま法ほう陣じんが浮うかびあがる。

「なっ……これは！」

　饕とう餮てつがあわてはじめた。

「小こ僧ぞう、我われを──」

「陰おん陽みょう師じの祖そ、安あ倍べの名なの下もとに……荒あれ狂くるう魂たましいを浄じょう化かする」

　春はる人との目めの色いろが澄すんでいく。

　なにもかも、のみ込こんでしまうかのような深しん紅くの瞳ひとみに、杏あん樹じゅは息いきを呑のんだ。

　春はる人とが再ふたたび印いんを切きる。

　すると、魔ま法ほう陣じんが目めをおおうばかりの雷らい光こうにつつまれた。

「や、やめろ……おまえは……あのときの──」

　最さい後ごまで言こと葉ばを言いえないまま、饕とう餮てつは声こえなき声こえをあげ──ついには、小ちいさな玉たまになった。

　初はじめて、杏あん樹じゅが悪あしき精せい霊れいと対たい峙じしたときに、モルガンが封ふう印いんしたように。

「へへっ」

　フラフラになりながら、春はる人とが大だい事じそうに玉たまをひろい上あげる。

「安あ倍べくん……すごい、今いまの！」

　杏あん樹じゅが、転ころげるように駆かけよった。

「今いまの──成せい功こうしてよかった……」

　安あん心しんしたように言こと葉ばを吐はきだすと、春はる人とは地じ面めんにすわり込こんだ。

　そのはずみで、ひろった玉たまが転ころがり落おちる。

「情なさけねぇな……握あく力りょくもなくなっちまった……」

「安あ倍べくん……」

　杏あん樹じゅが玉たまをひろう。

「はい、これ」

「ありがと。これ……」
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　空そらにかかげて、春はる人とが忌いま々いましそうに見みつめる。

「割われば、饕とう餮てつは消きえるんだよな」

「…………」

　不ふ安あんそうに見みつめる杏あん樹じゅに気きづき、春はる人とがほほえむ。

「大だい丈じょう夫ぶ。こいつも、心こころを入いれ替かえてくれると信しんじて……この戦たたかいが終おわったら、陰おん陽みょう師じの連れん盟めいに届とどけるから」

　こんな状じょう況きょうでも、春はる人とは杏あん樹じゅとの約やく束そくを守まもってくれている。

　精せい霊れいは敵てきじゃない。

　話はなせばきっとわかる。

　胸むねの奥おくが熱あつくなるのを感かんじて、杏あん樹じゅは春はる人とにほほえみ返かえした。

「安あ倍べくん、ありがとう」

　そう言いうと、杏あん樹じゅは噴ふん水すいの縁へりへと駆かけよった。

「里さと美み！　百ゆ合り！」

　２人ふたりの肩かたをゆらす。

　顔かお色いろは悪わるいが、ちゃんと息いきはある。

（怖こわい思おもいさせちゃったね……）

　グッと言こと葉ばを呑のむ杏あん樹じゅは、なにかの気け配はいを感かんじ、あわてて顔かおを上あげた。

「……！」

　地じ面めんをゆらすような音おとを立たて、杏あん樹じゅの横よこに、レモナが空そらから落おちてきた。

「レ、レモナ！」

　杏あん樹じゅがレモナを抱だきおこすと、レモナが顔かおを歪ゆがめる。

「生いきて……よかった！」

「ごめ……杏あん樹じゅ。ちょっと……休きゅう憩けい……」

　返かえす言こと葉ばが見みつからない。

　杏あん樹じゅは、ただただレモナにうなずくだけ。

「光こう哉やひとり……メフィストフェレス……来きた……」

「え？」

「行いって……あげて……」

　そう言いうと、レモナがスーッと目めを閉とじる。

「レモナ！」

　脈みゃくを取とる。

　心しん臓ぞうの音おとにあわせて、トクントクンと動うごいているのを確かく認にんして、杏あん樹じゅは立たち上あがった。

　力ちからが入はいらない体からだをどうにか起おこし、春はる人とも歩あるいてくる。

「安あ倍べくん……」

「行いくのか？」

「うん」

　杏あん樹じゅはうなずいた。

　それを見みて、春はる人とはなにも言いえなかった。

　目めの前まえの──ただただ気き持もちの強つよい女おんなの子こに、かける言こと葉ばはない。

「安あ倍べくん、みんなをお願ねがい」







　　　　16　絆きずなの力ちから




　シルフの力ちからを借かり、上じょう空くうへ上あがった杏あん樹じゅは、光こう哉やの横よこに浮うかびあがった。

「おにいちゃん……」

「杏あん樹じゅか」

　光こう哉やは、杏あん樹じゅにふり向むきもせずに答こたえた。

　じっと見みている視し線せんの先さきには、ワイヴァーンの群むれ。

　そして──まるでワイヴァーンを従したがえるかのように、その背せにまたがっているのは、忘わすれもしない悪あく魔まの姿すがたであった。

　初はじめて対たい峙じした、あの恐きょう怖ふが蘇よみがえる。

　とがった耳みみ、浅あさ黒ぐろい肌はだ。白しろに似にた金きん色いろの長ながい髪かみとするどい瞳ひとみ。

「メフィストフェレス！」

　杏あん樹じゅと光こう哉やは、とっさに身みがまえた。

「おや……饕とう餮てつは、やられてしまったのか」

　そう言いうものの、残ざん念ねんそうな感かんじはない。

「捨すて駒ごまにもならなかったか」

「そんな言いい方かたって……！」

　杏あん樹じゅが怒ど鳴なった。

「あなたのいる場ば所しょは、ここじゃない！」

「いいや、ここだよ」

　自じ信しんたっぷりにそう言いって、メフィストフェレスは、優ゆう雅がな笑えみを浮うかべた。

　両りょう手てを広ひろげ、まるで演えん説ぜつでもするかのように声こえをはりあげる。

「見みろ、この空そらを！　暗あん黒こくの世せ界かいの幕まく開あけじゃないか！」

　遠とおくで雷らい鳴めいがとどろき、ぶ厚あつい雲くもが空そら全ぜん体たいをおおっている。

「日ひは、のぼらない。人にん間げんの明日あしたはない。それでも、あらがうというのか？」

「明日あしたは来くるよ」

　光こう哉やがしずかに言いった。

「明日あしたは、オレたちが作つくる」

「相あい変かわらず、浅あさい考かんがえ方かたしかできない子こどもらだ」

　メフィストフェレスの、バカにするような笑わらいに、ガーゴイルたちも笑わらう。

「おまえたちは、大たい使しではない。明日あしたを作つくるなどと笑わらわせる」

「……なんだと？」

　光こう哉やの顔かおが、険けわしくなる。

　それは、杏あん樹じゅも同おなじだった。

「イーヴァルの孫まごだというから、前まえは見み逃のがしてやったが、今こん回かいはちがう。もはや、決けつ意いがゆらぐような者ものたちの成せい長ちょうを待まっても無む意い味み！　日にっ本ぽんを我わが手しゅ中ちゅうに！　そして、世せ界かいを再ふたたび、悪あく魔まであふれ返かえすのだ！」

　威い厳げんにあふれた言こと葉ばに、ガーゴイルや悪あっ鬼きたちが咆ほう哮こうをあげた。

「そうだ、オレたちの世せ界かいを！」

「大たい使しなんぞ、いないも同どう然ぜん！」

　騒さわぐガーゴイルたちの声こえに、耳みみをふさぎたくなってくる。

　気き持もちがゆらいだのは事じ実じつだ。

　それをいつわることはできない。

　言いいかえせない悔くやしさに、光こう哉やは拳こぶしを握にぎりしめる。

「物もの事ごとは、全すべてタイミングだ。わかるか？」

　さとすような口く調ちょうで、メフィストフェレスが言こと葉ばをつづける。

「饕とう餮てつが情じょう報ほうを得えたとき、私わたしはフランスから逃にげ出だした。そして、おまえらがゆらぎ、加か護ごが消きえた。事ことの流ながれが、すべて私わたしに味み方かたしている」

　うむを言いわせない言こと葉ばに、杏あん樹じゅがうつむきそうになった、そのとき。

　足あしもとから声こえが聞きこえてくる。

「ばっかじゃないの！　杏あん樹じゅは、強つよいんだから！　あんたなんか、すぐやっつけちゃうんだから」

　そう言いったのは、里さと美みだ。

「里さと美み……」

「そうだよ！　人にん間げんなんだから、ゆらぐこともあるだろ。思おもい直なおしてがんばってんだから問もん題だいない！　大たい使しだかなんだかわかんねーけど、光こう哉やはやってくれるんだ！」

「あのバカ……」

　陽よう介すけの言こと葉ばに、光こう哉やが頭あたまを抱かかえる。

　だけど、なんだか嬉うれしかった。

　認みとめてくれる友ともだちがいる。

　それだけで、力ちからがわいてくる。

「大たい使しであるとかないとか……そんなんじゃねーんだ」

「あ？」

　メフィストフェレスが、光こう哉やを見みすえる。

「なにを言いってる」

「オレは、この街まちを守まもりたいだけの吸ヴァ血ンパ鬼イアだ。大たい使しじゃなくても、オレは立たち上あがるぜ」

　光こう哉やに同どう調ちょうし、杏あん樹じゅも声こえをあげた。

「そうよ！　絶ぜっ対たい、守まもってみせるんだから！」

「なっ……どこから、そんな自じ信しんが……」

　理り解かいできないといった風ふうに、メフィストフェレスが頭かぶりをふった。




　地ち上じょうでは、杏あん樹じゅの足あしもとまで歩あるいてきた春はる人とが、震ふるえる体からだで呪じゅ符ふをかまえる。

（頼たのむ……あと一回かいだけでいい……）

　だけど、呪じゅ符ふすら満まん足ぞくにかまえられない。

（くそっ……！）

　体からだのどこにも、力ちからは残のこっていなかった。

　一いち番ばん力ちからになりたいときに、いつも力ちからになれない。

　悔くやし涙なみだが、春はる人との頬ほおを伝つたう。

「陰おん陽みょう師じどの、わしらが力ちからを貸かしましょうぞ」

　そう言いって、今いまにも崩くずれおちそうな春はる人との体からだを支ささえる影かげ。

「お、おまえっ！」

　ボロボロになったぬらりひょんが、口くち元もとに笑えみを浮うかべる。

　そんなぬらりひょんについてくる妖よう怪かいたちは、両りょう手てで数かぞえ切きれないほど。

　みんな、どこかしらケガをしているものの、消きえた妖よう怪かいはいなさそうだ。

「おまえら……」

「安あん住じゅうの地ち、杜もりさえあれば……わしらの存そん在ざいを信しんじてくれる者ものさえいれば……わしらは消きえない。杜もりを守まもってくれたお礼れいじゃ」

　ぬらりひょんが、春はる人との背せ中なかをグッと押おした。

「わしらの命いのち、使つかってくだされ」

　体からだ中じゅうが熱あつい。

　背せ中なかを中ちゅう心しんに、血ちが駆かけめぐるのを感かんじる。

「これって──おい！」

　春はる人とが元げん気きになっていくのと反はん比ぴ例れいし、妖よう怪かいたちの姿すがたが、次つぎ々つぎと消きえていく。

（……ありがとな）

　力ちからが戻もどってくるのを感かんじ、春はる人とは呪じゅ符ふをかまえ直なおした。

（いける！）

　春はる人とは、すばやく印いんを切きった。

　メフィストフェレスは、地ち上じょうにまで気きが回まわっていない。

　杏あん樹じゅや光こう哉やの言こと葉ばに耳みみを傾かたむけている今いまだからこそ──

「いっけぇ！」




　まさか、他ほかに動うごける者ものがいるとは思おもわずにいたメフィストフェレスは、突とつ然ぜん、周しゅう囲いに広ひろがった魔ま法ほう陣じんを見みて、顔かおをしかめた。

「こ、これは……！」

　とっさに身みをよじったが、指ゆびの一本ぽんでさえ動うごかせない。

「なんて強きょう力りょくな……！」

　メフィストフェレスだけではなく、上じょう空くうにいたワイヴァーンたちも苦くるしげな声こえをあげている。

「杏あん樹じゅ、今いまだ！」

「うん！」

　とは言いうものの、攻こう撃げきするほどの力ちからが残のこっていない。

　気き力りょくだけで浮うかんでいる光こう哉や、シルフに動うごかしてもらわないと、蹴けりのひとつもできない杏あん樹じゅ。

「今いまが、チャンスなのに……」

「体たい当あたりするか！」

　光こう哉やの提てい案あんに、

「高こう貴きな吸ヴァ血ンパ鬼イアが、体たい当あたりって……それってどうなの？」

　と返へん事じをする声こえ。

「？」

　頭ず上じょうを見み上あげると、そこには──四よん大だい精せい霊れいである水みずのウンディーネ、地ちのノーム、火ひのサラマンダーが浮うかんでいた。

「遅おくれて悪わるかったわね」

　冷つめたくほほえむウンディーネが、杏あん樹じゅの横よこにやってくる。

「なんで、ここに……!?」

「世せ界かいの破は滅めつの危き機きよ。その中ちゅう心しんの日にっ本ぽんを助たすけるのは、当とう然ぜんのことだわ」

「道どう中ちゅう、色いろ々いろあってな。来くるのが遅おくれちまったってわけだ。すまねえな、お嬢じょうちゃん」ウンディーネにつづいて、サラマンダーもノームを肩かたに乗のせ、降おりてくる。

「パラケルススからもらった力ちから、今いまこそ使つかうときぞ」

「……使つかうって？」

　杏あん樹じゅが首くびを傾かしげた、そのとき。

（ノーム、ちょっと待まって！　ボクがいなきゃ、その力ちからは使つかえないんじゃ……）

　杏あん樹じゅの頭あたまの中なかに響ひびく、シルフの声こえ。

　その声こえはノームにも伝つたわったようだ。

「つかえんよ。だから、変へん身しんを解とくのじゃ」

（それじゃ、杏あん樹じゅは浮うかんでられないよ！　杏あん樹じゅの能のう力りょくに、飛ひ行こうの力ちからはないんだ！）

「な、なんと！」

　ノームが目めを丸まるくする。

　話はなしが見みえない杏あん樹じゅは、それでも──パラケルススの力ちからを使つかうには、飛とべないとダメだということに、頭あたまを下さげる。

「ご、ごめんなさい……」

「困こまったの」

「おい、どうすんだよ。陰おん陽みょう師じとやらの魔ま法ほう陣じんは、そろそろ決けっ壊かいしそうなのによ」

　サラマンダーに言いわれて、杏あん樹じゅは暴あばれ狂くるっているメフィストフェレスを見みた。

　上じょう空くうに大おおきく浮うかぶ魔ま法ほう陣じんの縁ふちに、亀き裂れつが入はいりはじめている。

　妖よう怪かいたちの命いのちをもってしても、メフィストフェレスの完かん全ぜんな足あしかせにはならなかったようだった。

「なにをするつもりだ？」

　光こう哉やの言こと葉ばに、ウンディーネが光こう哉やを見みた。

「言いうよりも、見みせたほうが早はやいわ」

　そう言いって、サラマンダーとノームに目め配くばせをした。

「あなたたちでやって」

「それって──」

　杏あん樹じゅがなにか言いいかけた瞬しゅん間かん。

　サラマンダーは口くちの中なかで、もそもそと呪じゅ文もんを唱となえた。

　杏あん樹じゅの聴ちょう覚かくでも、聞きこえないほどの声こえ。

　古こ代だいの言こと葉ばだろうか。

　揚よう々ようと唱となえるサラマンダーの体からだが燃もえ上あがる。

「きゃっ！」

　近ちかくにいるせいか、空くう気きがビリビリと熱あつくなってきた。

　そんなサラマンダーの肩かたに乗のっているノームは──姿すがたさえも見みえない。

　炎ほのおに溶とけこんでしまったかのように。

「我われら、四よん大だい精せい霊れい……パラケルススとの取とり決きめにより、邪じゃを祓はらう武ぶ器きとなる……セイッ！」

　ひときわ、大おおきな声こえでサラマンダーが咆ほう哮こうする。

　まっ赤かに燃もえる炎ほのおがはじけ、一いっ瞬しゅんにして──武ぶ器きが現あらわれた。

　岩いわでできたような、ゴツゴツとした２メートルほどの筒つつ状じょうのもの。

　筒つつの中なかには、まっ赤かに燃もえる炎ほのおが詰つめ込こまれている。

「これ──」

　光こう哉やが吸すい寄よせられるように、手てに取とった。

　ズシリと重おもい。

　多た分ぶん、ふつうの人にん間げんでは持もてない。

　それでも、光こう哉やの手てに、ずっと前まえから使つかい慣なれていたかのように、ピッタリとなじむ。

「人にん間げんの世せ界かいで言いう、キャノン砲ほうかしら」

　自じ信しんたっぷりの笑えみを浮うかべて、サラッと答こたえるウンディーネは、杏あん樹じゅにむきなおる。

「杏あん樹じゅ。あなたは、この戦たたかいを終おわらせる覚かく悟ごはある？」

「あ、あります！」

　コクリとひとつ頷うなずく。

「よろしい。ひとつだけ言いうことがあるわ」

「？」

「武ぶ器きになる以い上じょう、私わたしたちは、すぐに元もとの姿すがたには戻もどれないの。もし……もし、なんて言こと葉ばを使つかうのはイヤだけれど。もし、これでたおせなかったら、自じ分ぶんたちでどうにかしてちょうだい」

「わかった」

「じゃあ、シルフを返かえしてもらうわ」

「お、おい！」

　光こう哉やが顔かおをしかめた。

「それじゃ、杏あん樹じゅは──」

「落らっ下かしながらでも打うてるでしょう？」

「この高たかさから落おちたら……」

　光こう哉やが足あしもとを見みた。

　下したにいる春はる人とが、まるでマメつぶだ。

「……いいよ、おにいちゃん」

「杏あん樹じゅ、なに言いって──」

「どうにかなるから。それより」

　杏あん樹じゅは魔ま法ほう陣じんを見みつめた。

　もう時じ間かんがない。

「ウンディーネさん、シルフ。お願ねがい……力ちからを貸かして」

「そのつもりで来きたんだもの。魔ま法ほう陣じんの状じょう態たいから、チャンスは一度どよ」

「わ、わかった……！」

　返へん事じをした杏あん樹じゅの横よこで、ウンディーネが印いんを切きった。

　まるで踊おどっているかのように、空そらを舞まう。

（杏あん樹じゅ……）

　心しん配ぱいそうなシルフは、しばらくクツの状じょう態たいから戻もどらない。

「シルフ、急いそいで！」

（……ごめん、杏あん樹じゅ）

「なんで謝あやまるの」

（最さい後ごまで守まもってあげられなくて……）

「最さい後ごって決きまったわけじゃないでしょ」

　そう言いったものの、前まえに一度ど、空そらから落らっ下かしたことがある杏あん樹じゅは、怖こわい思おもいがよみがえる。

「杏あん樹じゅ……これ」

　光こう哉やが手て渡わたしてきたもの──それは、ウンディーネの変へん身しんした姿すがたの弓ゆみだった。

　コポコポと水みずでできているのか、手てにスッとなじむ。

（ボクは、矢やなんだ。自じ分ぶんでつがえるから、杏あん樹じゅは狙ねらいを定さだめて……いい？）

　シルフの言こと葉ばに、杏あん樹じゅは頷うなずいた。

（わ、わかった）

「杏あん樹じゅ」

　光こう哉やに呼よばれ、杏あん樹じゅがふり返かえる。

「おまえが、地じ面めんに叩たたきつけられることはない。オレが助たすけるから、迷まよわず打うて」

「わかった」

　杏あん樹じゅは光こう哉やにうなずくと、めいっぱい弓ゆみをかまえた。

「な、なにをする気きだ？」

　魔ま法ほう陣じんを壊こわそうとあがいていたメフィストフェレスの手てが止とまる。

　けげんそうに、杏あん樹じゅと光こう哉やがかまえる武ぶ器きを見みた。

「それは……っ！」

　威い圧あつ的てきで自じ信しんに溢あふれていたメフィストフェレスの顔かお色いろが変かわる。

「や、やめろ！　おまえたちに打うてるはずがない」

「やってみなきゃ、わかんないだろ」

　光こう哉やが照しょう準じゅんをしぼっていく。

　水みずのような弦げんをひく杏あん樹じゅの腕うでに、激げき痛つうが走はしる。

（シルフ、お願ねがい……）

（わかったよ、杏あん樹じゅ……どうか、ぶじで……）

　この言こと葉ばを最さい後ごに、杏あん樹じゅは、視し界かいがゆらぐのを感かんじた。
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　　　　17　夜よ明あけの光ひかり




　杏あん樹じゅの体からだがグラリと反はん転てんすると、引いん力りょくも手て伝つだって、地じ面めんにむかって落おちていく。

　背せ中なかが引ひっ張ぱられるような、お腹なかを押おされているような……とにかく、ものすごい吐はき気けに襲おそわれ、杏あん樹じゅは顔かおをしかめた。

　いつの間まにか──弓ゆみには、クツについていた羽は根ねをあしらった矢やが一本ぽん、キリキリと音おとを立たてている。

「杏あん樹じゅ！」

　光こう哉やがどなる。

　迷まよってるヒマはない。

　徐じょ々じょに小ちいさく見みえる、メフィストフェレスの足あしもとに狙ねらいを定さだめ──杏あん樹じゅは弦げんから手てをはなす。

　水みずをまとった竜たつ巻まきが、まっすぐにメフィストフェレスに飛とんでいく。

「くっ……この！」

　足あしもとからは竜たつ巻まきが、そして横よこからは炎ほのおの玉たまがおそってくる。

　メフィストフェレスが、近ちかくでもがいていたワイヴァーンの羽は根ねをつかむと、自じ分ぶんの前まえに持もってきて盾たて代がわりにした。

「グ、ギギギイイイイイ……」

　ワイヴァーンがもがく。

「……私わたしの盾たてとなれることを光こう栄えいに思おもえ！」

　抵てい抗こうするように、ワイヴァーンが身みをよじる。

「お、おい！」

　メフィストフェレスの手てからワイヴァーンが逃にげだした。

　そのとき。

　炎ほのおの玉たまは命めい中ちゅうし、メフィストフェレスの体からだが燃もえ上あがる。

「ぐっ……ぐあああああああ！」

　次つぎの瞬しゅん間かん、鋭するどい風かぜで肌はだが切きり裂さかれ、冷つめたい水みずが体からだの中なかに流ながれこんでくる。

　それなのに、熱あつい。

　息いきも出で来きないほどに。

　メフィストフェレスの体からだにまとわりつく、四よん大だい精せい霊れいの攻こう撃げきは、どんなに振ふり払はらっても消きえることはなかった。

「ひっ……こ、このっ！　過か去この遺い物ぶつめが！」

　燃もえさかる腕うでを振ふり上あげ、メフィストフェレスが印いんを切きろうとしたとたん。

　腕うでは炭たん化かし、ボロボロと崩くずれ落おちた。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアめ……！」

　赤あかに染そまった視し界かいでは、憎にくい光こう哉やと杏あん樹じゅの姿すがたも見みえない。

「も、もう少すこし……だった、のに……」

　なにかから逃のがれようと、体からだをよじる。

　その視し線せんの先さきから──のぼることがないと思おもっていた太たい陽ようが顔かおを出だす。

　闇やみを浄じょう化かする、気け高だかき光ひかり。

　千年ねん以い上じょう生いきてきた中なかで、初はじめて夜よ明あけの光ひかりを体からだに浴あびたメフィストフェレスの体からだが、音おとを立たてて壊こわれていく。

「お、覚おぼえていろ……いつか、必かならず……」

　最さい後ごまで言こと葉ばを言いえないまま、メフィストフェレスは跡あと形かたもなく、はじけとんだ。

「杏あん樹じゅ！」

　メフィストフェレスが消きえたと同どう時じに、光こう哉やはキャノン砲ほうを投なげすて、地じ面めんへと急きゅう降こう下かする。

　あまりのいきおいに、光こう哉やの頬ほおが切きれる。

　それでもかまわず、光こう哉やは地じ面めんに叩たたきつけられそうな杏あん樹じゅに、手てをのばした。

（間まに合あえっ！）

　全ぜん身しんの力ちからをふりしぼり、急きゅう降こう下かをつづける。

「お、おにいちゃんっ！」

　杏あん樹じゅも手てをのばす。

　だけど、届とどかない。

　光こう哉やの姿すがたが大おおきく、近ちかづいてきているのは見みえているのだけれど。

　光こう哉やの目めから涙なみだがこぼれる。

　あきらめたくないけれど、このままじゃ間まに合あわない。

　地じ面めんに叩たたきつけられ、無む惨ざんな姿すがたになった杏あん樹じゅの姿すがたが頭あたまをよぎる。

「ぶつかるっ……！」

　そのときだ。

　一いち陣じんの、銀ぎん色いろの風かぜが──地じ面めんと杏あん樹じゅの背せ中なかの間あいだに割わってあらわれた。

　落おちた衝しょう撃げきで地じ面めんがくぼむ。

「だ、だれ……？」

　体からだは痛いたいが、どうやら生いきているようだ。

　痛いたむ体からだをどうにかよじり、杏あん樹じゅは自じ分ぶんを受うけ止とめてくれた人ひとを見みつめた。

「……ヴァル！」

　苦く痛つうに顔かおをしかめるヴァルは、声こえをかけてきた杏あん樹じゅに笑えみを浮うかべる。

「ま、間まに合あって……よかったです」

「どうして……」

「言いったでしょう？」

　震ふるえる体からだで、ヴァルが杏あん樹じゅを立たち上あがらせた。

「私わたしは……あなたたちを守まもるためにいるんです──うっ！」

　ヴァルが、膝ひざからたおれていく。

　倒たおれたヴァルの背はい後ごには、悪あっ鬼きがいた。

「メフィやられた。でも核コアの場ば所しょ知しってる」

「そう。おれたちが頂ちょう点てんに立たつ」

　グッと杏あん樹じゅが身みがまえる。

（ど、どうする……!?）

　クツがなければ攻こう撃げきもできない。

　気き力りょくがあっても、体からだが悲ひ鳴めいをあげている。

　もう、本ほん当とうに限げん界かいだった。

（饕とう餮てつも、メフィストフェレスもたおしたのに……こんなことって……）

　顔かおが青あおざめていく杏あん樹じゅの横よこに、グシャッとイヤな音おとを立たて、光こう哉やが落おちてきた。

　背せ中なかが、痛いた々いたしそうに焦こげている。

「お、おにいちゃん！」

　上じょう空くうを見みあげると、壊こわれた魔ま法ほう陣じんから逃のがれたワイヴァーンが数すう匹ひき、咆ほう哮こうを上あげていた。

　杏あん樹じゅを助たすけることしか考かんがえていなかった光こう哉やは、まさか、後うしろから攻こう撃げきされると思おもっていなかったのだ。

　視し線せんのはるか先さきには、体からだをひきずって歩あるいてくるレモナの姿すがたが見みえる。

「杏あん樹じゅ！　今いま……行いくから……！」

　迫せまる悪あっ鬼きに拳こぶしをふり上あげ、レモナがゆっくりと、それでも着ちゃく実じつに杏あん樹じゅのところへやってきた。

「レモナッ！」

　どうにか駆かけ寄よって、たおれそうなレモナを支ささえると、自じ分ぶんたちを取とり囲かこむ悪あっ鬼きたちをにらみ付つける。

（これで……これで、終おわりなの？　……いや！）

　激はげしい怒いかりに杏あん樹じゅは、消きえることのない闘とう志しを燃もえ上あがらせる。

（もう、体からだなんかどうなってもいい！　みんなを守まもらなきゃ！）

　杏あん樹じゅの意い志しに応こたえるように、大たい使しの紋もんがまばゆいまでに光ひかり出だした。

（祈いのりを……悪あしき精せい霊れいの心こころの闇やみを祓はらう、浄じょう化かの光ひかりを……）

　太たい陽ようが次し第だいにあたりを照てらしだした。

　その光ひかりを浴あびて、杏あん樹じゅの紋もんが呼こ応おうするように発はっ光こうする。

　祈いのるように手てを合あわせ、杏あん樹じゅは目めを閉とじた。

（私わたしの中なかに、まだ力ちからがあるのなら……悪あしき精せい霊れいに、光ひかりを宿やどして……）

　そんな杏あん樹じゅを見みて、レモナも手てを合あわせる。

　そもそも、見み習ならい大たい使しの紋もんに、効こう力りょくはない。

　それなのに、杏あん樹じゅの光ひかりと同どう調ちょうするように、レモナの頬ほおも熱あついほど光ひかりを帯おび始はじめた。

　杏あん樹じゅとレモナを中ちゅう心しんに、金きん色いろの光ひかりが──太たい陽ようでさえ、かすんでしまうほどのまばゆい光ひかりが、ゆっくりと街まちを包つつんでいった。

　体からだが熱あつい。

　それでも、杏あん樹じゅは祈いのり続つづけた。

（みんなを守まもって……）

[image: ]

　太たい陽ようのあたたかな光ひかりを感かんじながら、杏あん樹じゅはそれだけを祈いのり続つづけた。

　自じ分ぶんはどうなってもいい。

　みんなが無ぶ事じならそれでいい。

　願ねがえば願ねがうほど、体たい温おんが上じょう昇しょうしていく。

　今いままで感かんじていた痛いたみさえ、忘わすれてしまいそうなほど熱あつい。

　ただ。

　もだえ苦くるしむような熱あつさではなく、大たい切せつな人ひとに抱だきしめられているかのような、あたたかさ。

「杏あん樹じゅ……？」

　光こう哉やが苦くるしげに顔かおをあげる。

　周しゅう囲いにいた悪あっ鬼きたちやワイヴァーンは、光ひかりに飲のまれ、消きえていった。

「おい、杏あん樹じゅ！」

　そばにいるはずの、杏あん樹じゅとレモナの姿すがたはなかった。

　まるで、光ひかりに溶とけこんでしまったかのように。

「どこだ、どこだよ！」







　　　　エピローグ




　あれから、一ヶか月げつ──街まちは、ありえないほどの速はやさで、以い前ぜんの姿すがたを取とりもどした。

　壊こわれた建たて物ものは元もとの状じょう態たいに戻もどり、恐きょう怖ふで顔かおをひきつらせた住じゅう民みんにも笑え顔がおが浮うかんでいる。

「おう、早はやいね！」

　精せい肉にく店てんのおじさんが、店みせ先さきに現あらわれた人ひと影かげに声こえをかけた。

「コロッケを10コほど」

　そう言いって、カウンターにくしゃくしゃになったお札さつを置おく。

「なんだい。あんたたちは、本ほん当とうにコロッケが好すきだね」

　あきれたように笑わらって、

「ちょっと待まっててくれよ。今いま、揚あがったコロッケがあるんだ」

　と、奥おくへと消きえていった。

　それを見みた小ちいさな人ひと影かげが、じだんだを踏ふむような声こえをあげた。

「ぬらりひょん！　早はやく、コロッケ！」

「ちょっと待まてと言いわれたじゃろうが、座ざ敷しきの小こ僧ぞうよ」

　さとすように言いって、ざしきわらしに苦く笑しょうを浮うかべる。

「だってさ、今日きょうは──」

「はい、お待まち」

　おじさんがコロッケを紙かみ袋ぶくろに詰つめる。

「なんだって、今日きょうは多おおいね」

「えぇ。今日きょうは──」

「あぁ、そうか。あれから、一ヶか月げつ経たったんだもんな。早はやいもんだ」

　目めを細ほそめて、おじさんが商しょう店てん街がいを見みつめる。

　どこのお店みせも、朝あさの準じゅん備びでせわしなく動うごいていた。

「あんたたちが、街まちを直なおしてくれたおかげで、こんなに早はやく商しょう売ばいできたんだもんな。感かん謝しゃしてもしきれねえや」

「いえいえ、わしらの力ちからだけではありません。あなた方がた人にん間げんが、わしらを思おもってくれたからこそ、すぐに人にん間げん界かいに姿すがたを取とりもどすことができたんじゃからな」

　お互たがいの顔かおに笑えみがこぼれる。

　そう。

　この街まちは、妖よう怪かいが当あたり前まえのように人にん間げん界かいで生せい活かつする、不ふ思し議ぎな街まちになってしまったのだ。

　それで、いざこざが起おこったことは、まだない。

　起おきたとしても──

「早はやく、行いこうよ！」

「おおう、そうじゃった。では、これで」

　ぬらりひょんがコロッケを受うけ取とると、足あし早ばやに去さっていく。

「おい、釣つりは！」

　ぬらりひょんには、聞きこえなかったようだ。

「困こまったねぇ……」

　そうつぶやいたおじさんの目めの前まえを、紺こん色いろのブレザーを来きた生せい徒とたちが走はしっていく。

「今日きょうから来くるってさ！」

「ほんとに？　ガセじゃなくって？」

「あのねぇ」

　メガネをかけた女おんなの子こが、一いっ緒しょに歩あるいている子こにズイッと顔かおを近ちかづける。

「この笹ささ詩し織おりの情じょう報ほうに、まちがいがあるとでも？」

「いや……だって、光こう哉や先せん輩ぱい、すごいケガだって……」

「わかってないなぁ」

　チッチッと立たてた指ゆびをふる。

「吸ヴァ血ンパ鬼イアなのよ？　人にん間げんなんかより、全ぜん然ぜん回かい復ふくが早はやいんだから」

「そっか。じゃあ、そのうちテレビでも見みられるようになるのかな」

「雑ざっ誌しは今日きょう発はつ売ばいだけど？」

「えー！　買かわなきゃ！　コンビニ、コンビニ！」

　駆かけていく女おんなの子この背せを見み送おくって、笹ささは高たか台だいの家いえを見みた。

　ツタが這はい、木き々ぎに囲かこまれた大おおきな洋よう館かん。

　初はじめてこの街まちに来くる人ひとが見みると、みんな「おばけやしき」のように見みえると言いう。

（なに言いってるんだかって思おもったけど……実じっ際さい、住すんでたのは吸ヴァ血ンパ鬼イアだったんだものね……）

　感かん慨がい深ぶかそうな笹ささに、声こえがかかる。

「雑ざっ誌し、あった！」

「見みせてっ！　私わたしも、まだ見みてないの！」

　笹ささが駆かけだす。

　洋よう館かんを背せにして。




　その洋よう館かんでは、朝ちょう食しょくとは思おもえないほどの豪ごう勢せいな料りょう理りが並ならべられていた。

「ほら、シルフ。みんなを起おこしてきてください」

　手てに茶ちゃ器きを持もったヴァルに言いわれ、シルフはつまみ食ぐいしている手てを止とめた。

「ちょっ……なにしてるんですか！」

「おいしそうだったから、つい──さ、起おこしてこよっと！」

　笑えみを浮うかべ、階かい段だんを飛とんでいくシルフの背はい後ごで、ヴァルの悲ひ痛つうな叫さけび声ごえが聞きこえてくる。

「これから、妖よう怪かいのみなさんとパーティだっていうから、がんばって盛もりつけたのにぃぃぃぃ……！」

「朝あさから、騒さわがしいな」

　シルフの目めの前まえで扉とびらが開ひらく。

　寝ねぐせ全ぜん開かいの光こう哉やが、ねぼけまなこで階かい下かを見みていた。

「お。シルフ、今日きょうは早はやいな」

「今日きょうは、って言いわないでくれる？」

「本ほん当とうのことだろ」

　からかうように言いって、階かい段だんを下おりる光こう哉やは、途と中ちゅうで足あしを止とめた。

「あ。今日きょう、撮さつ影えいで学がっ校こう休やすむから」

「そうなの？」

「おう。だから、騒そう動どうが起おきたら守まもってやって」

「了りょう解かい！」

　敬けい礼れいするように手てをあげると、シルフは踵きびすを返かえして、ある部へ屋やの前まえに浮うかぶ。

「よい、しょっと……」

　扉とびらの上うえのほうに、シルフ専せん用ようの穴あなが空あいているので、そこから羽は根ねを傷きずつけないようにして入はいっていった。

「……起おきてる？」

　ベッドの中なかに、人ひとはいない。

「あれ？」

　首くびをかしげた、そのとき。

　いきおいよくカーテンが開ひらかれた。

「シルフ、おはよう」

　そう言いって、笑えみを浮うかべたのは──栗くり毛げ色いろの髪かみをアップにまとめ、蒼あおい瞳ひとみを輝かがやかせている女おんなの子こだ。

「杏あん樹じゅ、起おきてたんだ」

「うん。楽たのしみだったから、今日きょうが」

　杏あん樹じゅは机つくえに座すわると、学がっ校こうのしたくを始はじめる。

「一昨日おとといまで寝ねてたもんね」

「一ヶか月げつとか、寝ね過すぎだよね……私わたし」

　笑わらう杏あん樹じゅに、シルフが心しん配ぱいそうな視し線せんを送おくる。

「一いっ旦たん、体からだが分ぶん離りしちゃったんだもん。しかたないよ」

「信しんじられないんだよなぁ、未いまだに」

　杏あん樹じゅはしたくする手てを止とめ、まじまじと自じ分ぶんの体からだを見みた。

　今いままでと同おなじだ。

　まったく違い和わ感かんはない。

「戻もどったからって、無む理りはダメだからね！」

「わかってるよ。大だい丈じょう夫ぶ。だって、ほら──」

「ん？」

「聞きこえるでしょ？　みんながいるから、大だい丈じょう夫ぶ」

　顔かおをしかめるシルフを連つれ、杏あん樹じゅは窓まどを思おもいっ切きり開ひらく。

　玄げん関かんの前まえには、ぬらりひょんを始はじめとする妖よう怪かいたちの姿すがたがあった。

　みんな、手てにはなにかしら持もっている。

　食たべ物ものが多おおいのは、気きのせいではないと思おもうけれど。




「本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶかえ？」

　と心しん配ぱいする九きゅう尾びの狐きつねに手てをふって、杏あん樹じゅは学がっ校こうへと急いそぐ。

　妖よう怪かいたちのパーティは、きっと帰かえってきてもつづいていることだろう。

　夕ゆう方がたには──起おきてくるレモナも混まざっているだろうし、大おお騒さわぎになっているはずだ。

「まずいっ、遅ち刻こくしちゃう！」

　走はしる杏あん樹じゅに、シルフが笑わらった。

「なんか、それ……いつものセリフだね」

「いつもとか言いわないでよ！」

　と言いった杏あん樹じゅだけど、実じっ際さい、その通とおりだなとうれしくなってくる。

「高たか野の！」

　背はい後ごから声こえがかかり、杏あん樹じゅは足あしを止とめた。

　ふり返かえると──そこには、頭あたまに包ほう帯たいを巻まいた春はる人との姿すがたがあった。

「安あ倍べくんっ、まだ……」

「あー、うん。そのうち治なおるだろ。それより、おまえこそ、大だい丈じょう夫ぶなのか？」

「もう全ぜん然ぜん！」

　笑えみを浮うかべる杏あん樹じゅに並ならんで、春はる人とが一いっ緒しょに登とう校こうする。

「おまえが寝ねてる間あいだ──」

「杏あん樹じゅだ！」

　元げん気きのいい声こえに、春はる人との言こと葉ばがかき消けされる。

　横よこ道みちを見みると、里さと美みと百ゆ合りが杏あん樹じゅにむかって駆かけてくる。

「なんだ、迎むかえに行いこうと思おもったのに！」

「迎むかえって……もう遅ち刻こくギリギリなんだけど」

　苦く笑しょうする杏あん樹じゅを見みて、百ゆ合りが無む言ごんで日ひ傘がさをひろげた。

「はい、これ」

「え？」

　杏あん樹じゅのいる場ば所しょだけ、影かげになる。

「灰はいになっちゃうでしょ？」

「ははっ、大だい丈じょう夫ぶだって」

　それでも、百ゆ合りの気きづかいが嬉うれしくて、杏あん樹じゅの顔かおが自し然ぜんとほころぶ。

「光こう哉や先せん輩ぱいに色いろ々いろ聞きいたけど……本ほん当とうなの？　普ふ通つうに生せい活かつして大だい丈じょう夫ぶなの？」

　口くち早ばやに質しつ問もんする百ゆ合りに、杏あん樹じゅがうんうんと頷うなずく。

「今いままで通どおりでいいの」

「そういうわけには、いかないと思おもうけどなー」

　里さと美みが面おも白しろそうに口くちをひらく。

「なんで？」

「だって、杏あん樹じゅが寝ねてる間あいだ、大たい変へんだったんだよ？　今いまじゃ、妖よう怪かいのいる街まちとして認にん知ちされたからアレだけど……」

「そっか……」

　うつむく杏あん樹じゅの背せ中なかを、里さと美みがたたく。

「ま、心しん配ぱいしないで。なんかあったら、安あ倍べくんが守まもってくれるから」

「おい、人ひと任まかせかよ！」

　顔かおをしかめる春はる人とを見みて、杏あん樹じゅが笑わらう。

「高たか野のまで笑わらうとか……なんだよ、もう」

　頬ほおをふくらませる春はる人との頭ず上じょうが、いきなりくらくなった。

　大おおきなカラス──それも、足あしが３本ぼんある奇き妙みょうな形かたちのカラスが、杏あん樹じゅに巻まいた紙かみを落おとしていく。

「ご復ふっ活かつ早そう々そう、申もうし訳わけないのですが……ご依い頼らいですよ」

「しゃ、しゃべった！」

　目めを丸まるくする里さと美みに、杏あん樹じゅが説せつ明めいする。

「八や咫た烏がらすっていうの、神かみ様さまにお仕つかえする精せい霊れいよ」

「そ、そうなんだ」

　去さっていく八や咫た烏がらすを見み送おくっている里さと美みと百ゆ合りの横よこで、杏あん樹じゅが紙かみをひらく。

　流ながれるような文も字じで書かかれた、アイヌの精せい霊れい、コロボックルからの依い頼らいに目めを通とおす。

「帰れなセイい人魚レーンの救きゅう出しゅつか」

　シルフが読よみ上あげるのを聞きいて、春はる人とが杏あん樹じゅの顔かおをのぞき込こんだ。

「どうすんだ？」

　そう聞きかれて、杏あん樹じゅはすぐさま答こたえる。

「行いかなくちゃね」

　それを聞きいた里さと美みが、元げん気きづけるように杏あん樹じゅの肩かたを叩たたく。

「がんばってね！　ヴァンパイア大たい使しアンジュ！」
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（おわり）　　









　Ｄｅａｒディア　この本ほんを手てにとってくれたみんな




　こんにちは。おひさしぶり。

　川かわ崎さき美み羽うです。

　早はやいもので、「ヴァンパイア大たい使しアンジュ」シリーズをはじめてから、２年ねん半はんがたちました。

　書かきはじめた時じ期きをふくめると、３年ねんくらいかな……長ながいね！

　そのあいだにシリーズは、７巻かんを重かさねました。

　そして、これが、最さい後ごの巻かんになります。

　みんなの胸むねに何なにかのこったでしょうか？　のこってくれているといいな、と心こころから思おもいます。




　と、最さい後ごの巻かんでもあることだし、ここで、ちょっとしたネタバレをしてみたいと思おもいます。

　全ぜん巻かん読よみ返かえしてみたら、おもしろいかも!?しれません。

・１巻かんのおじいちゃんがブランデーを飲のむシーン。ブランデーとはワインを蒸じょう留りゅうして作つくったお酒さけです。おじいちゃんは血ちの代かわりとして飲のんでいたのかもしれないのですが、その効こう果かはうすかった（!?）のか、寿じゅ命みょうも永えい遠えんにはつづかなかった……ということでしょうか。

・２巻かんの原はら宿じゅくのシーン。行いったことがある子こは気きづいたかもしれないですが、光こう哉やが立たちよる喫きっ茶さ店てんは実じつ在ざいします。もし、原はら宿じゅくに遊あそびに行いくことがあったら、どのお店みせか探さがしてみてね。

・もうひとつ、４巻かんで杏あん樹じゅたちが滞たい在ざいしたホテルも実じつ在ざいします。興きょう味みがある人ひとは、調しらべてみてね！

・６巻かん、箱はこ根ねの九く頭ず竜りゅうの話はなし。実じつはこれ、本ほん当とうにある伝でん説せつをもとにしています。小しょう説せつでは一いち部ぶを変かえて、登とう場じょうさせました。

・６巻かんのハチマキのジンクス。自じ分ぶんで縫ぬったハチマキを、好すきな人ひとにつけてもらうと……というのは、私わたしが実じっ際さいに経けい験けんしたことで、なんと、両りょう思おもいになったんですよ！　効きき目めはあると思おもうので、試ためす価か値ちアリです（笑わらい）。




　さて。

　ここまで物もの語がたりをつづけられたのは、みんなの応おう援えんがあってこそでした。

　小しょう学がく生せい向むけのお話はなしはアンジュがはじめてで、ほんとうにすっごく緊きん張ちょうしていたんです。

　だから、みんなにうまく伝つたえられなかった部ぶ分ぶんもあったかと思おもいます。

　それでも、ファンレターやつばさ文ぶん庫このＨＰをとおしてみんなの思おもいを知しり、それを糧かてに、今いままでがんばってこられました。

　本ほん当とうにありがとうございました。お礼れいを言いっても言いいたりません。

　一いっ定ていの期き間かんをおいて、また、つばさ文ぶん庫こに復ふっ帰きしたいと思おもっています。

　そのときはぜひ、応おう援えんよろしくお願ねがいします。




　この場ばを借かりて、イラストの近この衛えさんと編へん集しゅう担たん当とうの青あお山やまさんに、深ふかくお礼れいを申もうしあげます。

　お二人ふたりがいなかったら、私わたしは……ここまで書かきつづけることは出で来きませんでした。




　みなさん、最さい後ごまでおつきあいくださり、ほんとうにありがとうございました。

　それでは、また会あう日ひまで。





Ｆｒｏｍフロム　川かわ崎さき 美み羽う　
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川崎美羽／作


１９８２年生まれ、横浜在住の水瓶座Ａ型。運命のイタズラで物書きになる。ふわふわしたものや、けもけもしたものが好き。現実逃避で行くのは湾岸線ドライブ。アニメ「.hack//Roots」のシリーズ構成を手がけたほか、ノベライズも担当。






近衛乙嗣／絵


帝都在住のイラストレーター。挿絵を担当した作品に『エイティエリート』（角川スニーカー文庫）、『撃墜魔女ヒミカ』（電撃文庫）、『ゴッデス！』（ＨＪ文庫）、『RIGHT×LIGHT』（ガガガ文庫）などがある。


















装丁　ムシカゴグラフィクス










ヴァンパイア大たい使しアンジュ⑦




涙なみだと決けつ意いの、大だい決けっ戦せん!!の巻まき








作さく　川かわ崎さき美み羽う

絵え　近この衛え乙おと嗣つぐ
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